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Deloitteが考える
今、求められるサステナビリティ経営

SDGｓのうねり
サステナビリティに進む世 界

中小企業でも実践、着実にメリットを実感
BizWings (Thailand) Co.,Ltd.

Deloitte Thailand

脱石油素材の普及でサステナブルな社会へ　
Spiber（Thailand）Ltd.

タイの産業界でも広がる再生可能エネルギー
WEST International (Thailand) Co., Ltd.

包装資材で進む脱プラスチックの動き
Nippon Packtoss（Thailand）Co., Ltd.

変貌を遂げるアジアのコングロマリット
PTT Public Company Limited

MU Research and Consulting (Thailand) Co., Ltd.

台湾企業のメコン5地域投資と日台連携の機会
みずほ銀行バンコック支店メコン5課

タイで始める資産運用【生命保険編】
Global Support（Thailand） Co., Ltd.
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物流ロジスティック専用ゾーン

売出中
売切れ

SOLD OUT

SOLD OUT

SOLD OUT

SOLD OUT

↑至
Bangping - Praksa Rd

至バンプー工業団地→

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

IEAT工業団地に関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績
・東プレ 様
・アイシンアジアパシフィック 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・アマダ 様

・コマツ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。
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Bangping - Praksa Rd

649-1-96 103.9 256.79

481-2-99 770,796 190.47

101-2-28 162,511 40.16

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

プロジェクトエリア

工場・倉庫エリア

公共施設・サービスエリア

通信システム
光ファイバーおよび高速イン
ターネット

電力供給
30 MW Electricity Substation
Metropolitan Electricity Authority,Samut 
Prakan District.より供給

廃水処理システム
2,500 cu.m./日
の汚水処理が可能

給水システム
6,000 cu.m./日
Metropolitan Waterworks Authority,Samut 
Prakan Branchより供給

ガスシステム
天然ガス供給パイプライン
PTT Natural Gas Distribution Co., Ltd.より供給

交通システム
メイン道路=横幅25m
サブ道路＝横幅20、16m

バンコク都心に最も近い
最新のIEAT工業団地
バンプー工業団地が完成してから40年強。長い期間をかけて確固
たる産業集積を築いてきたサムットプラカーン県。このエリアに最
新のIEAT:タイ工業団地公社の工業団地が登場します。都市化に
伴い周辺エリアでは工場の操業が難しくなってきていますが、この
工業団地の中では安心して操業が可能です。

タイ工業団地公社認定
工場建設、操業許可などワンスト
ップで申請でき安心して操業可能
です。

都心に最も近い
BTSプレクサ駅から５㎞。バンコク
都心まで直線距離で約20㎞。都心
からの通勤や物流に便利です。

バンプーエリアの希少な工業用地
都市化に伴い周辺では工場操業が
難しくなっています。工場ができ
る土地は希少価値があります。

　

スワンナプーム
国際空港
スワンナプーム
国際空港

ウタパオ
国際空港
ウタパオ
国際空港

20km20km20km

40km40km40km

60km60km60km

3空港間高速鉄道3空港間高速鉄道

マプタプット
深海港
マプタプット
深海港

EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア
EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア

レムチャバン港レムチャバン港

バンコク港バンコク港

ドンムアン国際空港ドンムアン国際空港

インフラ・システム概要

BHAKASA INDUSTRIAL

5
km

プレクサ
BTS駅

22
km

バンコク港
（クローントゥーイ港）

25
km

スワンナプーム
国際空港

112
km

レムチャバン港

バンプー
工業地帯
バンプー
工業地帯

プラカサ
工業地帯
プラカサ
工業地帯

BTSプレクサ駅BTSプレクサ駅

BTSサーイルアット駅BTSサーイルアット駅

２０２２年
 延
伸
予
定

２０２２年
 延
伸
予
定

BTSケハ駅BTSケハ駅

（タイ工業団地公社）

販売開始IEAT

BHAKASA
INDUSTRIAL

BHAKASA
INDUSTRIAL

マスタープラン概要

・自動車部品
・電気電子部品
・産業用機械、ロボット
・食品加工
・冷凍・冷蔵倉庫
・EC向け物流、一般物流
・研究開発施設

最適な産業

バンプー　 工業団地新

96万㎡
以上の
売買実績

96万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

96万㎡
以上の
売買実績

96万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績
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生命保険編

タイで始める

資産運用

久
米
　
弊
社
の
個
別
相
談
に
来
ら
れ
る
お
客

様
の
中
に
は
、ご
自
身
に
万
が
一の
こ
と
が
起
こ

っ
た
際
、家
族
に
生
活
資
金
を
残
す
手
段
と

し
て
保
険
の
加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
も
い

ま
す
。本
日
は
そ
ん
な
中
で
も
、配
偶
者
が
タ

イ
人
で
お
子
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
方
へ

特
に
最
適
な
タ
イ
の
生
命
保
険
の
具
体
的
な

加
入
方
法
や
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

久
米
　
K
S
ラ
イ
フ
様
で
は
ど
の
よ
う
な
保

険
を
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
　
主
に
節
税
対
策
の
た
め
の
タ
イ
の
生

命
保
険・年
金
を
扱
っ
て
お
り
ま
す
が
、万
が
一

の
際
の
備
え
と
し
て
死
亡
保
障
を
重
視
し
た

生
命
保
険
も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　
弊
社
が
取
り
扱
っ
て
い
る
の
は
バ
ン
コ
ク・ラ
イ

フ
社
、タ
イ・ラ
イ
フ
社
、テ
ィ
パ
ヤ・ラ
イ
フ
社
の

商
品
で
す
。会
社
に
よ
っ
て
得
意
と
す
る
商
品

が
異
な
り
ま
す
の
で
、お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
最
適
な
商
品
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

久
米
　
加
入
に
際
し
て
年
齢
制
限
は
あ
り
ま

す
か
。

佐
藤
　
一部
の
商
品
に
は
あ
り
ま
す
が
、弊
社
で

取
り
扱
って
い
る
商
品
で
は
ほ
と
ん
ど
年
齢
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

久
米
　
通
常
、保
険
商
品
へ
の
加
入
は
健
康
状

態
の
告
知
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、K
S
ラ
イ

フ
様
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
商
品
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
　
ご
認
識
の
通
り
、保
険
商
品
で
す
の
で

健
康
状
態
に
つ
い
て
過
去
に
検
査
で
異
常
が

あ
っ
た
場
合
な
ど
は
告
知
が
必
要
で
す
が
、健

康
な
場
合
は
健
康
診
断
書
の
提
出
を
求
め
ら

れ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
で
す
。

　
た
だ
、商
品
に
よ
っ
て
は
健
康
診
断
書
が
必

要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、タ
イ
の
保
険
会

社
が
病
院
と
提
携
し
て
お
客
様
情
報
の
確
認

な
ど
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

久
米
　
申
し
込
み
の
際
は
ど
の
よ
う
な
書
類

が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
　
タ
イ
で
働
い
て
い
る
方
で
し
た
ら
、ワ
ー

ク
パ
ー
ミ
ッ
ト
、パ
ス
ポ
ー
ト
、将
来
満
期
保
険

金
を
受
け
取
る
際
の
タ
イ
の
銀
行
口
座
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
タ
イ
に
６
ヵ
月
以
上
滞
在
し
て
い
て
住
所
が

あ
り
、観
光
ビ
ザ
以
外
の
ビ
ザ
を
お
持
ち
の
方

で
し
た
ら
加
入
で
き
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

久
米
　
実
際
の
契
約
ま
で
の
流
れ
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

佐
藤
　
以
前
は
ご
契
約
の
際
、弊
社
ま
で
お
越

し
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、現
在
は

弊
社
か
ら
お
申
込
書
類
等
を
郵
送
し
、ご
記
入

い
た
だ
い
て
か
ら
、そ
の
他
必
要
書
類
と
共
に
返

送
い
た
だ
く
形
で
の
お
申
し
込
み
が
可
能
と
な

って
お
り
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
の
際
は
初
年
度
の
保
険
料
支

払
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
保
険
会
社
指
定
の
銀
行
口
座
へ
払
い
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。お
申
し
込
み
後
約
２

週
間
か
ら
１
ヵ
月
の
審
査
期
間
を
経
て
無
事
に

ご
契
約
が
成
立
す
る
と
、保
険
証
書
が
発
行
さ

久
米
　
タ
イ
の
保
険
で
は
ど
の
よ
う
な
商
品
が

所
得
税
控
除
の
対
象
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
　
生
命
保
険
で
は
満
期
ま
で
の
期
間
が

10
年
以
上
の
商
品
が
所
得
税
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。た
だ
し
、控
除
額
は
年
間
最
大
10

万
バ
ー
ツ
で
す
。10
年
未
満
の
商
品
で
す
と
所

得
税
控
除
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
選
ぶ
際
に
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、年
金
保
険
も
満
期
ま
で
の
期
間
が
10

年
以
上
で
受
給
開
始
が
55
歳
以
降
、受
給
終
了

が
85
歳
以
降
の
商
品
が
所
得
税
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。控
除
額
は
年
間
最
大
20
万
バ
ー

ツ（
所
得
の
15
％
ま
で
）で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

久
米
　
実
際
に
所
得
税
の
控
除
は
ど
れ
く
ら

い
受
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
　
タ
イ
の
所
得
税
は
累
進
課
税
な
の
で
、

所
得
税
の
税
率
に
応
じ
て
節
税
効
果
が
変
わ
っ

て
き
ま
す
。

聞き手話し手

久
米
　
死
亡
保
険
金
受
取
人
が
タ
イ
居
住
者

で
な
い
場
合
は
保
険
金
の
受
取
手
続
き
は
難
し

く
な
り
ま
す
が
、配
偶
者
が
タ
イ
人
や
タ
イ
在

住
で
タ
イ
の
銀
行
口
座
を
お
持
ち
の
方
で
あ
れ

ば
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
ね
。も
し

も
の
時
に
相
続
の
手
続
き
を
す
る
必
要
が
な

く
保
険
金
を
受
け
取
れ
る
点
が
保
険
で
資
産

運
用
を
す
る
上
で
の
メ
リ
ッ
ト
の一つ
だ
と
思
い

ま
す
。ま
た
、保
険
は
価
格
変
動
リ
ス
ク
が
基

本
的
に
な
い
た
め
、運
用
期
間
を
長
く
す
る
こ

と
で
リ
タ
ー
ン
を
よ
り
大
き
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
ね
。

佐
藤
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。弊
社
が
ご
提
案

し
て
い
る
商
品
は
満
期
時
の
受
取
金
額
が
契
約

時
に
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、運
用
成
績
に
よ
っ
て

将
来
受
け
取
れ
る
金
額
が
変
動
す
る
リ
ス
ク
は

非
常
に
低
い
で
す
。

　
し
か
し
そ
の一
方
で
、一
定
の
運
用
年
数
に
達

す
る
前
に
解
約
す
る
と
、元
本
割
れ
の
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
。解
約
し
た
場
合
の
解
約
返
戻
金
も

お
見
積
も
り
の
時
点
で
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、ご

契
約
何
年
目
で
元
本
を
越
え
る
の
か
な
ど
、ご

契
約
前
に
き
ち
ん
と
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧
め

い
た
し
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

久
米
　
そ
の
他
に
、資
産
運
用
の
一
環
と
し
て

タ
イ
の
生
命
保
険
に
加
入
す
る
際
の
留
意
点

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤
　
節
税
対
策
を
目
的
と
さ
れ
る
方
も
多

い
の
で
す
が
、所
得
税
控
除
は
申
請
し
な
い
と

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。会
社
の
経
理
の
方
が
確
定

申
告
を
し
て
い
る
場
合
は
、確
定
申
告
の
時
期

に
な
っ
た
ら
保
険
会
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
支
払

証
明
書
を
経
理
の
方
に
渡
す
な
ど
し
て
処
理

を
お
願
い
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
会
社
が
所
得
税
を
負
担
し
て
い
る
場
合
は
、

対
象
と
な
る
保
険
に
加
入
し
て
も
還
付
金
を

ご
自
身
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、ご
契
約
前
に
会
社
に
確
認
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

KS Life

佐藤 真也
KS Life

代表

GLOBAL SUPPORT

資産運用についてのご相談

久米 直也
Global Support（Thailand） Co., Ltd.

 代表

満
期
ま
で
預
け
ら
れ
る

無
理
の
な
い
契
約
が
お
薦
め
で
す

個別無料相談実施中（土日祝日・オンラインも可能）

https://globalsupportthailand.com/
kume@globalsupportlimited.com
088-187-1036

Global Support （Thailand） Co., Ltd.

ご予約はこちらから

所
得
控
除
も
可
能
な
タ
イ
の
生
命
保
険

途
中
解
約
で
は
元
本
割
れ
の
リ
ス
ク
もタイの生命保険についてのご相談

KS Life
　　 https://www.thai-hoken.com/
　　 info@thai-hoken.com
     097-098-4091（日本語）

れ
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

久
米
　
２
年
目
以
降
の
保
険
料
は
ど
の
よ
う

に
積
み
立
て
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
　
２
年
目
以
降
は
ご
登
録
の
住
所
宛
て
に

請
求
書
が
送
ら
れ
ま
す
。ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で

Q
R
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
積
み
立
て
る
こ
と
も

で
き
ま
す
し
、銀
行
で
の
手
続
き
も
可
能
で
す
。

　
自
動
引
き
落
と
し
も
可
能
で
す
が
、タ
イ

で
は
銀
行
引
き
落
と
し
の
際
に
サ
イ
ン
に
関

連
し
て
エ
ラ
ー
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
う
な
る
と
、再
手
続
き
や
別
の
積
み

立
て
方
法
に
変
更
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

あ
ま
り
推
奨
し
て
い
ま
せ
ん
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

久
米
　
満
期
時
や
途
中
解
約
、一
部
解
約
の

際
は
ど
の
よ
う
に
手
続
き
を
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。

佐
藤
　
満
期
保
険
金
お
よ
び
解
約
返
戻
金
を

受
け
取
る
際
は
、ご
本
人
様
の
パ
ス
ポ
ー
ト
、

タ
イ
の
銀
行
口
座
が
必
要
に
な
り
ま
す
。弊

社
に
お
申
し
出
い
た
だ
け
れ
ば
手
続
き
を
代

行
い
た
し
ま
す
の
で
、お
送
り
す
る
書
類
に
ご

記
入
の
上
返
送
い
た
だ
く
だ
け
で
、通
常
で
あ

れ
ば
約
２
週
間
で
指
定
の
銀
行
口
座
に
振
り

込
ま
れ
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

久
米
　
契
約
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
際
の
手
続

き
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤
　
ご
契
約
者
様
が
タ
イ
で
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
は
、タ
イ
で
発
行
さ
れ
た
死
亡
届
、受
取

人
様
の
本
人
確
認
書
類
、受
取
人
様
名
義
の
タ

イ
の
銀
行
口
座
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
も
し
海
外
で
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
関
連

書
類
の
翻
訳
が
必
要
で
す
の
で
、そ
れ
ら
の
サ
ポ

ー
ト
も
弊
社
で
は
行
って
い
ま
す
。

　
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
の
が
、死
亡
保
険
金
の

請
求
は
ご
契
約
者
様
が
指
定
さ
れ
た
受
取
人

ご
本
人
様
か
ら
直
接
お
申
し
出
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　前回（９月号）の投資信託編に続き、今回は在タイ日本人
向けに保険商品を取り扱うKSライフにグローバルサポート
（タイランド）の久米直也代表が話を聞いた。

　
例
え
ば
、所
得
税
率
25
%
の
方
が
生
命
保
険

を
契
約
し
た
と
し
ま
す
。生
命
保
険
の
所
得
税

控
除
は
10
万
バ
ー
ツ
ま
で
な
の
で
、仮
に
毎
年
10

万
バ
ー
ツ
を
お
積
み
立
て
い
た
だ
い
た
場
合
は
25

%
が
節
税
で
き
る
の
で
、年
間
２
万
５
０
０
０
バ

ー
ツ
の
減
税
効
果
が
発
生
し
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

久
米
　
毎
年
の
処
理
を
忘
れ
ず
に
行
い
た
い
で

す
ね
。

　
保
険
期
間
は
タ
イ
に
居
住
し
て
い
る
間
で
設

定
す
る
こ
と
、ま
た
死
亡
保
険
金
受
取
人
は
タ

イ
在
住
の
配
偶
者・親
族
の
方
を
指
定
し
て
お

く
こ
と
で
、満
期
時
や
万
が
一の
と
き
も
ス
ム
ー

ズ
に
保
険
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
な
日
々
が
続
く
中
、タ
イ
人

の
ご
家
族
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
ぜ
ひ
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
の
内
容
は
８
月
末
時
点
の
情
報
に
基
づ
く
）

1950年設立の老舗保険会
社。個人生命保険及び団体
生命保険が主力。97年に日
本生命が資本参加。その後
出資比率を高めて筆頭株主
になっている。

バンコク・ライフ社
Bangkok Life Assurance
Public Company Limited

1942年にタイ人によって設
立された初の生命保険会
社。現在は個人向けの保険
商品、年金商品を強みとす
る。明治安田生命が2013年
に15%出資している。

タイ・ライフ社
Thai Life Insurance
Company Limited

1924年に香港でイギリス及
び中国の資本にて設立さ
れ、広く東南アジアにて保険
事業を展開。タイでは49年
に損害保険会社としてスタ
ート。

ティパヤ・ライフ社
Dhipaya Life Assurance
Public Company Limited

ダミー

お積立完了 満期ご契約

死亡保障 実質ご負担額

満
期
保
険
金

お積立額

お積立期間（10年間）

783,600
節税差額節税差額節税差額

1,200,000

(単位：タイバーツ)

契約期間（15年間）

節税対策用生命保険サンプルプラン【10年積立15年満期】

※ご年齢、性別によって内容が異なります。　※金額はあくまでも目安です。詳しくはお問い合わせください。
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PTT自社事業川上（グループ子会社） 川下（グループ子会社）

Tel：＋66(0)92-247-2436
E-mail：kazuki.ikegami@murc.jp（池上）
【事業概要】 タイおよび周辺諸国におけるコンサルティング、リサーチ事業等

MU Research and Consulting（Thailand）Co., Ltd.

・ 2021年に市場参入、2030年には8GWまで拡大
・ 優先対象国：インド、中国、ベトナム、台湾

未来型エネルギーにシフト 新規領域への参入

再生可能エネルギー ライフサイエンス領域

その他開拓すべき領域

・ EVサービスプラットフォーム及びEV生産
・ 2030年まで充電場所200ヵ所確保

電気自動車のVC構築

・ EVバッテリー工場、スマートグリッド、AI

蓄電及びスマートエネルギー
プラットフォーム

・ カーボンニュートラルエネルギー会社への
     シフト

物流　  ｜　モビリティー&ライフスタイル
新素材  ｜　AI・ロボティクス・デジタル

水素エネルギー開発

1．製薬分野
・ タイ初のがん治療剤生産工場設立
・ M&A機会を探索

2．高機能栄養分野
・ 生産技術導入
・ 植物など自然食材にフォーカス

3．医療用機器分野
・ 傷治療のためのバイオセル技術開発
・ 医療用マスク・手袋や防挨マスクなど

（出所）同社Investor Update資料を基にMURC作成

PTTグループの事業拡大戦略　図表１

事
業
か
ら
の
依
存
度
を
下
げ
て
い
く
こ
と
も
狙
い
と
し

て
含
ま
れ
て
い
る
。こ
の
実
現
の
た
め
、21
年
か
ら
30
年

ま
で
の
投
資
の
80
％
は
既
存
事
業
に
、10
％
は
未
来
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
、残
り
の
10
％
は
新
規
領
域
の
開

発
に
配
分
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
中
核
事
業
に
つ
い
て
は
、川
上
の
資
源
開
発
部
門
で

積
極
的
に
海
外
投
資
を
行
い
、特
に
L
N
G
に
お
い
て

は
地
域
ハ
ブ
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

　
直
近
で
も
オ
マ
ー
ン
や
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
油
田
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投
資
す
る
な
ど
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。な
お
、川
下
の
小
売
事
業
で

も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
付
設
カ
フ
ェ
か
ら
始
ま
っ
たC

afé 
A
m
azon

を
ベ
ト
ナ
ム
で
展
開
す
る
な
ど
、海
外
で
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
拡
大
に
注
力
す
る
。

成
長
分
野
で
は
提
携
を
積
極
活
用

　
未
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
関
す
る
取
り
組
み
で

は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
海
外
展
開
、電
気
自

動
車
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開

発
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
事
業
推
進
に
つ
い
て
は
他
社
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
積
極
活
用
す
る
。そ
の一例
と
し
て
今
年
５
月
に
台
湾

の
大
手
電
子
メ
ー
カ
ー
鴻
海
科
技
集
団（Foxconn

）と

電
気
自
動
車
及
び
部
品
生
産
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
に

対
す
る
覚
書
を
交
わ
し
た
。

　
ま
た
、新
規
領
域
へ
の
参
入
に
つ
い
て
は
、ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
分
野
へ
の
参
入
を
図
っ
て
い
る
。そ
の
中
心
に

あ
る
会
社
が
、昨
年
12
月
に
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
事
業

会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
たInnobic (A

sia) Co., Ltd.

で
あ
る
。

　
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
子
会
社
を
中
心
に
製
薬・医
療
機

器・機
能
性
食
品
な
ど
の
展
開
を
進
め
て
い
く
方
針
。

同
社
に
と
っ
て
新
規
分
野
と
な
る
た
め
外
部
と
の
協
業

は
必
須
で
あ
り
、台
湾
の
製
薬
大
手Lotus Pharm

a-

ceutical

社
に
出
資（
株
式
６・6
6
％
、約
５
０
０
０
万

米
ド
ル
）、A
S
E
A
N
市
場
への
攻
略
を
目
標
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。

　
ま
た
今
年
４
月
に
は
P
T
T
の
グ
ル
ー
プ
子
会
社
で

石
油
化
学
事
業
を
手
掛
け
て
い
る
I
R
P
C
と
グ
ル
ー

プ
内
で
合
弁
会
社
を
設
立
、不
織
布
マ
ス
ク
や
医
療
用

消
耗
品
を
生
産・販
売
す
る
。

　
５
月
に
は
、ジ
ャッ
ク
フ
ル
ー
ツ
か
ら
た
ん
ぱ
く
質
を
抽

出
す
る
ベン
チ
ャ
ー
企
業N

R Instant Produce PCL.

に
３
億
バ
ー
ツ
の
投
資
を
発
表
し
、22
年
の
年
末
に
は
稼

働
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、既
存
事
業
で
は
ア
セ
ア
ン
の
ハ
ブ
を
目

指
す
と
と
も
に
、伝
統
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
留
ま

ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
レ
ン
ド
へ
の
積
極
的
な
対
応
や
、今

ま
で
手
掛
け
て
い
な
か
っ
た
新
規
領
域
に
対
し
て
も
内

外
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
挑
戦
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
、今
後

も
タ
イ
最
大
企
業
と
し
て
の
立
ち
位
置
を
盤
石
に
し

て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

時価総額
バ
ー
ツ2兆6,630億

総売上

１兆6,157億バ
ー
ツ

（出所）同社Investor Update資料を基にMURC作成 *2020年12月末時点

天然ガス

貿易

技術・エンジニアリング
石炭

・ 中核企業：PTT EP
・ 世界15ヵ国にて原油・天然ガスの
　 油田開発

液化天然ガス

探査及び生産

・ 中核企業：PTT LNG
・ LNGのバリューチェーン、設備

・ 中核企業：PTT GM（インドネシア）
・ 石炭採掘

・ パイプライン4ヵ所
・ 分離プラント6ヵ所
・ ガス調達及び販売

・ 原油調達
・ 輸出入
・ 中国・シンガポール・UAE・
　 イギリス・米国に海外事務所を構える

・ エンジニアリング及び
    プロジェクト管理
・ 資産管理
・ デジタル技術開発など

オイル・リテール

製油

電力

・ 中核企業：PTT OR
・ 国内1,997ヵ所*のガソリンスタンド運営
・ その他外食チェーンも運営

・ 中核企業：Thai Oil、PTT GC、IRPC
・ 国内最大製油グループで、
     マーケットシェア50%以上

石油化学
・ 中核企業：PTT GC、IRPC
・ 石油化学品（自動車部品やポリマー系
     建材など）をタイ・アセアンに出荷

・ 中核企業：GPSC
・ グループ内発電・送電インフラ展開、
     送電網管理

業種 オイル及び製造業
設立 1978年
オーナー タイ財務省 (51.1%)
従業員数 4,616名 (PTT)
 24,680名 (関連会社)

既
存
事
業
か
ら
の
多
角
化
が
カ
ギ

　
今
年
に
入
っ
て
同
社
は
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン“Pow

e-
ring Life w

ith Future Energy and Beyond”

を

発
表
し
た
。そ
の
骨
子
は
既
存
事
業
を
強
化
し
な
が
ら

も
、エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
未
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー（F

uture 
E
nergy

）事
業
の
開
拓
と
、新
規
領
域（B

eyond 
Energy

）への
参
入
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
結
果
と
し
て
足
元
の
中
核
事
業
で
あ
る
石
油・ガ
ス

　タイをはじめとするアジア各国で絶大な影響力を持つ
財閥系コングロマリット。足元のコロナ禍、東南アジアを
代表する企業の勢力図や経営方針はどのように変化して
いるのか、RCEPを見据えた域内での競争力向上をどの
ように実現させようとしているのかなど、本連載では解説し
ていく。今回は国営の資源最大手PTTを取り上げる。

PTT Public Company Limited2V
OL

池上 一希
Managing Director

MU Research and Consulting (Thailand) Co., Ltd.

金 勲貞
Senior Consultant

キム　フンジョン

変貌を遂げるアジアのコングロマリット
変貌を遂げるアジアの

コングロマリット

日系自動車メーカーでアジア・中国の事
業企画を担当。2007年に当社入社。
大企業向けの欧米、中国、アセアン市
場での事業戦略構築案件を中心に活
動。18年2月より現職。バンコクを拠点
に東南アジアへの日系企業の進出戦
略構築、実行支援、進出後企業の事業
改善等のテーマに取り組む。

韓国で大学卒業後、主に米国系事業
会社にて営業支援、人事、マーケティン
グなどを経験。2006年に渡日、一橋大
学大学院にてMBA取得後、日系大手
事業会社で人事、国際業務、新規事業
企画などを歴任。15年よりタイに移住、
日系企業タイ現地法人にてマーケティ
ング、人事、その他管理全般を経験。18
年に当社入社。

PTT Public Company Limited 企業概要

　PTT Public Company Limited、略してPTTは1978年、タイ国内の石油および石油関連事業運
営を目的に、タイ石油公社（Petroleum Authority of Thailand）としてタイ工業省直轄で設立され
た。以降、民営化の追い風に乗り、2001年、政府が51%以上を保有することを前提としてタイ石油
公社から株式会社へと変更。同年内に登記資本金200億THBでタイ証券取引所に上場した。現
在、タイの財務省が51.1%を保有しており、最大株主となっている。

◆ 基本情報

　20年末時点では、23の子会社及び合弁5社、系列会社6社など30社以上にてグループは構成さ
れており、21年5月末時点のグループ時価総額は2兆6,630億バーツ（約850億USD）と、タイ上場企
業の時価総額全体の15%を占めている。また、Fortune Global 500にランクインしている唯一のタイ
企業でもある。

◆ グループ構成

　中核事業である石油・ガス事業は自社で手掛けつつも周辺事業はグループ会社が担い、広範な
事業分野をカバーしている。川上の探査・採掘などの事業はグループ子会社であるPTT EPやPTT 
LNGなどが中心となって行い、川下であるリテール、最終商品生産、新規事業などはPTT ORや
Thai Oil、PTTGC、IRPCなどの子会社が担っている。

◆ 事業内容

　昨年5月、組織改編により同社に30年間務めてきたAuttapol Rerkpiboon氏が、10代目となる代表
取締役兼会長として任命された。原油価格の下落、新型コロナウイルス蔓延による経済低迷による危
機対応への取り組みについて、本人のリーダーシップや決断力が評価されての任命とされている。

◆ 直近の動き
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あの人のターニング   ポイント
タイをはじめとするアジアで挑 戦を続ける人たちの 姿を紹 介

BLEZ ASIA Co., Ltd.

が「
仕
事
を
あ
げ
る
か
ら
、す
ぐ
に
起
業
し
な

さ
い
」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
す

ぐ
に
起
業
し
ま
し
た
。21
歳
の
時
で
し
た
。

　
そ
の
方
は
ソ
フ
ト
ウ
ェア
を
販
売
す
る
企
業

の
社
長
で
し
た
。出
来
高
制
の
業
務
委
託
契

約
を
結
び
、そ
こ
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
ひ
た
す

ら
ア
ポ
イ
ン
ト
の
電
話
を
か
け
、５
時
以
降
は

客
先
へ
の
資
料
送
付
や
サ
ー
ビ
ス
の
考
案
、プ

ロ
グ
ラ
ム
の
勉
強
に
費
や
し
、夜
中
に
パ
ソ
コ
ン

の
前
で
寝
落
ち
す
る
生
活
が
続
き
ま
し
た
。

　
家
に
は
帰
ら
ず
、会
社
で
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。当
初
は
売
れ
ず
お
金
が
な
か
っ
た
た
め
、

茹
で
た
パ
ス
タ
に
塩
を
掛
け
て
食
べ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。で
も
楽
し
か
っ
た
で
す
し
、絶
対
に

軌
道
に
乗
る
と
思
って
い
ま
し
た
。

タ
イ
に
来
た
理
由
と
は
？

　
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
に
営
業
活
動
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。パッ
ケ
ー
ジ
製
品
を

売
り
た
い
開
発
会
社
と
、お
客
様
に
合
わ
せ
て

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
契
約
を
ど
ん
ど
ん
取
っ
て

く
る
私
達
営
業
会
社
と
の
間
で
方
向
性
の
違

い
が
生
じ
、あ
る
時
を
境
に
営
業
を
中
止
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
時
、自
分
で
商

品
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
商
材
探
し
を
す
る
中
で
タ
イ
に
出
合

い
ま
し
た
。一緒
に
働
い
て
い
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
方

が
海
外
の
E
C
サ
イ
ト
で
買
い
物
を
し
て
い

て
、た
ま
た
ま
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
タ
イ
の

E
C
サ
イ
ト
で
し
た
。自
分
な
ら
絶
対
に
こ

れ
よ
り
良
い
も
の
を
作
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
海
外
の
商
材
に
目
を
向
け
ま
し

た
。当
時
は
ほ
と
ん
ど
お
金
が
な
く
、欧
米
は

諦
め
て
タ
イ
に
来
ま
し
た
。

　
タ
イ
で
E
C
サ
イ
ト
を
作
っ
て
様
々
な
商

品
を
販
売
し
て
み
る
と
、一
番
売
れ
た
の
が
薬

局
に
あ
る
商
品
で
し
た
。当
初
は
薬
局
で
買
い

付
け
て
い
ま
し
た
が
、た
く
さ
ん
買
う
な
ら
卸

売
業
者
か
ら
仕
入
れ
た
方
が
安
く
す
み
ま

す
。た
だ
、そ
れ
に
は
薬
局
の
ラ
イ
セ
ン
ス
が
必

要
で
し
た
。そ
れ
な
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し

て
薬
局
を
開
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
他
店
舗
を
徹
底
的
に
リ
サ
ー
チ

し
、客
単
価
や
人
件
費
、利
益
率
な
ど
を
シ

ミ
ュレ
ー
シ
ョン
し
て
、日
本
人
の
お
客
様
が
来

な
く
て
も
回
る
モ
デ
ル
を
作
り
ま
し
た
。そ
の

上
で
、僕
が
日
本
人
の
お
客
様
を
呼
び
込
み
、

日
本
人
向
け
に
も
商
品
を
売
れ
ば
絶
対
に
う

ま
く
い
く
と
確
信
し
ま
し
た
。日
本
で
親
戚

周
り
を
し
て
１
０
０
０
万
円
ほ
ど
借
金
を
し
、

24
歳
の
時
に
ア
ソ
ー
ク
で一号
店
を
開
業
し
ま

し
た
。

M
B
A
取
得
を
目
指
し
た
理
由
は
？

　
事
業
は
拡
大
し
ま
し
た
が
、行
き
詰
ま
り

も
同
時
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。長
く
タ
イ
に
い

る
と
強
み
が
タ
イ
に
偏
り
ま
す
。で
も
私
は
世

界
を
大
き
く
股
に
か
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
し
た
い

の
で
す
。も
っ
と
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
に
自
分
を

高
め
た
い
と
悩
ん
で
い
た
中
で
、M
B
A
を
取

る
こ
と
は
ひ
と
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
。

　
数
千
億
円
規
模
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
経
営

者
に
な
る
た
め
に
は
、経
営
学
を
も
っ
と
深
く

掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。そ

こ
で
、世
界
ト
ッ
プ
10
の
M
B
A
で
学
ぶ
と
決
め

て
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、働
き
な
が
ら
通
え
る
の

が
シ
カ
ゴ
大
学
で
し
た
。タ
イ
の
大
学
生
や
高

校
生
に
交
じ
って
英
語
試
験
の
対
策
講
座
に
通

い
、合
格
す
る
ま
で
に
２
年
掛
か
り
ま
し
た
。

　
今
は
、エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
M
B
A
と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
毎
月
１
週
間
程
集
中
し
て
授
業
を
受

け
て
い
ま
す
。本
来
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
シ
カ

ゴ
や
香
港
、ロ
ン
ド
ン
で
授
業
が
あ
り
ま
す
が
、コ

ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
なって
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
に
影
響
は
？

　
も
し
か
し
た
ら
会
社
を
潰
さ
な
い
と
い
け

な
い
、と
感
じ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。特
に

去
年
の
４
月
と
5
月
。前
月
ま
で
良
か
っ
た
の

に
突
然
売
上
が
落
ち
る
と
、固
定
費
は
す
ぐ

に
削
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
な
ら
何
を
削
れ
ば
よ
い

の
か
、い
つ
売
上
が
戻
る
の
か
も
分
か
ら
な
い

状
況
で
し
た
。人
生
で
あ
れ
ほ
ど
赤
字
を
出

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
経
営
論
に
あ
る
よ
う
な
リ
ス
ク
分
散
な
ど

は
す
べ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
の
努

力
が
間
違
っ
て
い
た
と
は
全
く
思
い
ま
せ
ん

が
、僕
の
経
営
人
生
に
と
っ
て
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。あ
ん
な
思
い
は
二
度
と

し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
力
を
入
れ
ま

す
。日
本
語
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト
の
新
規
立
ち
上
げ
、そ
れ
を
加
速
さ
せ
る

た
め
の
自
社
商
品
開
発
な
ど
を
進
め
ま
す
。

W
e
b
を
活
用
し
た
漢
方
グ
ル
ー
プ
フ
ァ
ス

テ
ィ
ン
グ（
断
食
）や
日
本
の
精
神
科
医
療
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
も
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
先
は
、他
国
で
の
事
業
展
開
で
す
。国

が
増
え
れ
ば
貿
易
事
業
で
も
、よ
り
レ
バ
レ
ッ

ジ
が
効
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。最
終
的
に
は
、

世
界
一の
経
営
者
に
な
る
こ
と
が
夢
で
す
。

Vol.8
起
業
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
大
学
時
代
に
就
職
活
動
を
通
し
て
多
く
の
企
業
の
社
長

と
接
す
る
中
で
、「
こ
の
人
み
た
い
に
な
り
た
い
」「
こ
ん
な
風

に
働
き
た
い
」と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
母
子
家
庭
で
育
っ
た
た
め
、会
社
で
働
く
こ
と
に
良

く
も
悪
く
も
先
入
観
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。会
社
説
明

会
な
ど
で
親
し
く
な
っ
た
社
長
の
方
た
ち
に「
自
分
で
も
会

社
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
」と
話
を
し
て
い
た
ら
、あ
る
社
長

飯
田 

直
樹

Naoki
Iida

1988年生まれ、神奈川県出身。法政大
学経済学部卒業。在学中に東京で起
業し、タイで2012年にブレズ薬局を創
業。現在は薬局事業（15店舗）に加え、
内科総合診療・脱毛サロンなどのクリ
ニック事業、ヘルスケア関連商品など
の輸出入を行う貿易事業を手掛ける。
シカゴ大学ブーススクールオブビジネ
ス（MBA）に在学中。

CEO

URL：https://blez-web.com/

自らも実践する漢方グループファスティングの初日とのことで、断
食期間中でも飲めるオリジナル漢方ドリンクを飲みながら取材

２1歳の時、
大学在学中に日本で起業
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400ライ
総開発面積

小規模から大規模まで
ニーズに合わせ調整可能
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Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

本物件に関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績
・東プレ 様
・アイシンアジアパシフィック 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・アマダ 様

・コマツ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様
・不二越 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。

96万㎡
以上の
売買実績

96万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

96万㎡
以上の
売買実績

96万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

供給が少なかったマプタプット工業
団地エリアに、待望の新規開発地が
誕生しました。
タイの重要な工業地域であるラヨー
ン県はEECの発展と共に今後さらに
飛躍するエリアだと予想されます。小
規模のレンタル倉庫・工場でもご活用
いただけます。長期リースも可能です。
（5,000㎡以下レンタルも個別分割相談可能）

工業用地として使用可

マプタプット工業団地に近接する好立地

30m幅道路沿いで
大型トレーラー輸送もスムーズ

1

2

3

パタヤパタヤ

マプタプット工業団地マプタプット工業団地

パデーン工業団地パデーン工業団地
WHAイースタン工業団地（マプタプット）WHAイースタン工業団地（マプタプット）
アジア工業団地マプタプットアジア工業団地マプタプット

レンタル倉庫・工場レンタル倉庫・工場

新規開発地新規開発地
レンタル倉庫・工場レンタル倉庫・工場

ウタパオ
国際空港
ウタパオ
国際空港

EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア
EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア

EEC主要各エリアへも
アクセス良好

EEC主要各エリアへも
アクセス良好

2021年開業 総開発面積400ライNEW

Land Information

マプタプット
工業団地
マプタプット
工業団地

WHA
イースタン
工業団地

（マプタプット）

WHA
イースタン
工業団地

（マプタプット）

マプタプット深海港マプタプット深海港

Check Point

レムチャバン港

マプタプット深海港

マプタプット港から１５分

レンタル倉庫/工場
至
近マプタプット港

レンタル倉庫/工場
至
近マプタプット港

供給が少なかったマプタプットエリアについに新規開発地誕生！

マプタプット工業団地 ４㎞

　30㎞

　7㎞

アマタシティラヨーン

マプタプット深海港

NEWSの詳細はウェブサイト（www.arayz.com）でチェック！！
このほかの『ASEAN最新ニュース』も随時配信中！！

　JR貨物は９月８日、バンコク駐在員事務所の業務開始を発表した。同２
日付でタイ政府より駐在員事務所の承認を取得した。貨物鉄道事業参入に
向けた情報収集やタイ、ASEANなどの案件への対応を業務とする。同社に
とって初の海外拠点となる。
　2015年以降、日本で培った貨物鉄道輸送オペレーションおよびメンテナ
ンスを活用し、タイの貨物鉄道輸送サービス改善に向け、タイ政府機関等
への支援を実施するとともに貨物鉄道輸送事業への参入を検討してきた。

JR貨物の駐在員事務所が業務開始
貨物鉄道事業参入に向け情報収集

　化学メーカーの日本ゼオンは８月からタイでアクリルゴムの商業生産を
開始した。アクリルゴムは耐熱性・耐油性に優れ、内燃機関搭載車のシー
ルやガスケット、ホースなどの素材として使用されている。アジア地域を中
心に今後も需要増が見込まれている。
　タイ拠点のゼオンケミカルアジアは2018年にラヨーン県に設立された。ゼオ
ングループでは日本の川崎・倉敷、アメリカの３拠点でアクリルゴムの生産を
行っていたが、タイ工場の稼働で世界４拠点、総生産量は年22,000トンとなる。

タイでアクリルゴムの生産開始
日本ゼオン、世界４拠点体制に

　三菱UFJフィナンシャル・グループ傘下のアユタヤ銀行はベトナムの商業銀行
サイゴンハノイバンクの子会社、SHバンクファイナンスの全株式取得を決定し
た。サイゴンハノイバンクからSHバンクファイナンスの株式50％を取得し、３ 
年後を目途に全株式を取得する予定。
　SHバンクファイナンスは、個人向けの無担保ローンを取り扱う消費者金融
会社。ベトナム国内で約30万人の顧客に無担保ローンを提供し、業界上位10
社に入る。アユタヤ銀行は今回の株式取得を通してベトナムに進出する。

アユタヤ銀行がベトナムに進出
現地の消費者金融会社を買収

　総合ディスカウントストア、ドン・キホーテを傘下に抱えるパンパシフィッ
クインターナショナルホールディングスが展開するドンドンドンキのタイ３
号店が10月１日にオープンした。
　バンコク東部に位置する大型商業施設シーコンスクエアの地下１階に
開業した。売場面積は2,147㎡。調理が簡単な日本食のミールキットや手
巻き寿司セットなどを、タイのドンドンドンキにおいて初めて本格的に取り
揃えた。近隣では新都市鉄道イエローラインの建設が進んでいる。

ドン・キホーテ、タイ３号店がオープン
大型商業施設シーコンスクエア内

ビジネス・経済情報なら

ビジネスパーソンへ向けた広告ならArayZへ！

過去バックナンバーもウェブでお読みいただけます！ �������������

定期購読
募集中！

毎号確実にArayZを読みたい！ 無料にてオフィスやご自宅に郵送いたし
ます。gdm-info@gdm-asia.com宛に件名を「定期購読希望」とし、お
名前、住所、郵便番号、建物名、電話番号を明記の上、ご連絡ください。

�������������������������������
�����
�
��	����
���������������������������
�
��	����

無料

広告しませんか？
日系企業　  　 　 社に向け4,700

どうなる？ タイの観光業

2022年の企業経営に向けて

2021年11月

未来予想2021年12月

2022年1月

今後の特集予定（※特集タイトル、内容は急遽変更になる場合がございます。）

チュラロンコン大学サシン経営大学院日本センター所長 藤岡氏 寄稿

～タイで将来起こること～
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世界のESG投資額図表２ 運用資産総額に占めるESG投資の割合図表３

　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（Sustainable D

evelop-
m
ent Goals

）は
２
０
１
５
年
に
ニュ
ー
ヨ
ー

ク
の
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
た
国
連
総
会

に
お
い
て
、加
盟
国
の
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
た「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３

０
ア
ジェン
ダ
」に
記
載
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
し
、

30
年
を
達
成
年
限
と
し
て
17
の
ゴ
ー
ル
と
１

６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、地
球

上
の「
誰
一人
取
り
残
さ
な
い（leave no one 

behind

）」こ
と
を
誓って
い
る（
図
表
１
）。

　
主
に
開
発
途
上
国
向
け
だ
っ
た
前
身
の

Ｍ
Ｄ
Ｇｓ（M

illennium
 D
evelopm

ent 
G
oals

、ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）と
比
べ
る

と
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
教
育
や
貧
困
な
ど
の
社
会

問
題
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の
有
効
活

用
、働
き
方
改
革
と
いっ
た
経
済
問
題
、海

洋
資
源
や
気
候
変
動
な
ど
の
環
境
問
題
ま

で
幅
広
く
ゴ
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
行
動
対
象
も
各
国
政
府
だ
け
で
は
な

く
、地
方
公
共
団
体
や
企
業
ま
で
が
取
り

組
み
を
求
め
ら
れ
、今
や
世
界
中
の
企
業
が

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
経
営
の
中
に
取
り
込
も
う
と
力

を
注
い
で
い
る
。そ
の
流
れ
は
着
実
に
強
く

な
って
い
る
。

パ
リ
協
定
で
加
速
し
た
脱
炭
素
の
動
き

　
折
し
も
、１
９
９
７
年
の
京
都
議
定
書
に

次
ぐ
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
等
の
た
め

の
国
際
枠
組
み「
パ
リ
協
定
」の
本
格
運
用

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

2020年2018年2016年

ヨーロッパ

アメリカ

カナダ

オーストララシア

日本

が
20
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
同
協
定
は
、15
年
に
国
連
気
候
変
動
枠

組
条
約
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）で
採
択

さ
れ
、世
界
共
通
の
長
期
目
標
と
し
て
世

界
の
平
均
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
以
前
に

比
べ
て
2
℃
よ
り
十
分
低
く
保
つ
こ
と

（
2
℃
目
標
）、1・5
℃
に
抑
え
る
努
力
を

追
求
す
る
こ
と（
1・5
℃
目
標
）な
ど
を
目

指
し
て
い
る
。

　
途
上
国
を
含
む
全
て
の
参
加
国
と
地

域
に
20
年
以
降
の「
温
室
効
果
ガ
ス
削
減・

抑
制
目
標
」を
定
め
る
よ
う
求
め
て
お

り
、日
本
で
は
中
期
目
標
と
し
て
30
年
度

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
13
年
度
の
水

準
か
ら
26
％
削
減
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。20
年
10
月
に
は
菅
義
偉
首
相
が

所
信
表
明
演
説
で
50
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ

を
目
指
す
と
い
う
、よ
り
一
層
踏
み
込
ん
だ

目
標
を
掲
げ
た
。タ
イ
も
30
年
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
20
〜
25
％
削
減

す
る
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。

　
政
府
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、産
業
界
で
も

脱
炭
素
に
向
け
た
動
き
が
本
格
化
し
て
い

る
。企
業
に
対
し
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
目
標
を
立
て

る
こ
と
を
求
め
る
S
B
T
i（Science 

Based T
argets initiative

、科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
目
標
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
）が
15
年

に
発
足
。幅
広
い
産
業
か
ら
企
業
が
賛
同

し
、21
年
９
月
時
点
で
９
０
０
社
近
い
企
業

が
目
標
を
承
認
さ
れ
て
い
る
。

世
界
で
拡
大
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

　
環
境（E

nvironm
ent

）、社
会（So-

cial

）、企
業
統
治（Governance

）の
３
つ

の
観
点
か
ら
企
業
の
将
来
性
、持
続
可
能

性
な
ど
を
判
断
し
て
投
資
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資
も
年
々
拡
大
し
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
視
点
を
組
み
入
れ
る
こ
と
な
ど

を
原
則
と
し
て
掲
げ
、06
年
に
提
唱
さ
れ
た

国
連
責
任
投
資
原
則（
P
R
I
）に
は
既
に

３
０
０
０
を
超
え
る
年
金
基
金
や
機
関
投

資
家
が
署
名
し
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
最
大
の
公
的
年
金
基
金
で
あ
る

カ
ル
パ
ー
ス
は
06
年
に
P
R
I
に
署
名
、12
年

に
は
す
べ
て
の
投
資
判
断
に
E
S
G
を
組
み

込
む
投
資
原
則
を
採
用
し
た
。日
本
の
年
金

積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人（
Ｇ
Ｐ
Ｉ

Ｆ
）も
15
年
に
署
名
し
、狭
義
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

と
も
言
え
る
E
S
G
指
数
に
基
づ
く
運
用

資
産
額
は
約
10・６
兆
円
に
の
ぼ
る
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
の
中
で
、世
界
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
が
か
つ
て
な
く
高

ま
り
、様
々
な
レ
ベ
ル
で
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
取
り
組
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
も
は
や
企
業
と
し
て
無
関
心
で
い
る
こ
と

は
、社
会
的
な
信
用
や
イ
メ
ー
ジ
へ
の
影
響

だ
け
で
な
く
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
な
ど
を
重
視
す
る

顧
客
の
方
針
に
よ
り
既
存
ビ
ジ
ネ
ス
の
損

失
な
ど
も
起
こ
り
か
ね
な
い
。

　
企
業
は
ど
の
よ
う
に
向
き
合
え
ば
よ
い
の

か
。次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
デ
ロ
イ
ト
が
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
経
営
に
つい
て
解
説
す
る
。

S
D
G
ｓ
の
う
ね
り

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
進
む
世
界

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

2016年 2018年 2020年

ヨーロッパ アメリカ カナダ オーストララシア 日本

22,839

（単位：１０億米ドル）

30,683

35,301

出所： Global Sustainable Investment Review 出所： Global Sustainable Investment Review

出所： 外務省国際協力局資料より

　
世
界
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。S
D
G
ｓ（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）を
は
じ
め
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
ティ（
持

続
可
能
性
）に
大
き
な
関
心
が
集
ま
り
、企
業
活
動
に
も
影
響

を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
。こ
の
う
ね
り
は
企
業
に
と
っ
て

チ
ャ
ン
ス
に
な
り
得
る
な
の
か
、そ
れ
と
も
リ
ス
ク
な
の
か
。

　
今
回
は
デ
ロ
イ
ト
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
に
つ
い
て
解

説
す
る
ほ
か
、素
材
・
太
陽
光
発
電
・
包
装
資
材
業
界
に
お
け

る
動
向
、中
小
企
業
に
よ
る
S
D
G
ｓ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
。う
ね
り
の
一
端
を
追
っ
た
。

出所： 外務省国際協力局資料より

図表1

SDGsのうねり 
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サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
ティ
経
営
と
そ
の
背
景

　
２
０
１
５
年
に
国
連
本
部
が
採
択
し
た
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
と
気
候
変
動
に
関
す
る
パ
リ
協
定
。こ

れ
ら
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
イ
シ
ュ
ー
を
巡
る

国
際
的
な
議
論
が
、日
本
企
業
に
と
っ
て
の

「
社
会
貢
献
」を「
経
営
課
題
」へ
と
押
し
上

げ
る
大
き
な
う
ね
り
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
日
本
企
業
に
よ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

取
組
み
は
、利
益
を
目
的
と
し
な
い
社
会
貢

献
活
動
に
と
ど
ま
る
ケ
ー
ス
も
多
かっ
た
。そ

れ
自
体
に
社
会
的
意
義
は
あ
る
も
の
の
、事

業
目
的
と
の
繋
が
り
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と

か
ら「
コ
ス
ト
」と
位
置
付
け
ら
れ
、経
営
戦

略
上
の
重
要
課
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
づ
ら

く
、こ
の
分
野
に
お
い
て
日
本
企
業
が
立
ち

遅
れ
て
き
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。

　一方
、欧
米
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
お
い
て
は

本
採
択
の
10
年
以
上
前
か
ら
、Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

を
推
進
す
る
国
連
責
任
投
資
原
則（
Ｐ
Ｒ

Ｉ
）も
背
景
に
、環
境
や
地
域
社
会
と
共
存

し
た
上
で
企
業
を
存
続
さ
せ
利
益
を
拡
大

し
て
い
く「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
」が
実

践
さ
れ
て
き
た
。

　
よ
り
具
体
的
に
は
、08
年
の
リ
ー
マン
シ
ョッ

ク
を
契
機
と
し
て「
利
益
を
も
た
ら
さ
な
いコ

ス
ト
」と
み
な
し
て
削
減
を
続
け
て
き
た
日

本
企
業
と
、「
持
続
可
能
性
や
長
期
思
考
に

基
づ
き
社
会
的
信
頼
回
復
の
た
め
に
」投
資

を
続
け
て
き
た
欧
米
企
業
と
の
間
に
大
き

な
差
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
点
は
、昨
年
デ
ロ
イ
ト
が
実
施
し
た

「
第
四
次
産
業
革
命
に
お
け
る
世
界
の
経
営

者
の
意
識
調
査（
20
年
度
版
）」に
お
い
て
も

顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、本
稿
に
お
い
て

も
紹
介
し
た
い（
左
頁
）。

変
革
が
求
め
ら
れ
る
日
本
企
業

　
社
会
課
題
解
決
を
通
じ
て
経
済
活
動
の

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
解
消
す
る
と
い
う
、ニュ
ー

ノ
ー
マ
ル
の
成
長
像
を
示
す
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
経
営
は
日
本
企
業
に
と
って
事
業
根
幹

の
変
革
を
迫
る
も
の
で
あ
り
、コ
ア
事
業
の

パ
ー
パ
ス（
目
的
）の
定
義
、さ
ら
に
は
社
会
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
事
業
価
値
を
見
定
め
る

上
で
も
有
用
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
ま
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
に
は
株
主
、

投
資
家
の
み
な
ら
ず
、顧
客
、政
府
組
織
、

N
G
O
、地
域
社
会
な
ど
多
様
な
セ
ク
タ
ー

が
深
く
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、同
イ

シ
ュ
ー
を
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
関
係
構
築
を
手
助
け
す
る「
共
通
言
語
」

と
し
て
活
用
す
る
考
え
方
が
必
要
と
な
る
。

　
世
界
的
な
C
O
V
I
D-

19
感
染
拡
大

に
よ
る
危
機
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
革
新
、気
候

変
動
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
な
ど
、事

業
環
境
の
不
確
実
性
に
直
面
す
る
中
、社
会

課
題
解
決
を
収
益
創
出
の
機
会
と
い
う
観

点
か
ら
経
済
価
値
と
繋
げ
て
捉
え
る
戦
略

的
発
想
を
組
織
全
体
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ

と
こ
そ
が
、日
本
企
業
に
お
け
る
喫
緊
の
課

題
と
なって
い
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
事
業
や
製
品
の
選

別
、サ
プ
ラ
イ
チェー
ン
の
見
直
し
、新
規
投
資

及
び
撤
退
等
の
全
社
的
な
検
討
に
加
え
、地

域
固
有
の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
を
考
慮
し
た
中
長

期
的
な
観
点
か
ら「
リ
ス
ク
」と「
機
会
」の

見
直
し
に
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

社
会
課
題
の
解
決
に
よ
っ
て

収
益
を
創
出
す
る
発
想
が
必
要

第四次産業革命における世界の経営者の意識調査（20年度版）

第四次産業革命から得られる望ましい成果（上位5つの割合）図表1 第四次産業革命に関する戦略策定状況（１つ選択）図表4

最も注力・対応している社会課題（当てはまるもの全てを選択）図表2

社会課題解決の取組みに注力する理由(上位2つを選択）図表3
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業界のディスラプション

ビジネスモデル変革 　第四次産業革命への投資から望む成果について上位5つの回答を集計
したところ、「収益拡大」「生産性・効率性向上」「顧客との関係強化」「社内
／業務コスト削減」「リスク管理向上」といった項目を挙げた経営者の割合
が高く、特に日本の経営者は、これらの項目について高い期待を抱いてい
ることが示されました（図表１）。
　世界全体では、約6割の経営者の回答が「ポジティブな社会影響力増
大」に集まっており、第四次産業革命を通じて経済価値と社会価値の創出
を同時に追求する傾向が高まっていることが示唆されましたが、日本では
同項目に回答した経営者は約4割にとどまりました。

世界の経営者は第四次産業革命を通じて
経済価値と社会価値の創出を同時に追求する傾向に

　自社が最も注力する、または対応している社会課題として「気候変動／
環境持続性」（日本：84%、世界：54%）、「資源不足」（日本82%、世界：61%）
が上位となりました（図表2）。
　また、社会課題解決の取組みに注力する理由として、世界の経営者は
「収益の創出」（42％）を最も多く挙げる一方で、日本は1％と低く、社会課
題を収益創出の事業機会と捉える戦略視点の弱さが浮き彫りになりまし
た（図表3）。
　社会課題解決の取組みに注力する理由に関しては、世界全体では自社
の収益創出を筆頭に、外部ステークホルダーや従業員等への対応、規制
順守、企業としてのレピュテーションの向上、事業戦略／文化の一部など
の項目が挙げられました。世界の経営者が社会課題解決を経営戦略の一
環として取り組みながら、様々な関係者を対象に推進していることが示され
ました。
　日本の経営者は社会課題解決への取組みの理由として「外部ステーク
ホルダーの優先事項」「従業員との関係強化／新規採用」に回答が集中
し、直接的な利害関係者からの要請や期待への対応に重きを置いている
ことが明らかになりました。また、世界平均に比べて、社会課題解決の取組
みをまだ実施していないことも示されました。

日本企業は社会課題を事業機会と捉える戦略視点が弱く、
依然リスク・CSR対応の観点が主流

　第四次産業革命によってもたらされる機会を積極的に活用する準備に
ついて、「大変自信がある」と回答した世界の経営者は34%と昨年同様で
あり、横ばいとなりました。日本の経営者については一昨年の3%から昨年
は38％へと大きく上昇しましたが、今回は26％と減少に転じました。
　また、第四次産業革命に関する戦略策定状況について尋ねたところ、日
本の経営者の回答は「必要に応じた特定分野・目的ごとの戦略がある」と
「正式な戦略はない」で占められ、ビジネス全体を視野に入れたより包括
的・統合的な戦略策定への注力傾向を増しつつある世界全体の動きとの
差が表れる結果になりました（図表4）。

今後を見据え、目的・分野毎の短期戦略から
長期的な統合戦略への経営戦略の転換が急務

日本

グローバル

８６％ １４％

２１％47％23％10％

日本 グローバル

日本 グローバル

日本 グローバル

包括的、総合的な戦略がある
より幅広い全組織的な戦略の策定に着手
必要に応じた特定分野・目的ごとの戦略がある
正式な戦略はない

畠山 多聞
 2006年入社後、会計監査、J-SOX及びIFRS導入支援の他、アジア拠点の
ガバナンス強化に関するアドバイザリーに従事。12年より経済産業省に
出向し、国際基準対応やガバナンス政策立案に関与。17年よりインド・デ
リー事務所、21年よりタイ・バンコク事務所において日系企業サービスグ
ループ・リスクアドバイザリー責任者として駐在。日系企業向けにガバナ
ンス、業務・統制改善、情報セキュリティ等の経営管理体制に関する支援
を行う。

Tamon Hatakeyama

日系企業サービスグループ
リスクアドバイザリー　公認会計士 杉本 健太郎

1998年監査法人トーマツ（現 有限責任監査法人トーマツ）入所後、グ
ローバル展開する製造業、製薬業を中心に、小売業、商社、金融業など
幅広い業種の監査業務に従事するとともに、各国のデロイト監査チー
ムとの連携を多く経験。IFRS導入、内部統制構築などのアドバイザ
リー業務に従事したほか、2021年タイ駐在後は日系企業に対する会
計監査/税務/コンサルティングサービス等のコーディネーション業務
に従事している。

デロイトが気候変動に関する最新レポート「Southeast Asia’s turning 
point」を発行。2050年までに地球の平均気温上昇を1.5℃より低く保
つ目標が達成されると、SEAにおいて2070年までに約12.5兆USドル
（現在価値）の経済効果を生むと試算。

Kentaro Sugimoto

日系企業サービスグループ
リーダー　公認会計士

１

出所：デロイト「第四次産業革命における世界の経営者の意識調査（2020年版）」より　https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/about-deloitte/articles/news-releases/nr20200121.html

気候変動に
関する最新レポート
Southeast Asia’s
turning point

Deloitte Thailand Deloitte Thailand

Deloitteが考える
今、求められるサステナビリティ経営

Deloitte Thailand

SDGsのうねり - 今、求められるサステナビリティ経営 

14



タ
イ
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
ティ
動
向

　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
巡
る
国
際
動
向
も
踏
ま
え

て
、タ
イ
政
府
に
お
い
て
も
B
C
G

（Bio-Circular-Green

）エコ
ノ
ミ
ー
モ
デ
ル

に
基
づ
く
経
済
政
策
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
策
定
さ
れ
た「2021-2026 B

C
G
 

Strategic Plan

」は
、主
に
図
表
５
の
４
つ

の
戦
略（
要
旨
）か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、タ

イ
が「
中
進
国
の
罠
」を
脱
却
し
、国
民（
特

に
農
業
セ
ク
タ
ー
に
従
事
）の
所
得
を
創
出

す
る
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
気
候
変
動
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

2
0
2
0
年
下
半
期
に
日
本
を
含
め
た
世

界
各
国
が
そ
の
対
応
方
針
を
宣
言
す
る

中
、タ
イ
に
お
い
て
も
、21
年
11
月
に
英
国
に

て
開
催
さ
れ
る
第
26
回
国
連
気
候
変
動
枠

組
条
約
締
結
国
会
議（
C
O
P
26
）に
向
け

て
、政
府
及
び
民
間
と
も
に
対
応
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
21
年
8
月
に
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
評

議
会
は
、「
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
枠
組
み
」

を
採
択
し
、70
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
を

目
指
す
方
針
を
公
表
し
た
。

　
当
該
枠
組
み
に
お
い
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
、再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
比
率
及
び
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
性
に一定
の
目
標
比
率
を
設
定

す
る
と
と
も
に
、脱
炭
素・デ
ジ
タ
ル
化・分

実
践
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ

　
グ
ロ
ー
バ
ル
先
進
企
業
は
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
イ
シ
ュ
ー
を
経
営
戦
略
上
の
重
要
課
題

と
捉
え
、根
本
的
な
意
識
改
革
を
含
め
た
経

営
変
革
を
進
め
て
い
る
。中
長
期
的
な
観
点

か
ら「
リ
ス
ク
」と「
機
会
」を
把
握
し
、サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
を
実
践
に
移
す
た
め
に

は
次
の
３
点
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

① 

社
会
課
題
に
優
先
順
位
を
つ
け
て

　 

経
営
戦
略
へ
落
と
し
込
む

　
社
会
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
は
、立
ち

遅
れ
れ
ば
大
き
な
脅
威
に
な
る
。一方
、先
行

で
き
れ
ば
市
場
で
競
争
優
位
を
構
築
す
る

機
会
に
な
り
得
る
。経
営
戦
略
に
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
統
合
す
る
た
め
、ま
ず
は
重
要

課
題
と
し
て
自
社
が
解
決
に
貢
献
で
き
る
社

会
課
題
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
戦
略
統
合
に
際
し
て
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
で
の

大
き
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
市
場
で
競
争
力
を

発
揮
す
る
レ
バ
ー
が「
機
能・品
質・価
格
」な

ど
の
商
品・サ
ー
ビ
ス
特
性
か
ら
、「
大
義
力
」

「
ル
ー
ル
形
成
力
」に
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
点

に
留
意
す
べ
き
で
あ
り
、先
行
す
る
欧
米
企

業
が
こ
れ
ら
の
ト
レ
ン
ド
を
機
会
と
捉
え
て

着
々
と
新
た
な
ゲ
ー
ム
チ
ェン
ジ
を
進
め
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

② 

業
務
オ
ペレ
ー
シ
ョン
レ
ベル
で
変
革

　
戦
略
的
施
策
が
失
敗
に
至
る
多
く
の
ケ
ー

ス
は
、組
織
の
末
端
ま
で「
明
確
な
方
向
性
が

見
え
て
い
な
い
」あ
る
い
は「
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
戦
略
達
成
に
本
腰
が
入
って
い
な
い
」

と
受
け
止
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。

　
社
会
課
題
の
中
か
ら
自
社
に
と
って
重
要

な
課
題（
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）を
特
定
し
た
上

で
、経
営
ビ
ジ
ョン
、中
期
経
営
計
画
、事
業
戦

略
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン・新
規
事
業
戦
略
、コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
、研
究
開
発
戦
略
や

調
達
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
戦
略
等
と
各

K
P
I
を
設
定
し
、各
事
業・機
能
の
業
務

オ
ペ
レ
ー
シ
ョン
の
レ
ベル
ま
で
落
と
し
込
む
た

め
の
変
革
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、同
責
任
を
果
た
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組

織
全
体
に
広
げ
る
た
め
に
は
取
締
役
会
の

下
、適
切
な
役
割・責
任・権
限
を
付
与
し
た

担
当
部
署
を
設
置
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、先
行
す
る
欧
米
企
業
で
は
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
を
取
締
役
会
の
役
割
や
幹
部
報
酬
に

組
み
込
む
事
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

 

　

③ 

投
資
家・ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

　 

関
係
構
築

　
E
S
G
格
付
の
み
の
追
求
は
避
け
る
必
要

が
あ
る
が
、株
主
、投
資
家
と
の「
エン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
」は
引
き
続
き
重
要
で
あ
る
。

　
R
&
D
活
動
を
重
視
す
る
企
業
が

E
S
G
課
題
を
戦
略
に
組
み
込
み
、そ
の
成

果
報
告
を
約
束
す
る
こ
と
で
長
期
保
有
を

前
提
と
し
た
株
主
構
成
へ
と
顔
ぶ
れ
を
変
化

さ
せ
た
取
組
み
は
大
変
に
興
味
深
い
。

　
ま
た
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
イ
シュー
を一社

単
独
で
推
進
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、取

引
先・政
府
組
織・N
G
O
等
と
協
働
す
る
こ

と
で「
エコ
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
す
る
こ
と
も
重

要
と
な
る
。

　
例
え
ば
、環
境
負
荷
の
高
い
原
料
を
取
り

扱
う
セ
ク
タ
ー
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
を
問
題

視
す
る
行
政・N
G
O
等
と
協
調
し
て
調
達

ル
ー
ル
形
成
を
主
導
し
つつ
、自
社
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
も
い
ち
早
く
連
携
し
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
調
達
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
で
課
題
解

決
と
競
争
優
位
性
の
構
築
の
両
立
を
実
現

し
て
い
る
現
実
を
直
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
加
え
て
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
人
権
デ
ュー
デ
リ

ジ
ェン
ス
に
関
す
る
知
識
不
足
や
対
応
の
遅

れ
に
起
因
し
て
、日
系
企
業
が
現
地
ビ
ジ
ネ

ス
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
と
いっ
た
リ
ス
ク
が
あ

る
こ
と
に
も
十
分
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

タ
イ
で
も
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
ティ

推
進
施
策
が
増
え
る
可
能
性

経
営
戦
略
か
ら
現
場
レ
ベル
ま
で

落
と
し
込
む
必
要
性

① 保全と利用のバランスをとることでの生物資源の持続可能性の促進

② 資源、資本、創造性、技術、生物及び文化的多様性を活用した製品・サー
ビス価値の創出、コミュニティがバリューチェーンを高めることでの地域
経済強化

③ Green Manufacturingにフォーカスした知識、技術及びイノベーションに
よる、タイBCGインダストリーにおける持続可能な競争力の強化・促進

④ グローバルな変化に対する回復力（Resilience）の構築

散
化
・
規
制
緩
和
・
電
動
化
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
の
再
構
築
な
ど
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
今
後
、パ
ブ
リ
ッ
ク
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
経

て
、そ
の
骨
子
は
21
年
10
月
に
か
け
て
公
表

さ
れ
、22
年
ま
で
に
新
た
な
国
家
エ
ネ
ル

ギ
ー
計
画
を
策
定
す
る
見
通
し
で
あ
る

（
21
年
８
月
12
日
付
け
、J
E
T
R
O
ビ
ジ

ネ
ス
短
信
を
参
考
）。ま
た
、21
年
８
月
に

は
、「Race to Zero

」キ
ャ
ンペ
ー
ン
に
関
す

る
W
E
B
の
イ
ベン
ト
が
タ
イ
で
開
か
れ
、タ

イ
の
民
間
セ
ク
タ
ー
が
参
加
し
た
。

　
さ
ら
に
21
年
９
月
に
は
、タ
イ
投
資
委
員

会（
B
O
I
）が
企
業
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
削
減
を
奨
励
す
る
恩
典
を
承
認
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
は
、温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
削
減
を
目
的
と
し
た
機
械
設
備
更
新

への
投
資
に
３
年
間
の
法
人
所
得
税
免
除
の

付
与
、C
C
U
S（Carbon Capture U

ti-
lization and Storage

）技
術
を
導
入
し
た

石
油
化
学
製
品
の
製
造
設
備
に
８
年
間
の

法
人
所
得
税
免
除
の
付
与
が
あ
る
。

　
今
後
も
、タ
イ
政
府
に
よ
る
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
推
進
施
策
の
継
続
的
な
公
表・展
開

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、そ
の
動
向
に
注
視
す

る
必
要
が
あ
る
。

今
後
も
進
む
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
ティ
対
応

　
同
時
に
国
内
法
整
備
に
向
け
た
動
き
と

し
て
、気
候
変
動
へ
の
対
応
及
び
持
続
的
開

発
を
促
進
す
べ
く〝C

lim
ate C

hange 
A
ct

〞の
制
定
準
備
も
進
ん
で
お
り
、天
然
資

源
環
境
政
策
・
計
画
局（
O
N
E
P
）が
現

在
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
進
め
て
い
る
。

　
同
法
案
に
は「
企
業
が
温
室
効
果
ガ
ス
に

関
す
る
デ
ー
タ
準
備
及
び
提
出
義
務

（Section 27

）」や「
正
当
な
理
由
な
く
未

提
出
の
場
合
に
は
罰
金（Section 48

）」が

規
定
さ
れ
て
お
り
、今
後
は
タ
イ
現
地
法
人

に
お
い
て
も
気
候
変
動
を
は
じ
め
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
に
関
連
す
る
規
制
対
応
や
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
要
請
が
増
え
て
く
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

　
な
お
、日
本
の
上
場
会
社
に
適
用
さ
れ
る

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
の
改
訂

（
21
年
6
月
）に
お
い
て
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

を
巡
る
課
題
へ
の
対
応
は
、リ
ス
ク
の
減
少

の
み
な
ら
ず
収
益
機
会
に
も
つ
な
が
る
重

要
な
経
営
課
題
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
加
え
、22
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
す

る
プ
ラ
イ
ム
市
場（
旧
東
証
一部
相
当
）上
場

会
社
に
は
、気
候
変
動
に
係
る
リ
ス
ク
及
び

収
益
機
会
が
自
社
の
事
業
活
動
や
収
益
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、気
候
関
連
財
務
情

報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
）ま
た

は
そ
れ
と
同
等
の
枠
組
み
に
基
づ
く
開
示

の
質
と
量
の
充
実
を
進
め
る
べ
き
と
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、日
本
の
上
場
会
社
は

グ
ル
ー
プ
子
会
社
を
含
め
て
対
応
を
推
進

し
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　
タ
イ
現
地
法
人
は
、上
述
の
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
の
動
向
を
考
慮
し
た
う
え
で
、親
会

社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
方
針
と
連
携
し
た
対
応
を

推
進
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

タ
イ
現
地
法
人
の
役
割
と
は

　
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベル

の
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
戦
略

の
策
定
や
業
務
変
革
モ
デ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
は
グ

ロ
ー
バ
ル
本
社
が
リ
ー
ド
す
る一
方
、タ
イ
現

地
法
人
に
お
い
て
は
A
S
E
A
N
ビ
ジ
ネ
ス

の
前
線
に
お
け
る
情
報
収
集
や
事
業
イ
ン
パ

ク
ト
の
評
価
、投
資
実
行
、そ
し
て
現
地
政
府

機
関・取
引
先
と
の
関
係
構
築
と
いっ
た
各
役

割
を
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
分
担
し
た
う
え

で
、グ
ロ
ー
バ
ル一体
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　
特
に
、社
会
課
題
の
前
提
と
な
る
目
前
の

現
実
認
識
、そ
し
て
社
会
情
勢
の
流
れ
や
地

域
固
有
の
ト
レ
ン
ド
の
把
握（
例
：
人
口
動

態
、政
治
、人
種・宗
教
、環
境
問
題
な
ど
）に

関
し
て
は
、日
本
と
A
S
E
A
N・タ
イ
と
の

間
で
大
き
く
異
な
る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、冷
静
か
つ
客
観
的
に
ア
ン
テ
ナ
を

張
り
続
け
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
改
め
て
A
S
E
A
N・タ
イ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
俯
瞰
し
た
と
き
に
、自
社
の
マ
テ
リ
ア
リ

テ
ィ（
重
要
課
題
）と
し
て
解
決
に
貢
献
で
き

る
社
会
課
題
は
何
な
の
か
。グ
ロ
ー
バ
ル
本
社

と
現
地
法
人
が
連
携
し
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

経
営
変
革
に
向
け
た
歩
み
が
強
く
望
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

サステナビリティ方針

中期事業計画

長期戦略

経営理念・ビジョン

企業行動規範

年度計画

ガバナンス、コンプライアンス、リスクマネジメント

SDGs ステークホルダー

自社にとって重要

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
重
要

原
材
料

サ
プ
ラ
イ
ヤ

調
達
物
流

操
業

販
売

製
品
の
使
用

製
品
の
廃
棄

社会課題と貴社バリューチェーンとの関連性評価
各社会課題に対して、直接的に正の影響あるいは
負の影響を与えている
各社会課題の解決に対して、直接的に正の影響を及ぼす、
あるいは負の影響を軽減できる

経営戦略に
落とし込む

お客様

政策立案者

メディア

NGO

お取引先

地域社会

従業員

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

株主/投資家

社
会
課
題
の

収
集・抽
出

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

マ
テ
リ
ア
リ
ティ

マ
ト
リ
ク
ス
への
マ
ッ
ピ
ン
グ

● 社会を構成する当事
者としての自覚をもっ
て社会的責任を果た
しているか？

● 生活者価値の向上や
より良い社会づくりに
貢献できているか？

● 貴社に解決を期待す
る社会課題に取り組
んでいるか？

● 事業収益に大きく貢献可能な課題か？
● 事業収益の脅威となりうる課題か？

社会課題に優先順位をつけて
経営戦略へ落とし込む

2021-2026 BCG Strategic Planの主な戦略（要旨）図表５

サステナビリティ経営実践に向けたアプローチ図表6

２３

SDGsのうねり - 今、求められるサステナビリティ経営 

出所：デロイト作成

出所：デロイト作成
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実
践
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ

　
グ
ロ
ー
バ
ル
先
進
企
業
は
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
イ
シ
ュ
ー
を
経
営
戦
略
上
の
重
要
課
題

と
捉
え
、根
本
的
な
意
識
改
革
を
含
め
た
経

営
変
革
を
進
め
て
い
る
。中
長
期
的
な
観
点

か
ら「
リ
ス
ク
」と「
機
会
」を
把
握
し
、サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
を
実
践
に
移
す
た
め
に

は
次
の
３
点
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

① 

社
会
課
題
に
優
先
順
位
を
つ
け
て

　 

経
営
戦
略
へ
落
と
し
込
む

　
社
会
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
は
、立
ち

遅
れ
れ
ば
大
き
な
脅
威
に
な
る
。一方
、先
行

で
き
れ
ば
市
場
で
競
争
優
位
を
構
築
す
る

機
会
に
な
り
得
る
。経
営
戦
略
に
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
統
合
す
る
た
め
、ま
ず
は
重
要

課
題
と
し
て
自
社
が
解
決
に
貢
献
で
き
る
社

会
課
題
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
戦
略
統
合
に
際
し
て
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
で
の

大
き
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
市
場
で
競
争
力
を

発
揮
す
る
レ
バ
ー
が「
機
能・品
質・価
格
」な

ど
の
商
品・サ
ー
ビ
ス
特
性
か
ら
、「
大
義
力
」

「
ル
ー
ル
形
成
力
」に
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
点

に
留
意
す
べ
き
で
あ
り
、先
行
す
る
欧
米
企

業
が
こ
れ
ら
の
ト
レ
ン
ド
を
機
会
と
捉
え
て

着
々
と
新
た
な
ゲ
ー
ム
チ
ェン
ジ
を
進
め
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

② 

業
務
オ
ペレ
ー
シ
ョン
レ
ベル
で
変
革

　
戦
略
的
施
策
が
失
敗
に
至
る
多
く
の
ケ
ー

ス
は
、組
織
の
末
端
ま
で「
明
確
な
方
向
性
が

見
え
て
い
な
い
」あ
る
い
は「
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
戦
略
達
成
に
本
腰
が
入
って
い
な
い
」

と
受
け
止
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。

　
社
会
課
題
の
中
か
ら
自
社
に
と
って
重
要

な
課
題（
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）を
特
定
し
た
上

で
、経
営
ビ
ジ
ョン
、中
期
経
営
計
画
、事
業
戦

略
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン・新
規
事
業
戦
略
、コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
、研
究
開
発
戦
略
や

調
達
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
戦
略
等
と
各

K
P
I
を
設
定
し
、各
事
業・機
能
の
業
務

オ
ペ
レ
ー
シ
ョン
の
レ
ベル
ま
で
落
と
し
込
む
た

め
の
変
革
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、同
責
任
を
果
た
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組

織
全
体
に
広
げ
る
た
め
に
は
取
締
役
会
の

下
、適
切
な
役
割・責
任・権
限
を
付
与
し
た

担
当
部
署
を
設
置
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、先
行
す
る
欧
米
企
業
で
は
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
を
取
締
役
会
の
役
割
や
幹
部
報
酬
に

組
み
込
む
事
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

 

　

③ 

投
資
家・ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

　 
関
係
構
築

　
E
S
G
格
付
の
み
の
追
求
は
避
け
る
必
要

が
あ
る
が
、株
主
、投
資
家
と
の「
エン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
」は
引
き
続
き
重
要
で
あ
る
。

　
R
&
D
活
動
を
重
視
す
る
企
業
が

E
S
G
課
題
を
戦
略
に
組
み
込
み
、そ
の
成

果
報
告
を
約
束
す
る
こ
と
で
長
期
保
有
を

前
提
と
し
た
株
主
構
成
へ
と
顔
ぶ
れ
を
変
化

さ
せ
た
取
組
み
は
大
変
に
興
味
深
い
。

　
ま
た
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
イ
シュー
を一社

単
独
で
推
進
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、取

引
先・政
府
組
織・N
G
O
等
と
協
働
す
る
こ

と
で「
エコ
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
す
る
こ
と
も
重

要
と
な
る
。

　
例
え
ば
、環
境
負
荷
の
高
い
原
料
を
取
り

扱
う
セ
ク
タ
ー
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
を
問
題

視
す
る
行
政・N
G
O
等
と
協
調
し
て
調
達

ル
ー
ル
形
成
を
主
導
し
つつ
、自
社
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
も
い
ち
早
く
連
携
し
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
調
達
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
で
課
題
解

決
と
競
争
優
位
性
の
構
築
の
両
立
を
実
現

し
て
い
る
現
実
を
直
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
加
え
て
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
人
権
デ
ュー
デ
リ

ジ
ェン
ス
に
関
す
る
知
識
不
足
や
対
応
の
遅

れ
に
起
因
し
て
、日
系
企
業
が
現
地
ビ
ジ
ネ

ス
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
と
いっ
た
リ
ス
ク
が
あ

る
こ
と
に
も
十
分
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

Deloitte Thailand
AIA Sathorn Tower, 23rd ‒ 27th, 
Floor11/1 South Sathorn Road Yannawa, Sathorn
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タ
イ
現
地
法
人
の
役
割
と
は

　
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベル

の
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
戦
略

の
策
定
や
業
務
変
革
モ
デ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
は
グ

ロ
ー
バ
ル
本
社
が
リ
ー
ド
す
る一
方
、タ
イ
現

地
法
人
に
お
い
て
は
A
S
E
A
N
ビ
ジ
ネ
ス

の
前
線
に
お
け
る
情
報
収
集
や
事
業
イ
ン
パ

ク
ト
の
評
価
、投
資
実
行
、そ
し
て
現
地
政
府

機
関・取
引
先
と
の
関
係
構
築
と
いっ
た
各
役

割
を
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
分
担
し
た
う
え

で
、グ
ロ
ー
バ
ル一体
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　
特
に
、社
会
課
題
の
前
提
と
な
る
目
前
の

現
実
認
識
、そ
し
て
社
会
情
勢
の
流
れ
や
地

域
固
有
の
ト
レ
ン
ド
の
把
握（
例
：
人
口
動

態
、政
治
、人
種・宗
教
、環
境
問
題
な
ど
）に

関
し
て
は
、日
本
と
A
S
E
A
N・タ
イ
と
の

間
で
大
き
く
異
な
る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、冷
静
か
つ
客
観
的
に
ア
ン
テ
ナ
を

張
り
続
け
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
改
め
て
A
S
E
A
N・タ
イ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
俯
瞰
し
た
と
き
に
、自
社
の
マ
テ
リ
ア
リ

テ
ィ（
重
要
課
題
）と
し
て
解
決
に
貢
献
で
き

る
社
会
課
題
は
何
な
の
か
。グ
ロ
ー
バ
ル
本
社

と
現
地
法
人
が
連
携
し
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

経
営
変
革
に
向
け
た
歩
み
が
強
く
望
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

自社にとって重要

経営戦略に
落とし込む

推進体制の整備

目標の設定

PDCAによるマネジメント

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
重
要

「ありたい姿」とその状態を端的に示す指標（KPI）の設定

● 担当部署の明確化（必要に応じて新設）と役割・責
任・権限の付与

● サステナビリティ委員会等の会議体の設置、コミュ
ニケーションルートの整備など

● 特に、「人権」など、既存の組織図では担当部署を
割り当てられないテーマの推進において体制整備
は必須

● グローバルコンパクト等、イニシアティブ参加の事
務局や外部評価機関からのESGアンケート受付・
とりまとめ窓口、非財務情報開示の検討機能も必
要に応じて付与

● 特定した重要課題に対して、管理指標となるKPIを設定
● できるだけ結果指標とする（取組指標ではなく）
● 対象が自社グループの場合、連結までを含める

● 進捗管理および達成／未達成が判定可能な定量目標を設定
● 結果指標の定量目標が困難な場合、取組指標に対する定量目標を設定
● 定性目標とする場合も、近い将来の定量目標への切り替えを想定
したテンポラリー目標と位置付け

● 目標は経営トップのコミットメントとしてサステナビリティレポート
等で外部に開示

● 目標に対する進捗状況を四半期、半期サイクルで管理
● サステナビリティ委員会等で担当部門から報告を受ける

マテリアリティを経営戦略に落とし込む、具体的なステップ図表７

　会社としてＳＤＧｓを推進し、弊誌連載コラム「現
場発経営論」でもその模様を紹介してきた
BizWingsの倉地準之輔CEOに取り組みを始め
たきっかけなどについて話を聞いた。

Room 1201,12th Floor, Q House Building, 66 Asoke
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優
先
目
標
を
決
め
て
推
進

　
日
本
に
い
た
頃
か
ら
、ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ

た
社
会
貢
献
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。

BizW
ings

を
立
ち
上
げ
て
か
ら
も
毎
年
、

寺
院
や
赤
十
字
に
寄
付
を
し
た
り
し
て
き

ま
し
た
。そ
ん
な
中
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
推
進
す

る
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会

の
方
と
知
り
合
い
、タ
イ
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が
強

く
推
奨
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
強
い
関
心
を
持
つ
人
材

の
入
社
な
ど
が
重
な
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
取
り

組
み
を
会
社
で
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
は
17
の
ゴ
ー
ル
す
べ
て
の
達

成
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、自
社
と
関
連

す
る
２
〜
３
つ
に
集
中
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。弊
社
で
も「
質

の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」「
働
き
が
い
も

経
済
成
長
も
」「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責

任
」に
優
先
目
標
を
置
い
て
い
ま
す
。

　「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」で
は
、イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
機
会
を
提
供
し
た
り
、従

業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
投
資
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。「
働
き
が
い
も
経
済
成

長
も
」で
は
、お
客
様
の
生
産
性
向
上
を
促

進
す
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
、柔
軟

な
労
働
体
系
で
従
業
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
支
援
。「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責

任
」で
は
、社
内
で
の
ご
み
の
分
別
の
推
進
、

従
業
員
に
エ
コ
バ
ッ
グ
や
弁
当
箱
の
提
供
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。私
も
参
加
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
毎
週
、ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
も
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
行
動
例
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
コ
ン
パ
ス

の
ウ
ェ
ブ
上
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。ご

関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
照
く
だ
さ
い

（
左
記
参
照
）。

タ
イ
の
大
手
企
業
も
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
重
視

　　
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル・コ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
、Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
を
推
進
す
る
世
界
的
な
取
組
へ
の
賛

同
企
業
と
し
て
タ
イ
の
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
加
盟
し
て
い
ま
す
が
、総
会
に
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
長
を
務
め
る
Ｃ
Ｐ
グ

ル
ー
プ
の
ス
パ
チ
ャ
イ
会
長
が
参
加
す
る
な

ど
名
だ
た
る
タ
イ
の
大
企
業
が
名
を
連
ね
、

タ
イ
は
東
南
ア
ジ
ア
で
最
も
加
盟
企
業
が

多
い
そ
う
で
す
。ま
た
、加
盟
企
業
は
毎
年

の
リ
ポ
ー
ト
提
出
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
弊
社
が
昨
年
か
ら
加
盟
し
て
い
る
会
計・

監
査
・
税
務
な
ど
に
特
化
し
た
独
立
系

フ
ァ
ー
ム
か
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
Ｔ
Ｇ
Ｓ
グ
ロ
ー
バ
ル（
本
部・フ
ラ
ン
ス
）で

は
、毎
年
グ
ル
ー
プ
内
で
行
わ
れ
る
ク
オ
リ

テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
項
目
の一つ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

への
取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、従
業
員

の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
向
上
に
よ
る
離
職
率
の
低

下
や
タ
イ
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
の
向

上
な
ど
に
繋
が
り
、将
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
の
後
ろ
盾
に
も
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

中小企業でも実践、着実にメリットを実感

日本で大手監査法人、外資系企
業勤務を経て、2013年来タイ。外
資系会計事務所のジャパンデスク
にて日系企業向けコンサルティン
グ業務に従事した後、15年10月
にBizWings (Thailand) Co., 
Ltd.を設立。経営コンサルティング
業務を提供し、現在に至る。

BizWings (Thailand) Co.,Ltd.

倉地 準之輔
CEO

SDGsと現場のイマ

会計マネージャーより研修を
受ける元会計インターン生

BizWings SDGsアワード
受賞 Kunjira氏（同社社員）

すべての人に包摂的かつ公平で質
の高い教育を提供し、生涯学習の
機会を促進する

企業としてできること
・学生や新卒者にインターンシップなどの職務を体験する機
会を確立
・研修やスキルアップに十分な予算を割り振る

BizWings オンラインアシスタントサービスを担当する
リレーションシップ・マネージャー　東槇 氏（右）

資産運用に関するセミナーに
参加する同社社員

すべての人のための持続的、包摂
的かつ持続可能な経済成長、生産
的な完全雇用およびディーセント・
ワーク（働きがいのある人間らしい
仕事）を推進する
企業としてできること

・新社会人たちに「ディーセント」な雇用機会を提供
・既存社員のワークライフ・バランスの支援

エコバッグやお弁当箱を
各社員に贈呈

分別ゴミ箱。日ごとの
非資源ゴミの排出量の測定

持続可能な消費と生産のパター
ンを確保する

企業としてできること
・責任のある消費と生産のパターンを奨励する環境を確立
・リサイクリングなど、エコフレンドリーな活動を奨励

中小企業
SDGsと
現場の
イマ

「SDGコンパス」は企業がSDGsにどの
ように取り組むべきかを解説した行動指
針。https://sdgcompass.org/でダウ
ンロード可能。

※
　
文
中
に
お
け
る
見
解
は
特
定
の
組
織
を

　
　
代
表
す
る
も
の
で
は
な
く
筆
者
の
私
見
で
あ
る
。

SDGsのうねり - 今求められるサステナビリティ経営 

出所：デロイト作成

畠山 多聞
日系企業サービスグループ
リスクアドバイザリー　公認会計士
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微
生
物
に
よ
る
発
酵
生
産

　
タ
ン
パ
ク
質
は
20
種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
が
連

な
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。ア
ミ
ノ
酸
の
並
び
方

に
よ
っ
て
タ
ン
パ
ク
質
の
性
質
は
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。そ
し
て
タ
ン
パ
ク
質
の
設
計
図

に
当
た
る
の
が
遺
伝
子（
D
N
A
）で
す
。

　
そ
こ
で
ま
ず
私
た
ち
が
作
り
た
い
タ
ン
パ

ク
質
の
D
N
A
を
自
分
た
ち
で
デ
ザ
イ
ン

し
て
、合
成
し
ま
す
。そ
の
D
N
A
を
微
生

物
の
中
に
導
入
す
る
と
、そ
の
微
生
物
は
私

た
ち
が
作
り
た
い
タ
ン
パ
ク
質
を
合
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
微
生
物
へ
と
変
化
し
ま
す
。

　
タ
イ
の
工
場
で
は
ま
ず
、こ
の
微
生
物
に

砂
糖
や
酸
素
、ミ
ネ
ラ
ル
分
な
ど
を
与
え
て

増
殖
さ
せ
、タ
ン
パ
ク
質
を
作
ら
せ
る
培
養

工
程
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、タ
ン
パ
ク
質
成
分
だ
け
を
取
り

出
す
精
製
工
程
を
経
て
、ブ
リ
ュ
ー
ド・プ
ロ

テ
イ
ン
原
末
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。そ
の
原

末
を
元
に
日
本
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
で

紡
糸
を
行
い
、繊
維
へ
と
形
を
変
え
ま
す
。

高
い
生
分
解
性
に
注
目

　
当
社
が
日
本
の
大
学
と
共
同
で
比
較
研

究
し
た
と
こ
ろ
、ブ
リ
ュ
ー
ド・プ
ロ
テ
イ
ン
は

セ
ル
ロ
ー
ス
と
同
レ
ベ
ル
の
高
い
生
分
解
性
が

あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。セ
ル
ロ
ー

ス
は
植
物
の
基
幹
素
材
の
よ
う
な
も
の
で
す

の
で
、植
物
と
ほ
ぼ
同
等
の
生
分
解
性
が
あ

る
と
言
え
ま
す
。

　
バ
イ
オ
由
来
で
か
つ
高
い
生
分
解
性
を
備

え
て
い
る
素
材
は
実
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。そ
し
て
、こ
れ
か
ら
社
会
に
求
め
ら
れ
る

素
材
は
ま
さ
に
こ
の
領
域
で
す
。そ
こ
へ
弊

社
が
先
ん
じ
て
製
品
を
供
給
し
よ
う
と
し

て
い
る
た
め
、非
常
に
注
目
を
い
た
だ
け
て
い

る
と
思
って
い
ま
す
。

　
現
在
は
商
業
生
産
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。工
場
の
効
率
的
な
動
か
し
方

や
、従
業
員
の
ト
レ
ー
ニン
グ
、そ
し
て
品
質
を

満
た
す
タ
ン
パ
ク
質
を
作
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
、水
を
使
っ
た
試
運
転
や
実
際
の
原
料

を
使
っ
た
試
験
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
た
だ
私
ど
も
の
場
合
は
マ
ザ
ー
工
場
が
日

本
に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
回
の

タ
イ
工
場
は
日
本
に
あ
る
パ
イ
ロッ
ト
プ
ラ
ン

ト
の
1
0
0
倍
程
の
ス
ケ
ー
ル
に
な
り
ま
す

の
で
、こ
の
立
ち
上
げ
自
体
が
挑
戦
的
な
も

の
に
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
出

社
人
数
を
減
ら
す
な
ど
、密
に
な
ら
な
い
環

境
で
仕
事
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

タ
イ
人
と
日
本
人
で
は
言
語
や
文
化
も
異

で
は
な
く
、永
続
的
な
も
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
に
な
く
社
会
全
体
が「
地

球
の
持
続
可
能
性
」を
真
剣
に
考
え
、様
々

な
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
投
資
家
の
方
も
、以
前
は
タ
ン
パ
ク
質
素

材
の
強
度
や
伸
縮
性
な
ど
の
物
理
的
特
性
に

対
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
最

近
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
見
据
え
た
上
で
、弊
社
素

材
の
環
境
対
応
性
や
生
分
解
性
が
今
後
の

社
会
に
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
目
線

で
大
き
く
期
待
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
単
純
に
素
材
の
ス
ペッ
ク
が
面
白
い
と
い

う
よ
り
は「
こ
の
素
材
が
社
会
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
」「
新
し
い
選
択
肢
と
し
て
求
め
ら

れ
て
い
る
」、そ
の
よ
う
な
期
待
感
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

広
が
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
ティ

　
今
は
発
酵
生
産
で
主
原
料
と
し
て
使
わ

れ
る
糖
の
多
く
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
キ
ャッ
サ
バ

な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
可
食
部
由
来
の
糖

（
元
々
食
用
向
け
に
作
ら
れ
た
糖
）を
使
って

い
ま
す
。将
来
は
そ
の
糖
自
体
を
非
可
食
部

由
来
の
糖（
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
か
す
な
ど
を

分
解
し
て
得
ら
れ
る
糖
）へ
と
変
え
て
い
く

流
れ
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た

糖
の
も
と
に
な
っ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
キ
ャッ
サ

バ
が
い
か
に
人
権
や
環
境
に
配
慮
し
て
作
ら

れ
て
い
る
か
も
求
め
ら
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
一
般
的
に
非
可
食
部
由
来
の
糖
は
複
数

種
類
の
糖
や
糖
以
外
の
成
分
も
混
じ
っ
て
い

ま
す
。糖
の
純
度
を
高
め
る
に
は
手
間
と
コ

ス
ト
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、純

で
は
な
く
、永
続
的
な
も
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
に
な
く
社
会
全
体
が「
地

球
の
持
続
可
能
性
」を
真
剣
に
考
え
、様
々

な
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
投
資
家
の
方
も
、以
前
は
タ
ン
パ
ク
質
素

材
の
強
度
や
伸
縮
性
な
ど
の
物
理
的
特
性
に

対
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
最

近
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
見
据
え
た
上
で
、弊
社
素

材
の
環
境
対
応
性
や
生
分
解
性
が
今
後
の

社
会
に
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
目
線

で
大
き
く
期
待
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
単
純
に
素
材
の
ス
ペッ
ク
が
面
白
い
と
い

う
よ
り
は「
こ
の
素
材
が
社
会
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
」「
新
し
い
選
択
肢
と
し
て
求
め
ら

れ
て
い
る
」、そ
の
よ
う
な
期
待
感
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

広
が
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
ティ

　
今
は
発
酵
生
産
で
主
原
料
と
し
て
使
わ

れ
る
糖
の
多
く
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
キ
ャッ
サ
バ

な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
可
食
部
由
来
の
糖

（
元
々
食
用
向
け
に
作
ら
れ
た
糖
）を
使
って

い
ま
す
。将
来
は
そ
の
糖
自
体
を
非
可
食
部

由
来
の
糖（
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
か
す
な
ど
を

分
解
し
て
得
ら
れ
る
糖
）へ
と
変
え
て
い
く

流
れ
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た

糖
の
も
と
に
な
っ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
キ
ャッ
サ

バ
が
い
か
に
人
権
や
環
境
に
配
慮
し
て
作
ら

れ
て
い
る
か
も
求
め
ら
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
一
般
的
に
非
可
食
部
由
来
の
糖
は
複
数

種
類
の
糖
や
糖
以
外
の
成
分
も
混
じ
っ
て
い

ま
す
。糖
の
純
度
を
高
め
る
に
は
手
間
と
コ

ス
ト
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、純

慶應義塾大学の先端生命科学研究所発のス
タートアップ。主原料に石油を使わない人工構造
タンパク質繊維「Brewed Protein（ブリュード・プ
ロテイン）」の開発に成功。サトウキビなどを原料
に微生物の発酵によって製造され、生分解性に
優れ、環境負荷の低い高機能素材として注目さ
れる。2018年にはブリュード・プロテインの原末
をタイで量産するためにSpiber（Thailand）Ltd.
を設立。３月に工場の開所式が行われ、商業生
産に向け準備を進める。

Eastern Seaboard Industrial Estate, 300/155 M.1 T.Tasit,
A.Pluakdaeng, Rayong, 21140, Thailand
URL ： https://www.spiber.inc/thailand/

度
が
低
い
状
態
で
使
う
に
は
技
術
開
発
が

必
要
で
す
。し
た
が
っ
て
時
間
を
要
す
る
と

思
い
ま
す
が
、弊
社
素
材
が
人
間
の
食
料
と

競
合
す
る
こ
と
が
な
い
形
で
生
産
が
で
き

る
よ
う
に
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
か
ら
の
時
代
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
い
か
に
活
用
し
て
い
る
か
も
重
要

な
指
標
に
な
り
ま
す
。そ
の
点
で
、タ
イ
で

も
太
陽
光
や
水
力
、バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発

電
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
火
力

発
電
の
割
合
は
高
い
で
す
し
、再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
た
い
と
思
っ
て
も
簡
単
に

使
え
る
状
況
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
を
い
か
に

高
め
て
い
け
る
か
も
、タ
イ
の
課
題
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

想
像
以
上
の
社
会
の
変
化

　
世
界
は
想
像
以
上
に
急
速
に
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
よ
う
な
観
点
で

社
会
の
価
値
観
、方
向
性
が
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
て
、そ
の
流
れ
に
乗
ら
な
け
れ

ば
社
会
か
ら
淘
汰
さ
れ
て
いっ
て
し
ま
う
よ

う
な
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
共
も
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、自
分
た
ち

に
こ
れ
ほ
ど
の
追
い
風
が
吹
く
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。３
、４
年
前
か
ら
そ
の
よ

う
な
流
れ
は
感
じ
始
め
て
い
ま
し
た
が
、特

に
こ
の
１
、２
年
で
急
速
に
変
化
し
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
素
材
と
い
う
の
は
、そ
れ
自
体
の
ス
ペッ
ク

が
評
価
さ
れ
る
領
域
で
す
。一
般
的
に
は
強

ブリュード・プロテインを使用したザ・ノース・フェイスのMOON PARKA スパイバー、ゴールドウイン、Loaded Boardsによるスケートボードの共同研究開発　

デザイナーの中里唯馬氏がブリュード・
プロテインを使用したコレクションを発表

脱石油素材の普及で
サステナブルな社会へ　

な
る
た
め
、万
全
を
期
し
て
す
り
合
わ
せ
に

時
間
を
掛
け
て
い
ま
す
。

社
会
と
企
業
の
姿
勢
が
変
化

　
現
在
、ス
ポ
ー
ツ
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
の

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
ら
と
製
品
の
共
同
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
が
、メ
ー
カ
ー
側
の
姿
勢
も

大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
S
D
Gｓ
と
い
う
も
の
が
重
要
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、石
油
由
来
素
材
以
外
の
選
択

肢
も
し
っ
か
り
と
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
の
が
、世
界
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
や
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
で
も
、ブ
リ
ュ
ー
ド・プ
ロ
テ
イ

ン
の
採
用
を
真
剣
に
検
討
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
過
去
に
も
同
様
の
流
れ
は
あ
り
ま
し
た
。

石
油
危
機
や
地
球
環
境
問
題
が
起
こ
る
た

び
に
バ
イ
オ
由
来
の
素
材
に
注
目
が
集
ま
っ

た
の
で
す
が
、コ
ス
ト
高
で
も
あ
る
た
め一
時

的
な
ブ
ー
ム
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
た
だ
今
回
は
そ
う
いっ
た
一
過
性
の
動
き

森田 啓介
Managing Director

1988年生まれ、大阪府出身。慶應義塾
大学総合政策学部卒業後、2012年３
月にSpiber入社。19年６月より現職。

度
や
伸
縮
性
、耐
熱
性
な
ど
際
立
っ
た
特
徴

が
な
い
と
競
争
に
打
ち
勝
て
ま
せ
ん
。そ
の

中
で
、バ
イ
オ
由
来
で
生
分
解
性
が
あ
る
と

い
う
環
境
的
な
側
面
が
、こ
れ
ほ
ど
評
価
さ

れ
る
こ
と
に
私
共
も
驚
い
て
い
ま
す
。

　
日
本
企
業
も
そ
う
いっ
た
大
き
な
波
を

し
っ
か
り
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。日
本
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

観
点
か
ら
は
ま
だ
後
進
国
側
に
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
中
で
、ど
う
や
っ
て
こ
の

波
に
乗
る
の
か
を
企
業
戦
略
と
し
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
し
、今
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

本
当
に
乗
り
遅
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機

感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

SDGsと現場のイマ 素材業界
SDGsと
現場の
イマ

SDGsと現場のイマ

主原料に石油を使わない人
工構造タンパク質繊維
「Brewed Protein（ブリュー
ド・プロテイン）」

Brewed Protein
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高
ま
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
への
関
心

　
昨
今
の
時
代
の
潮
流
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
や

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
概
念
の
浸
透
に

よ
り
、タ
イ
で
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
注
目
度
は
非
常
に
高
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
弊
社
が
タ
イ
で
太
陽
光
発
電
事
業
に
取

り
組
み
始
め
た
の
が
２
０
１
８
年
。年
々
お

客
様
の
関
心
は
高
ま
り
、既
に
１
０
０
社
ほ

ど
と
契
約
い
た
だ
き
ま
し
た
。特
に
タ
イ
の

主
力
産
業
で
も
あ
る
自
動
車
業
界
で
は
世

界
的
に
脱
炭
素
の
動
き
が
本
格
化
し
て
お

り
、弊
社
で
も
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
関
連
会

社
様
に
多
く
の
導
入
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
は
、途
上
国
と
協
力
し
て
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
み
成
果
を
両
国

で
分
け
合
う
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト（
J
C
M
）

制
度
に
お
い
て
、タ
イ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
国
に

な
って
い
ま
す
。日
系
企
業
の
お
客
様
に
お
い

て
も
同
制
度
を
活
用
し
て
太
陽
光
発
電
の

導
入
を
検
討
さ
れ
る
な
ど
、環
境
へ
の
貢
献

方
法
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
お
客

様
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、共
通
し
て
い

る
の
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ

る
環
境
貢
献
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
以
外
に
も
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
や
パ
リ
協
定

（
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
等
の
た
め
の
新

た
な
国
際
枠
組
み
）等
の
言
葉
が
連
日
メ

デ
ィ
ア
に
登
場
し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、環

境
貢
献
は
ど
の
企
業
に
も
共
通
す
る
テ
ー

マ
と
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
に
よ

り
、従
来
の
電
気
料
金
よ
り
も
安
価
に
使

用
で
き
、コ
ス
ト
削
減
も
期
待
で
き
ま
す
。

太
陽
光
発
電
を
導
入
す
る
際
の
留
意
点

　
地
震
の
な
い
タ
イ
は
建
物
の
設
計
思
想

が
日
本
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。そ
の

た
め
、太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
屋
根
に
設
置

す
る
際
は
、建
物
の
耐
荷
重
を
再
度
計
算

し
て
行
政
の
認
可
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。認
可
が
降
り
る
ま
で
に
通
常
３
ヵ

月
ほ
ど
掛
か
り
、現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら

に
時
間
を
要
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、タ
イ
で
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。日
本
の
よ
う
に

屋
根
に
角
度
が
あ
れ
ば
、太
陽
光
パ
ネ
ル
に

汚
れ
が
付
い
て
も
雨
で
自
然
に
落
ち
ま
す

が
、タ
イ
は
傾
斜
の
な
い
屋
根
が
多
く
、太

陽
光
パ
ネ
ル
に
付
い
た
汚
れ
が
落
ち
づ
ら
く

な
り
ま
す
。太
陽
光
パ
ネ
ル
の
汚
れ
は
発
電

効
率
の
低
下
に
繋
が
り
ま
す
。

　
工
業
団
地
に
入
居
し
、団
地
内
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ

（
独
立
系
発
電
事
業
者
）か
ら
電
力
を
購

入
し
て
い
る
場
合
、太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を

設
置
す
る
際
に
Ｉ
Ｐ
Ｐ
か
ら
設
置
量
の
制

限
や
追
加
の
設
備
投
資
を
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。Ｍ
Ｅ
Ａ（
首
都
圏
配

電
公
社
）や
Ｐ
Ｅ
Ａ（
地
方
配
電
公
社
）か

ら
供
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
う
いっ
た
制

限
は
な
く
、注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
直
近
で
は
原
材
料
の
高
騰
や
ス
エ
ズ
運

河
の
座
礁
事
故
に
よ
る
海
上
輸
送
の
遅
延

が
起
き
て
お
り
、今
後
の
資
材
調
達
へ
の
影

響
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
で
も
脱
炭
素
の
取
り
組
み
が
加
速

　
タ
イ
は
19
年
に
長
期
電
源
開
発
計
画

（
P
D
P
2
0
1
8
）が
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
委
員
会
に
承
認
さ
れ
、今
年
８
月
に

は
将
来
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率

を
50
％
以
上
に
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
枠
組
み
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
タ
イ
の
電
力
を
長
年
支
え
て
き
た
天
然

ガ
ス
は
枯
渇
が
見
込
ま
れ
ま
す
。今
後
政

府
か
ら
具
体
的
な
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
、

太
陽
光
発
電
の
活
用
な
ど
に
よ
る
脱
炭
素

へ
の
取
り
組
み
が
加
速
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
今
の
タ
イ
で
は
ま
だ
使
用
電
力
を
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
1
0
0
％
賄
う
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
で
す
。た
だ
、Ｉ
–
Ｒ
Ｅ
Ｃ
と

い
う
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
の
取
引
に
よ
っ
て

実
質
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用

し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
制
度
を
活
用
す

れ
ば
実
現
で
き
ま
す
。

　
弊
社
は
現
在
、Ｉ
–
Ｒ
Ｅ
Ｃ
登
録
手
続

き
を
進
め
て
お
り
、将
来
的
に
は
お
客
様
の

ご
要
望
に
応
じ
て
同
制
度
を
活
用
し
、

C
S
R
活
動
や
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
達

成
の
お
手
伝
い
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、安
心
で
安
全
な
太
陽
光
発
電

の
運
用
を
ご
提
供
す
べ
く
、保
守
管
理
体

制
の
強
化
、新
技
術
の
導
入
検
討
を
行
う

と
と
も
に
、工
場
や
施
設
で
使
用
し
て
い
る

電
力
の
見
え
る
化
、機
械
設
備
の
省
エ
ネ
化

な
ど
、エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
幅
広
く
お
応
え
す
べ
く
、準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　太陽光発電の設計を中心に、顧客の要望に応じてユーティ
リティ設備の省エネ化をサポート。太陽光発電を無償で設置
し、発電した電力を顧客が購入するPPAと呼ばれる初期投資
ゼロのモデルをはじめ、自己投資（工事請負）、設備リースなど
の契約形態を用意。

　タイを拠点に包装資材（パッケージ）のデザイン、設計、生
産までを一貫して請け負う。ファブレスとして自社の工場を
持たず、タイをはじめ、中国、ベトナム、マレーシア、インドネ
シアの提携工場に生産を委託。あらゆる素材の中から顧客
に最適な素材を選択し、設計する。
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大
手
企
業
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
紙
へ

　　
こ
れ
ま
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
材
料
と
し
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
多
く
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海

洋
汚
染
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。捨
て
ら

れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
海
に
流
れ
込
み
、海

洋
生
物
の
体
内
に
蓄
積
し
た
り
、人
体
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、包
装
資
材
に
お
い
て
も
確
実

に
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
流
れ
が
加
速
し
て
い

ま
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
項
目
の
中
に
は
、「
海
の

豊
か
さ
を
守
ろ
う
」「
つ
く
る
責
任
つ
か
う

責
任
」な
ど
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
直
接
関
わ
る
も

の
も
あ
り
、業
界
と
し
て
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
で
は
、２
０
５
０
年
ま
で

に
環
境
負
荷
ゼ
ロ
の
達
成
を
目
指
す
環
境

計
画
を
立
て
、25
年
度
ま
で
に
小
型
新
製

品
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
包
装
材
の
全
廃
を
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。ア
ッ
プ
ル
で
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
排
除
、再
生
材
の
増
加
、容
器
包

装
全
体
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
で
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
わ
り
と
な
る
素

材
は
何
な
の
か
│
│
。ご
存
知
の
通
り
紙
が

現
在
の
ト
レ
ン
ド
と
な
って
い
ま
す
。

　
紙
の
原
料
は
主
に
木
材
の
た
め
水
に
溶

け
や
す
く
、土
に
も
還
る
の
で
環
境
に
優
し

い
素
材
で
す
。ソ
ニ
ー
も
今
年
発
売
さ
れ
た

ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
の
パッ
ケ
ー
ジ
に
環
境

に
配
慮
し
た
紙
素
材
を
使
い
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は一切
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

注
目
の
素
材「
パル
プ
モ
ー
ル
ド
」

　
身
近
な
例
で
言
え
ば
、卵
の
包
装
に
使

わ
れ
て
い
る
紙
製
の
パッ
ク
が
パ
ル
プ
モ
ー
ル

ド
で
す
。

　
今
は
技
術
が
進
化
し
て
、き
れ
い
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
が
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ッ
プ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
大
手
ブ
ラ
ン
ド

な
ど
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
パ
ル
プ
モ
ー
ル

ド
へ
の
切
り
替
え
が
始
ま
っ
て
お
り
、最
近

で
は
食
品
、化
粧
品
、雑
貨
な
ど
に
も
採
用

が
広
が
って
き
て
い
ま
す
。

　
材
料
は
主
に
新
聞
古
紙
、竹
、バ
ガ
ス（
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
カ
ス
）な
ど
で
す
。こ
れ
ら

を
金
型
で
立
体
成
型
し
て
作
り
ま
す
。な

ぜ
竹
な
ど
を
加
え
る
の
か
と
い
う
と
、紙
は

リ
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
と
繊
維
が
短
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。そ
こ
へ
、繊
維
の
長
い
材

料
を
加
え
る
こ
と
で
再
び
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
竹
は
繊
維
が
長
く
て
成
長
が
と
て
も
早

く
、伐
採
し
て
も
環
境
破
壊
に
繋
が
り
ま

せ
ん
。バ
ガ
ス
も
従
来
は
焼
却
処
分
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、繊
維
が
豊
富

な
た
め
リ
サ
イ
ク
ル
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、新
し
い
技
術
と
し
て
パ
ル
プ

イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョン
モ
ー
ル
ド
と
い
う
製
法
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。上
下
の
金
型
で
挟
ん

で
プ
レ
ス
す
る
パ
ル
プ
モ
ー
ル
ド
と
違
い
、金

型
に
充
て
ん
す
る
射
出
成
型（
イ
ン
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
モ
ー
ル
ド
）の
た
め
、よ
り
複
雑
な
形

状
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ス
ト
以
外
の
メ
リ
ッ
ト

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
方
が
コ
ス
ト
は
格
段
に

安
い
で
す
し
、形
も
し
っ
か
り
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。数
量
な
ど
に
も
よ
り
ま
す
が
、

パ
ル
プ
モ
ー
ル
ド
を
採
用
す
る
こ
と
で
コ
ス

ト
増
に
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
昨
今
は
、長
期
的
に
見
れ
ば

環
境
に
配
慮
し
た
素
材
を
使
う
こ
と
で
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
企
業
も

変
わ
って
き
て
い
ま
す
。 

　
あ
る
高
級
腕
時
計
メ
ー
カ
ー
で
は
、こ
れ

ま
で
使
用
し
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
代
え

て
紙
の
ケ
ー
ス
の
採
用
を
予
定
し
て
い
ま

す
。別
の
お
客
様
は
、ヨ
ー
ロッ
パ
の
顧
客
か

ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
を
止
め
な
け
れ
ば

今
後
は
取
引
を
し
な
い
と
ま
で
言
わ
れ
て
、

パ
ル
プ
モ
ー
ル
ド
の
使
用
を
検
討
し
て
い
ま

す
。〝
こ
こ
ま
で
変
え
る
の
か
〞と
驚
く
ほ
ど

で
す
。　

　
弊
社
に
も
毎
週
の
よ
う
に
日
本
や
タ
イ

な
ど
か
ら
パ
ル
プ
モ
ー
ル
ド
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
だ
け
、需
要
が

増
え
て
い
る
の
を
肌
で
感
じ
ま
す
。需
要
が

拡
大
し
て
い
け
ば
生
産
工
場
も
増
え
、将

来
的
に
は
コ
ス
ト
の
低
減
も
見
込
め
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、お
客
様
の
商
品
を
見
て
パ
ル

プ
モ
ー
ル
ド
で
は
コ
ス
ト
が
上
が
り
物
流
の

効
率
も
著
し
く
悪
く
な
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、別
の
素
材

を
提
案
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
素
材

を
扱
っ
て
い
ま
す

の
で
、お
客
様
の

製
品
に
最
適
な

素
材
を「
お
客
様

視
点
」で
選
び
、

提
案
い
た
し
ま

す
。

包装資材で進む脱プラスチックの動き タイの産業界でも広がる再生可能エネルギー

コンサルタントとしてサービス
業の店舗再建などを手掛け
た後、ウエストホールディング
スの吉川会長に請われてウ
エストに入社。その後、取締
役就任を経て、ウエストイン
ターナショナルタイランドの代
表取締役に就任。

日本で20年以上、幅広い製
品のパッケージの開発、設計
に携わり、2018年に日本パ
クトス（タイランド）を設立。近
年は環境対応パッケージに
力を注ぐ。日本包装技術協
会で後進育成の講師も務め
る。

小坂 隼人
Managing Director

天野 友寛
Managing Director

Nippon Packtoss（Thailand）Co., Ltd.
WEST International (Thailand) Co., Ltd.

素材業界
太陽光
SDGsと
現場の
イマ

包装資材
SDGsと
現場の
イマ

SDGsと現場のイマ
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サイト内は英語、タイ語、
日本語で検索可能です！

タイの物流倉庫・賃貸倉庫検索サイト
Find Warehouse Thailand

タイ王国 77 県エリア、バンコク、シラチャー、ラ
ヨーン、他、各県にある主要工業団地の賃貸倉庫、営
業倉庫の検索が可能。倉庫オペレーションに必要な
機材、サービスの専門業者もご紹介しています。

サイトの倉庫情報から直接メール、電話で所有会社
へご連絡頂けます。サイトご利用による会員登録、
利用手数料、成約手数料は一切掛かりません。

URL：http://www.find-warehouse.com
TEL： 064-934-9714（Ms.Supeephat / タイ語・英語）

E-Mail：info@find-warehouse.com

一般人材派遣

一般人材紹介

紹介予定派遣

タイで10年以上の実績24時間日本語対応

財人    を派遣する。

Email：k.tabuchi@kyoudoh.co.th　　HP：www.kyoudoh.com

KYOUDOH GROUP RECRUITMENT CO., LTD.

29/1 PiyaPlaceLangsuang Building,10th Fl, Unit 10E, Soi Langsuang, 
Ploenchit Road Lumpini Pathumwan, Bangkok 10330

電話：（+66）02-254-5276　日本人直通：086-016-7200（田淵）

即戦力タイ人材を事前研修後に派遣

プロフェッショナルな人材情報をご提供

雇用前にまずは一定期間、お試し採用

運転手派遣 おすすめ！

事前教育、薬物検査に合格した運転手を派遣しま
す。正社員運転手が待機しており、24時間日本語対
応で緊急時のサポート体制も万全です。

　20年の世界全体での発行額は約
5,189億ドル（約57兆円）に上る。21
年は１～７月ですでに２０年の発行額
を上回っており、通年では前年比倍
増で着地しそうな勢いだ。
　一方国内では、20年度（20年４月
～21年３月）の発行額は約２兆3,000
億円だったが、21年度は８月１日時点
までで約6,800億円と鈍化気味。20
年度は新型コロナウイルス感染症の
影響で起債ニーズが多かった反動
減がある。ただ、SDGｓに関する債券
が多様化していることが追い風にな
るとの見方がある。
　従来はグリーンボンド（環境債）の
発行が大半を占めたが、20年度から
は新型コロナの影響を受け、ソーシャ
ルボンド（社会貢献債）やサステナビリ
ティボンド（環境債と社会貢献債）の

割合が増えている。みずほ証券サス
テナビリティ戦略開発室の伊井幸恵
室長は、21年度の国内発行額につい
て「起債環境によっては３兆円に達す
る可能性もある」とみる。
　さらに国際協力機構（JICA）は21
年９月、ジェンダー平等や女性支援の
ためのジェンダーボンドを起債する。
みずほ証券の香月康伸SDGｓプライ
マリーアナリストは「ジェンダー平等は
古くて新しい議論だが、女性が弱い
立場に置かれやすいコロナ禍だから
こそ注目されている」と指摘する。
　資金使途が特定されるSDGｓ債以
外にも、制約のないサステナビリティ・リ
ンク・ボンドや脱炭素社会への移行（ト
ランジション）を目指すトランジションボ
ンドも市場に出てきた。
 ７月には日本郵船が国内で初めてト

ランジションボンドを発行した。相当量
の二酸化炭素（CO2）を排出せざるを
えない企業であっても、技術開発で
CO2を削減する移行戦略が評価さ
れる資金調達手段として、経済産業
省が旗振り役となって推進している。
　気候変動リスクや人権問題など企
業を取り巻く環境は大きく変化してい
る。グリーンボンドやソーシャルボンドの
発行を、単なる企業イメージ向上のた
めの手段として活用する時代は終わ
りつつある。「発行体も産業構造の変
化に対応できることをファイナンスを通
じて投資家へ発信する段階に変わっ
てきた」（伊井氏）と指摘する。

　国連の持続可能な開発目標（SDGｓ）に貢献する事業に資金使途を絞っ
た債券「SDGｓ債」の発行額が世界で急増している。国内では菅義偉首相
による2050年までのカーボンニュートラル（温室効果ガス排出量実質ゼロ）
宣言などを機に起債が加速。世界全体の発行額に占める日本の割合は数
％にすぎないが、関連債券まで含め種類は多様化。企業は資金調達にお
ける脱炭素化への対応を積極化できる環境ができつつあり、投資家に発信
するチャンスでもある。（高島里沙）

※記事提供：日刊工業新聞（2021年９月９日）

ＳＤＧｓ債、世界で急増
環境債一辺倒から多様化

“人手不足倒産”を回避

投資家に発信チャンス

25 24



【掲載金額・詳細のお問い合わせ先】
日本人直通 (担当：鵜飼)
Mail：gdm-info@gdm-asia.com
TEL：097-137-4831
Web：www.arayz.com

ビジネスパーソンへ向けた広告をお考えの方はぜひお気軽にお問い合わせください。

ArayZでは毎月、タイ・ASEANの旬な内容をお届けしております。

無料定期購読も随時承っておりますのでご希望の方はご連絡ください。

▼お問合せフォーム

Web&メールでセミナー告知可能です
ArayZは御社のセミナー及びウェビナーの告知ツールとしてもご活用できます

料金詳細や掲載スケジュールは
こちらのQRコードをご覧ください

ニュースレター配布例

ニュースレターで告知
6,000B～

弊社ニュースレター会員4,100人以上に配信

ArayZ Webサイトで告知
6,000B～

月間ページビュー50,000PV以上

日本国弁護士・弁理士　 永田 貴久
京都工芸繊維大学物質工学科卒業、2006年
より弁理士として永田国際特許事務所を共
同経営。その後、大阪、東京にて弁護士法人
プログレ・TNY国際法律事務所を設立し代
表社員に就任。16年にタイにてTNY Legal 
Co., Ltd.を共同代表として設立。TNYグルー
プのマレーシア、イスラエル、メキシコ、エスト
ニアの各オフィスの共同代表も務める。

TNY国際法律事務所

URL：ht tp : / /www. tny- lega l .com/
C o n t a c t： i n f o @ t n y - l e g a l . c o m

（
本
意
匠
）と
、こ
れ
に
類
似
す
る
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ン（
関
連
意
匠
）を
と
も
に

保
護
可
能
と
す
る「
関
連
意
匠
制
度
」が
存

在
す
る
が
、タ
イ
に
は
こ
の
よ
う
な
制
度
は

存
在
し
な
い（
た
だ
し
、所
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
、同
一出
願
人
で
あ
れ
ば
互
い
に
類
似
す

る
意
匠
の
登
録
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る
）。タ
イ
で
は
、こ
の
点
の
法
改
正
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。

（
３
）一
意
匠
一
出
願

　
日
本
も
タ
イ
も
原
則
と
し
て
、一つ
の
意
匠

出
願
に
つ
き
一つ
の
意
匠
し
か
記
載
す
る
こ
と

は
で
き
な
い（
一意
匠
一出
願
）。

　
た
だ
し
日
本
で
は
、セ
ッ
ト
物
の
物
品

（
フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
セ
ッ
ト
等
）で
、全
体
と

し
て
統
一が
あ
る
場
合
に
限
り
、そ
の
よ
う
な

セ
ッ
ト
を
一
意
匠
と
し
て
出
願（「
組
物
の
意

匠
」と
い
う
）す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
例

外
が
あ
る
。

　
一
方
で
、タ
イ
に
は
こ
の
よ
う
な
例
外
は

な
い
。

（
４
）出
願
公
開

　
日
本
に
お
い
て
公
開
さ
れ
る
意
匠
公
報

は
、原
則
と
し
て
、意
匠
登
録
と
な
り
権
利

化
さ
れ
る
も
の
の
み
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

意
匠
出
願
が
審
査
の
結
果
拒
絶
さ
れ
、登

録
に
な
ら
な
い
出
願
に
つ
い
て
は
公
開
さ
れ

な
い
。

　
一
方
で
タ
イ
で
は
、方
式
審
査
を
通
過
し

た
出
願
で
、公
開
費
用
を
納
付
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
す
べ
て
公
開
さ
れ
る（
登
録
段
階
に

発
行
さ
れ
る「
登
録
公
報
」は
存
在
し
な

「
製
品
に
特
別
な
外
観
を
与
え
、工
業
製
品

ま
た
は
手
工
芸
製
品
に
対
す
る
型
と
し
て
役

立
つ
線
ま
た
は
色
の
形
態
ま
た
は
構
成
」（
タ

イ
特
許
法
３
条
）と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　具
体
的
な
制
度
の
違
い

　　
日
本
の
意
匠
制
度
と
タ
イ
の
意
匠
制
度

に
は
以
下
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
。

　（１
）権
利
期
間

　
意
匠
権
の
存
続
期
間
は
、日
本
は「
出
願

日
か
ら
25
年
」で
あ
る（
日
本
意
匠
法
21

条
）。一
方
で
、タ
イ
は「
出
願
日
か
ら
10
年
」

と
短
い（
タ
イ
特
許
法
62
条
）。

（
２
）部
分
意
匠
制
度・関
連
意
匠
制
度

　
日
本
に
は
、独
立
し
た
製
品
の
う
ち
一
部

分
の
み（
例
え
ば
、自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル
部
分

の
み
）を
意
匠
と
し
て
保
護
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
を「
部
分
意
匠
制
度
」

と
い
う
が
、タ
イ
に
は
こ
の
制
度
が
存
在
し
な

い（
た
だ
し
、独
立
し
た
部
品
と
し
て
流
通
可

能
な
物
品
に
つい
て
は
、そ
の
部
品
単
体
で
出

願
が
可
能
で
あ
る
）。な
お
タ
イ
に
お
い
て

は
、こ
の
点
の
法
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、日
本
で
は
メ
イ
ン
と
な
る
デ
ザ
イ
ン

　当
職
担
当
の
回
で
は
タ
イ
の
知
的
財
産

権
法
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
て

い
る
。

　今
回
は
タ
イ
の
知
的
財
産
制
度
に
お
け

る「
意
匠
制
度
」に
つ
い
て
、日
本
と
比
較
し

つ
つ
解
説
す
る
。意
匠
制
度
に
基
づ
い
て
発

生
す
る「
意
匠
権
」は
、特
許
権
と
同
様
に

知
的
財
産
権
の一
種
で
あ
り
、特
に
物
品
の

デ
ザ
イ
ン
面
を
保
護
す
る
権
利
で
あ
る
。

意
匠
の
定
義

　
日
本
に
お
い
て
、意
匠
と
は
、「
物
品（
物

品
の
部
分
を
含
む
。以
下
同
）の
形
状
、模
様

も
し
く
は
色
彩
も
し
く
は
こ
れ
ら
の
結
合

（
以
下「
形
状
等
」）、建
築
物（
建
築
物
の
部

分
を
含
む
。以
下
同
）の
形
状
等
ま
た
は
画

像（
機
器
の
操
作
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
ま

た
は
機
器
が
そ
の
機
能
を
発
揮
し
た
結
果

と
し
て
表
示
さ
れ
る
も
の
に
限
り
、画
像
の

部
分
を
含
む
）で
あ
っ
て
、視
覚
を
通
じ
て
美

感
を
起
こ
さ
せ
る
も
の
」と
定
義
さ
れ
て
お

り（
日
本
意
匠
法
２
条
１
項
）、「
意
匠
法
」

と
い
う
独
立
し
た
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、タ
イ
に
お
い
て
は
独
立
し
た「
意
匠

法
」と
い
う
法
律
は
存
在
せ
ず
、特
許
法
の一

部
に
お
い
て「
意
匠
特
許
」と
い
う
形
で
意
匠

が
保
護
さ
れ
て
い
る
。タ
イ
に
お
け
る
意
匠
は

い
）。そ
の
た
め
、最
終
的
に
拒
絶
さ
れ
、意
匠

権
が
発
生
し
な
い
出
願
に
つ
い
て
も
公
開
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
。

（
５
）図
面

　
や
や
実
務
的
な
話
に
な
る
が
、日
本
に
お
い

て
特
許
出
願
を
す
る
場
合
、基
本
的
に
は
六

面
図（
正
面
図・背
面
図・平
面
図・底
面
図・

右
側
面
図・左
側
面
図
）の
み
を
記
載
す
れ
ば

足
り
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、タ
イ
に
お
い
て
は
、こ
れ
に

加
え
て
斜
視
図
が
必
須
と
さ
れ
る
た
め
注
意

が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、日
本
に
お
い
て
提
出

す
る
こ
と
も
多
い
、断
面
図
等
の
参
考
図
は

提
出
で
き
な
い
。

 

知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
タ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
法
務

インテリジェンス・リレー連載

タ
イ
の
意
匠
制
度
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GDMからの紹介の方には上記サービスに加え、下記をサービス！

お部屋探しならディアライフ！

デポジット
長期立替

成約特典が盛りだくさん！成約特典が盛りだくさん！

GDM紹介プロモーション！GDM紹介プロモーション！さらに！

＋

引っ越し費用負担

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

インターネットTV
1年間無料

インターネットTV
1年間無料

＋

or

１１特典 法人企業さま向け

イメージキャラクター
ぱんちゃん璃奈
イメージキャラクター
ぱんちゃん璃奈

ご退去まで専任の日本人チームがサポート
全物件「住宅保険」付き
「セレッソ大阪サッカースクール・バンコク校」ご優待
タイで使える携帯電話の基本料金が半額、「ベリーモバイル」ご優待
「ムエタイ×フィットネス“Migaku”」ご優待

※法人専属契約企業様は２つお選びいただける場合がございます。

さらに１つ
選べる特典

● 引っ越し代サービス                  ● JALマイルが貯まる
● ウォーターサーバー（レンタル）　● 空気清浄機（レンタル）
● 日本のテレビが見られるインターネットテレビプレゼント

※特典1のサービス提供は別途法人契約が必要になりますので詳細はディアライフ社までお問い合わせください
※サービスプロモーションは予告なく変更となる場合もございます。予めご了承ください。

特典 駐在員さま向け２２

メリット デメリット

・ 金額、返済期間、利息等の決定が
比較的自由に行える

・ 契約通貨を選択できるため、為替
リスクをどちらが負担するかを決
められる

・ 借入に対して支払い利息が発生
する

・ 利息返済時、支払い利息に対して
15％の源泉税が発生する

・ 親子ローン等においては利率の
決定で移転価格税制や寄付金認
定リスクがある

・ 元本の返済がない
・ 株主配当として利益の分配を行う
ので長期的な資金調達が可能

・ 支払い利息が発生しない

・ BOI等の恩典を受けておらず、タイ
資本が過半数でなければならな
い外国人事業法の規制業種につ
いては、タイ資本側も増資の引き
受けが必要

・ 増資登記が必要なため事務作業
が発生する

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
多
く
の
企
業

が
財
務
面
で
の
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、ど
の
よ
う
に
資
金
調
達
を
行
え

ば
よ
い
の
か
、頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
財
務
計

画
の
中
で
、「
増
資
」も
し
く
は「
借
入
」の

ど
ち
ら
の
選
択
が
最
良
な
判
断
と
な
る
の

か
、そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
を

解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　
タ
イ
で
外
資
1
0
0
％
が
可
能
な
企
業

は
選
択
肢
が
広
が
り
ま
す
が
、外
国
人
事

業
法
の
適
用
を
受
け
る
B
O
I
認
可
を

持
た
な
い
企
業
や
商
社
業
、サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
の
企
業
は
株
主
の
過
半
数
を
タ
イ
企
業

や
タ
イ
人
が
占
め
る
必
要
性
が
あ
る
た

め
、規
制
に
抵
触
し
な
い
形
で
資
金
調
達

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、外
国
人
事
業
法
の
適
用
を

受
け
る
企
業
で
は
借
入
の
選
択
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

債
務
を
株
式
化
す
る
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ

テ
ィ・ス
ワ
ッ
プ（
D
E
S
）が
現
在
タ
イ
で

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、負
債
を
資
本

に
振
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
借
入
金
の
返
済
が
難
し
く
な
っ
た
場

合
、日
本
側
が
債
権
放
棄
を
す
る
と
タ
イ

側
で
は
債
務
免
除
益
が
計
上
さ
れ
、利
益

が
発
生
し
て
法
人
税
が
課
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

聞
き
た
く
て
も
聞
け
な
か
っ
た
、タ
イ
の
税
金
事
情

増
資
と
借
入
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

www . j g a . a s i a

言葉、文化を超えてグローバル日系企業が
本業に専念できる環境を提供します。

業務内容
 記帳代行／月次決算、財務諸表作成／税務相談、コンサルティング
各種税務申告書作成／給与、社会保険業務
スポット業務（還付請求、デューデリジェンス、Ｍ＆Ａ他）

Thai Office
10/183 (2402) 24Floor, The trendy Building, 
Sukhumvit Soi 13   TEL: 02-168-6225
Japan Office
＜はらしま会計事務所＞　2006年7月設立。日本国内の税務業務
及び各種コンサルティングの他、タイ進出企業の日本本社向けに総
合コンサルティングサービスを提供。
J  Glocal  Accounting社の日本オフィスとしての役割を担う。

大学卒業後、証券化に特化した会計事務所
勤務を経て2009年来タイ。大手日系会計事
務所で５年間勤務し、日系金融機関ほか多く
の日系企業の会計・税務・監査業務に従事
する。13年12月、J Glocal Accounting 
Co.,Ltd.を設立、タイと日本の会計・税務の専
門家として日系企業へのサポートを行う。

J Glocal Accounting Co., Ltd.
Managing Director

坂田 竜一

　
長
期
的
も
し
く
は
短
期
的
な
損
益

計
算
書
へ
の
影
響
や
通
貨（
為
替
リ
ス

ク
）な
ど
、複
数
の
観
点
か
ら
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
洗
い
出
し
、比
較
を
行
っ

た
上
で
資
金
調
達
計
画
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
中
長
期
的
な
計
画
に
基
づ
き
、メ
リ
ッ

ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
増
資
か
借
入

の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
、グ
ル
ー
プ
企

業
全
体
に
と
っ
て
デ
メ
リ
ッ
ト
が
発
生
し

な
い
よ
う
な
判
断
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

増 資

借 入
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GDMのワンストップサービス

GDM アジア
詳しくは弊社Webをご覧ください

GDM(Thailand)Co.,Ltd.
57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211, Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDMならここまで無料でご対応！

バンコクの魅力あるオフィス物件を効率的に検索し、お
客様のニーズに合ったオフィス探しをサポートします。

バンコクオフィスサーチ

物件を検索するなら

「シンプルなオフィス探しを」をコンセプトに、バンコク
の魅力あるオフィス物件をご紹介いたします。

バンコクオフィスナビ

物件の詳細を知りたいなら

360度カメラでオフィスを一望！

内装施工
アイシン精機 様
赤城乳業 様
AdAsia 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
伊藤忠エネクス 様
ウエストホールディングス 様
宇徳 様
宇部興産機械 様
エクセディー 様
NECプラットフォームズ 様
エフティコミュニケーションズ 様
王子製鉄 様
京セラ 様
群馬銀行 様
湖池屋 様
コナミホールディングス 様
JXTGエネルギー株式会社 様

JALUX 様
住友重機械工業 様
住友商事マシネックス 様
帝人 様
トヨタ自動車 様
トヨタ車体精工 様
日揮 様
日工 様
日本バルカー工業 様
パナソニック デバイスSUNX 様
ビジネスブレイン太田昭和 様
日立ソリューションズ 様
古河電気工業 様
三菱電機 様
三菱マテリアル 様
ムトー精工 様
UACJ 様　  他

１００件以上の実績 不動産仲介
アムテック 様
アルプス物流 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
井関農機 様
KGK 様
湖池屋 様
古河電気工業 様
古河電工オートモーティブシステムズ 様
コナミアミューズメント 様
コマツ製作所 様
コメリ 様
JXTGエネルギー 様
住友重機械工業 様
住友商事マシネックス 様
積水プラスティック 様
東プレ 様

戸上電機製作所 様
トヨタ車体精工 様
日本ガイシ 様
日本コムサ 様
野村総合研究所 様
野村貿易 様
パナソニックデバイスSUNX 様
BizWings 様
FOMM 様
福島工業 様
不二越 様
北國銀行 様
三菱UFJリサーチ&コンサルティング 様
名港海運 様
モンスターラボ 様　他

96万㎡以上の取引面積実績

オ
フ
ィ
ス
物
件
探
し
か
ら
内
装
ま
で

窓
口
１
つ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

問
い
合
わ
せ

総
コ
ス
ト
概
算

候
補
物
件
探
し

物
件
内
覧

契
約

オ
フィ
ス
デ
ザ
イ
ン

物
件
引
き
渡
し

内
装
施
工

家
具
搬
入

移
転
完
了

移
転
後
登
記

窓口が１つのメリットは？Q

不動産、内装、家具、IT、引越し等を個別
に依頼された場合、各項目間での連携や
調整が頻繁に発生するため、お客様の業
務負担は多大になります。一部の項目で
も窓口をまとめられることで煩わしい業
務の負担を軽減できます。もちろん部分
項目でのご依頼も承ります。

A

コロナの影響で
賃料相場に影響は？

Q

バンコクのオフィスビルの空室
率増加により、物件の広さにも
よりますが条件交渉はコロナ禍
前より容易な状況です。まずは
各ご要望をヒアリングのうえ、物
件リストを提出いたします。

A

在宅勤務スタッフ増加のため、
実質必要なオフィスの広さは？

Q

スタッフ一人当たりのオフィスの必要面
積はおおよそ８㎡～12㎡になります。必
要なお部屋数や在宅勤務スタッフの出
勤頻度等を基にお客様に合わせた必要
面積を算出いたします。

A

移転費用の総額は
いくらになるの？

Q

新設オフィス内装費用、既存オフィス原
状回復費、ネット通信関係費用、家賃重
複期間の賃料、追加家具、引越し費等、
移転にかかる想定総額レンジをお客様
の条件に合わせてシミュレーションいた
します。

A

移転にはどれくらいの期間が必要？Q

物件探しから賃貸契約締結に平均3ヵ月前後、内
装準備と施工に3ヵ月前後の都合6ヵ月が目安にな
ります。

A

ご
要
望
に
合
っ
た
オ
フ
ィ
ス
物
件
リ
ス
ト
作
成
、賃
貸
借
契
約
仲
介
、レ
イ
ア
ウ
ト

作
成
か
ら
施
工
ま
で
G
D
M
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
お
客
様
の
業
務
負
担
を

軽
減
い
た
し
ま
す
。移
転
の
是
非
を
ご
検
討
中
の
お
客
様
へ
は
、ま
ず
移
転
に
か
か

る
総
コ
ス
ト
を
算
出
い
た
し
ま
す
の
で
判
断
材
料
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

物件探し

コスト算出

内装施工

移
転
時
の
コ
ス
ト
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
無
料
実
施
中
！

タイで

１０年１０年
の実績

オフィスに関することなら
なんでもお気軽にご相談ください！

オフィス不動産と内装の専門家が対応いたします！

担当:山本 088-572-4998info@gdm-asia.com

ご希望のエリアやスタッフ数、
オフィスの状況をヒアリングした上で、

コスト算出を行います
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　世界銀行は７月15日、タイの21
年の経済成長率予測を３月時点
の3.4％から2.2％に引き下げ、22
年の見通しについては4.7％から
5.1％に引き上げたと発表した。同
月20日には、アジア開発銀行
（ADB）が21年の経済成長率予測
を４月時点の3.0％から2.0％に、
22年の見通しを4.5％から4.9％に
修正。また、同月25日には国際通貨
基金（IMF）が21年の経済成長率
予測を４月時点の2.6％から2.1％
に、22年の見通しを5.6％から
6.1％に修正した。
　なお、タイ中央銀行（BOT）は８
月４日、21年と22年の経済成長率
予測について、それぞれ６月時点の
1.8％と3.9％から、0.7％と3.7％に
下方修正している。

　タイ投資委員会（BOI）は７月22
日に「５つの効率向上措置に基づ
くBOI恩典」と題したウェビナーを
開催し、生産効率を向上する措置
に係る恩典の概要、審査基準、およ
び申請手続について説明を行っ
た。投資奨励対象業種の既存事業
で、次の５つの措置を講じる事業
は、機械輸入税免除や法人所得税
３年免除の恩典付与対象となる。
　１）省エネ、代替エネルギー使
用、または環境負荷軽減、２）生産

効率向上のための機械、自動化シ
ステム、またはロボット導入等機械
の入れ替え、３）研究開発またはエ
ンジニアリングデザイン、４）国際的
な持続可能性認証の取得を目指
したアップグレード、５）デジタル技
術の導入。
　法人所得税３年免除について
は、既存事業の収入が免除対象
で、土地代および運転資金を除く
生産効率向上のための投資金額
の50％が上限となる。その他の恩
典付与条件は、最低投資金額が
100万バーツ（中小企業の場合は
50万バーツ、タイ資本が51％以上
であること等）、奨励証書発給日か
ら３年以内に計画通りに投資を完
了すること、22年の最終営業日まで
に申請を行うこと等。

　BOIは８月９日、21年上半期の
投資申請統計を発表した。新規申
請額は3,862億バーツで、前年同
期比2.6倍となった。申請件数は同
13.8％増の801件だった。業種別
ではサービス・インフラが最も多く
1,730億バーツ、電気・電子機器が
620億バーツ、化学・紙が530億
バーツと続いた。サービス・インフラ
への申請額のうち7割が発電事業
によるもので同産業をけん引した。
海外直接投資（FDI）の新規申請
額は、前年同期比3.9倍の2,787億
バーツだった。国・地域別では、日
本が428億バーツ、87件で首位

だった。

　NESDCは８月16日、21年第2四
半期の経済成長率が前年同期比
7.5％増であったと発表。プラス成
長は19年第４四半期以来、６四半
期ぶり。物品輸出が好調だったこと
に加え、耐久消費財の消費が拡大
した民間消費支出、また民間投資
が伸びをけん引した。
　一方で、公共投資と政府支出は
伸びが鈍化、サービス輸出につい
ては前期に続きマイナスだった。業
種別では、製造業が輸出や国内需
要の回復等を受け同16.8％増だっ
たほか、ホテル・飲食業が前年同期
が低水準だった反動で同13.2％
増となった。また、同期の失業率は
1.9％で、前期および前年同期の
2.0％からわずかに改善した。
　なお、21年上半期の経済成長
率は同2.0％増だった。21年通年
の経済成長率に関しては、５月時
点の予測値の前年比1.5～2.5％
増から、同0.7～1.2％増へと下方
修正された。

　タイ政府は８月24日の閣議にて
付加価値税（VAT）の税率７％の
適用期間について、期限となってい
る今年の９月末よりさらに２年間延
長し、23年９月末までとすることを
承認した。VATの税率は法律で
10％と定められているものの、長ら
く暫定税率７％が適用されており、
10％への移行は先送りされ続けて
いる。

　タイ政府は８月28日、非常事態
令９条に基づく決定事項（第32
号）を発令した。これにより９月１日
以降、バンコクを含む「最高度厳格
管理地域」の29都県で、条件を満
たした飲食店での店内飲食や、百
貨店、美容院等の営業再開が可
能になった。一方で、夜間外出禁止
令（21時～４時）は解除されておら
ず、各店舗の営業時間も20時まで
となっている。
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【免責】当レポートに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。当レポートは単に情報提供を目的に作成されており、その正確性を当社
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SBCSは三井住友フィナンシャルグループが出資する、
SMBCグループ企業です。1989年の設立以来、
日系企業のお客さまのタイ事業を支援しております。

　
２
０
１
１
年
の
大
洪
水
か
ら
10
年

に
な
る
。あ
れ
以
来
、10
月
が
近
付

く
と
ダ
ム
の
水
量
が
気
に
な
り
、ほ

ぼ
毎
日
チ
ェッ
ク
し
て
い
る
。

　
９
月
末
時
点
で
巨
大
ダ
ム
の
貯
水

量
に
は
余
裕
が
あ
る
が
、大
雨
の
影

響
で
い
く
つ
か
の
都
市
で
洪
水
が
発

生
し
た
。雨
季
は
５
月
頃
に
始
ま
り

10
月
頃
に
終
わ
る
。し
か
し
降
水
量

が
多
く
な
る
の
は
９
月
、10
月
。

　
ま
た
、こ
の
時
期
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

付
近
で
発
生
し
た
台
風
が
、ベ
ト
ナ

ム
側
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
入
っ

て
き
て
タ
イ
に
ま
と
ま
っ
た
雨
を
降

ら
す
。

　
10
年
前
も
こ
の
時
期
に
相
次
い
で

や
っ
て
き
た
台
風
や
低
気
圧
が
、大

量
の
雨
を
降
ら
し
た
こ
と
が
悲
劇
に

繋
が
っ
た
。も
っ
と
も
、タ
イ
政
府
の

洪
水
対
策
が
後
手
に
回
っ
た
の
も
確

か
だ
。

　「
軍
が
土
嚢
を
積
ん
で
工
業
団
地

を
守
る
か
ら
大
丈
夫
」。

　
そ
ん
な
タ
イ
政
府
首
脳
の
言
葉

も
虚
し
く
、次
々
と
工
業
団
地
が
浸

水
し
て
いっ
た
。あ
の
時
の
首
脳
の
言

葉
が「
時
間
を
稼
ぐ
か
ら
、早
急
に

モ
ノ
を
高
い
と
こ
ろ
に
移
動
さ
せ
て
」

だ
っ
た
ら
被
害
は
軽
減
で
き
た
か
も

し
れ
な
い
。少
な
く
と
も
パ
ソ
コ
ン
の

デ
ー
タ
ぐ
ら
い
は
守
れ
た
だ
ろ
う
。

　
当
時
、タ
イ
に
い
た
多
く
の
人
々

が
得
た
教
訓
は「
自
分
で
信
頼
で
き

る
情
報
を
収
集
し
、自
己
の
責
任
で

早
め
に
判
断
す
る
」と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。

　
復
興
後
に
多
く
の
企
業
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、「
数
キ

ロ
北
の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
決
め
、

そ
こ
が
洪
水
し
た
ら
代
替
生
産
地

と
決
め
て
い
る
場
所
へ
搬
出
を
開
始

す
る
。当
該
地
点
の
状
況
は
社
員
を

派
遣
し
て
確
認
す
る
」と
い
っ
た
対

策
を
講
じ
て
い
る
企
業
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。

　
タ
イ
の
国
土
面
積
は
日
本
の
１・

４
倍
だ
が
、日
本
は
国
土
の
３
分
の

２
が
森
林
で
あ
る
の
に
対
し
、タ
イ

は
３
分
の
１
程
度
。森
林
以
外
の
大

部
分
が
平
地
の
た
め
、タ
イ
の
方
が

圧
倒
的
に
活
用
で
き
る
土
地
が
多

い
。

　
バ
ン
コ
ク
の
高
層
ビ
ル
か
ら
山
が

見
え
な
い
こ
と
に
気
が
付
い
て
い
る

方
も
多
い
だ
ろ
う
。水
平
線
の
向
こ

う
ま
で
平
ら
だ
。

　
例
え
ば
バ
ン
コ
ク
か
ら
ア
ユ
タ
ヤ
ま

で
直
線
距
離
で
約
1
0
0
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
あ
る
が
、ア
ユ
タ
ヤ
の
海
抜
は
数

メ
ー
ト
ル
し
か
な
い
。東
京
駅
か
ら

直
線
距
離
で
1
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
同
心
円
を
描
く
と
富
士
山
頂
あ

た
り
を
通
る
。タ
イ
は
国
土
が
恐
ろ

し
く
平
坦
だ
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ

て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
た
め
洪
水
す
る
と
排
水
に
時

間
が
か
か
る
。10
年
前
は
７
ヵ
所
の

工
業
団
地
が
被
災
し
た
が
、多
く
の

工
業
団
地
で
排
水
完
了
に
１
ヵ
月
以

上
を
要
し
た
。

　
タ
イ
の
国
土
は
プ
レ
ー
ト
の
上
に

あ
る
た
め
地
震
が
少
な
い
。冬
も
な

い
の
で
コ
メ
は
２
回
か
３
回
作
れ
る
。

耕
作
可
能
な
土
地
も
多
い
。人
口
は

日
本
の
半
分
程
度
し
か
い
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、非
常
に
恵
ま
れ
た

土
地
だ
。

　
そ
の
代
償
と
し
て
洪
水
リ
ス
ク
が

存
在
し
て
い
る
。あ
れ
か
ら
10
年
が

経
過
し
て
当
時
の
こ
と
を
知
っ
て
い

る
人
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
。こ
の

節
目
に
過
去
の
経
験
を
学
び
な
お

す
の
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動

が
危
惧
さ
れ
る
今
日
、万
が
一の
時
に

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が

あ
る
は
ず
だ
。

　
タ
イ
国
家
経
済
社
会
開
発
委
員
会（
N
E
S
D
C
）は
８
月
16
日
、2
0
2
1
年
第
２
四
半
期
の
経
済
成

長
率
が
前
年
同
期
比
７・５
％
増
で
あ
っ
た
と
発
表
。プ
ラ
ス
成
長
は
19
年
第
４
四
半
期
以
来
、６
四
半
期

ぶ
り
。物
品
輸
出
が
好
調
だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、耐
久
消
費
財
の
消
費
が
拡
大
し
た
民
間
消
費
支
出
、ま
た

民
間
投
資
が
伸
び
を
け
ん
引
し
た
。21
年
通
年
の
経
済
成
長
率
に
関
し
て
は
、５
月
時
点
の
予
測
値
の
前

年
比
１・５
〜
２・５
％
増
か
ら
、同
０・７
〜
１・２
％
増
へ
と
下
方
修
正
さ
れ
た
。

タイ を深 く知るコラム

大
洪
水
か
ら
10
年

Vol.

10 タイ

SBCS Co., Ltd.
Manager, Business
Promotion Division

長谷場 純一郎

奈良県出身。2000年東京理
科大学（物理学科）卒業。日
本貿易振興機構（ジェトロ）入
構。山形事務所などに勤務し
た後、10年チュラロンコン大
学留学（タイ語研修）。12年
から18年までジェトロ・バンコ
ク勤務。19年5月より現職。
    jhaseba@sbcs.co.th
    www.sbcs.co.th 

2 0 2 1

■ NESDC経済予測値（21年８月16日発表）

＊（出所） タイ中央銀行

   2018 2019 2020 2021（予測）
  景気･物価動向（前年比増減率：％）
 実質経済成長率 4.2 2.3 ▲ 6.1 0.7-1.2
 民間消費  4.6 4.0 ▲ 1.0 1.1
 政府消費  2.6 1.7 0.9 4.3
 投資  3.8 2.0 ▲ 4.8 5.4
 インフレ率　 1.1 0.7 ▲ 0.8 1.0-1.5
  貿易動向（10億米ドル、前年比増減率：％）
 輸出額  251.1 242.7 227.0 263.7
  （％） 7.5 ▲3.3 ▲ 6.5 16.3
 輸入額  228.7 216.0 186.1 224.5
  （％） 13.7 ▲5.6 ▲ 13.8 20.1
 経常収支  28.4 38.2 17.6 ▲ 10.3
  （対GDP比：％） 5.6 7.0 3.5 ▲ 2.0
＊ 外貨準備高 205.6 224.3 258.1 n.a
＊ 財政収支（対GDP比：％） ▲ 2.5 ▲ 1.8 ▲ 6.1 n.a
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無
事
に
D
D
を
終
え
、東
都
産
業
で
は
先
方

と
の
最
終
契
約
交
渉
の
た
め
の
S
P
A
※
1

作
成
を
進
め
て
い
た
。

　
最
重
要
項
目
の
一
つ
で
あ
る
譲
渡
価
格
に

関
し
て
は
、イ
ン
カ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
※
2
に
よ

る
B
社
の
1
0
0
%
株
式
価
値
は
８
〜
13
億

円
、同
様
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
10

〜
15
億
円
と
計
算
さ
れ
た
。

　
初
期
の
想
定
金
額
は
10
〜
15
億
円
だ
っ
た

が
、D
D
を
踏
ま
え
相
場
よ
り
安
く
借
り
て

い
る
オ
ー
ナ
ー
所
有
の
倉
庫
レ
ン
タ
ル
料
の

調
整
や
、足
元
の
市
場
環
境
を
踏
ま
え
た
事

業
計
画
上
の
売
上
調
整
な
ど
に
よ
り
、株
式

価
値
の
レ
ン
ジ
は
当
初
よ
り
や
や
下
方
向
に

広
が
っ
た
。

　「
２
つ
の
価
値
評
価
ア
プ
ロ
ー
チ
を
組
み

合
わ
せ
る
と
B
社
価
値
は
広
義
に
は
８
〜

15
億
円
、狭
義
で
は
10
〜
13
億
円
と
な
る
こ

と
は
分
か
り
ま
し
た
。こ
れ
を
基
に
し
た
先

方
へ
の
提
示
価
格
は
ど
の
よ
う
に
決
め
る

の
が
一
般
的
で
し
ょ
う
か
」
。
佐
藤
が

D
eloitte

谷
口
に
尋
ね
る
。

　「
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、ま
ず
は
交

渉
ご
と
と
し
て
、我
々
の
バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

金
額
の
広
義
の
下
限
８
億
円
で
先
方
に
提
示

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、当
初

10
〜
15
億
円
と
い
う
こ
と
で
先
方
の
ソ
ム

チ
ャ
イ
氏
と
も
目
線
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
当
初
の
目
線
か
ら
下
振
れ
し
た
価
格
を
提

示
す
る
場
合
、か
な
り
丁
寧
な
説
明
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、８
億
円
と
い
う
金
額
の
前
提

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
タ
イ
の

経
済
活
動
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
低
迷
す
る

前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
長
期
的

な
ト
レ
ン
ド
は
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、先
方
に
納
得
し
て
も
ら
う
の
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。さ
ら
に
本
件
後
も
ソ
ム

チ
ャ
イ
氏
に
は
一
定
期
間
残
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
意
向
が
こ
ち
ら
に
は
あ
る
の
で
、低
い
価

格
を
提
示
し
た
結
果
、彼
と
の
関
係
を
悪
化

さ
せ
る
の
は
避
け
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
す
。

　
従
っ
て
、ま
ず
は
当
初
提
示
し
て
い
た
価

格
の
下
限
で
あ
る
10
億
円
を
提
示
す
る
と
い

う
こ
と
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」。

　
佐
藤
が
尋
ね
る
。

　「
ア
ド
バ
イ
ス
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

他
条
件
含
め
本
社
に
も
ま
と
め
て
確
認
し
ま

す
が
、一
旦
10
億
円
で
い
き
ま
し
ょ
う
。そ
の

他
、営
業
キ
ー
マ
ン

及
び
オ
ー
ナ
ー
の
リ

テ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
記

載
し
ま
し
ょ
う
か
」。

　「
人
の
問
題
も
ど

こ
ま
で
交
渉
し

S
P
A
に
記
載
す
る

か
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
な
の
で
す
が
、ま

ず
オ
ー
ナ
ー
の
ソ
ム

チ
ャ
イ
氏
に
つ
い
て

本
件
取
引
後
１
年
で

引
退
し
た
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、２

年
間
は
残
っ
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
そ
う

で
す
。Ｄ
Ｄ
で
判
明

し
た
通
り
、Ｂ
社
の

事
業
は
ソ
ム
チ
ャ
イ

氏
個
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
依
存
し
て

い
る
部
分
が
そ
れ
な

り
に
あ
り
そ
う
で
す

の
で
。ま
た
、引
退
後

の
競
業
避
止
義
務
※

3
に
つ
い
て
も
念
の
た
め
規
定
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
他
方
、そ
の
他
の
営
業
キ
ー
マ
ン
に
つ
い
て

は
一
般
従
業
員
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、Ｓ
Ｐ
Ａ
上
で
も
少
し
手
当
を
し
つ
つ
、主

に
は
Ｐ
Ｍ
Ｉ
と
し
て
貴
社
買
収
後
の
リ
テ
ン

シ
ョ
ン
計
画
を
別
途
考
え
ま
し
ょ
う
」。

D
eloitte

谷
口
が
回
答
す
る
。

　
そ
の
後
、東
都
産
業
か
ら
提
示
し
た
条
件

を
基
に
し
た
交
渉
が
何
度
か
行
わ
れ
、無
事

に
Ｓ
Ｐ
Ａ
締
結
・
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。最
終
的
に
、オ
ー
ナ
ー
で
あ
る

ソ
ム
チ
ャ
イ
氏
に
は
２
年
間
残
留
し
て
も
ら

い
、事
業
の
引
継
ぎ
を
し
っ
か
り
と
し
て
も
ら

う
こ
と
等
を
条
件
に
、譲
渡
価
格
に
つ
い
て

は
11
億
円
と
東
都
産
業
が
ソ
ム
チ
ャ
イ
氏
に

少
し
歩
み
寄
っ
た
形
で
決
着
し
た
。

　
こ
れ
で
M
&
A
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
一
旦

の
ゴ
ー
ル
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、Ｂ

社
運
営
と
い
う
意
味
で
は
今
か
ら
が
本
番
で

あ
る
。東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
間
層
の
獲

得
を
踏
ま
え
た
事
業
拡
大
と
い
う
買
収
当
初

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
、東
都
産
業
の

奮
闘
は
も
う
少
し
続
き
そ
う
で
あ
る
。

　皆様こんにちは、Deloitte谷口です。ス
トーリーで学ぶM&Aの基礎シリーズ。第5回
となる今回は、DDを踏まえたバリュエーショ
ン及び最終契約交渉についてです。DDで
判明した事項を基にバリュエーションを行
い、最終的な契約条件に関する討議を行い
ます。DDからバリュエーションを踏まえた契
約への一連の繋がりについて、少しでもイ
メージを持っていただけると幸いです。

Ｍ＆Ａの基礎
ストーリーで学ぶ

佐藤
経営管理部長

譲渡価格以外の諸条件も合意の上
で最終的な契約締結になると思い
ますが、最終契約には価格以外にど
のような事項を記載することが一般
的なのでしょうか。

長谷川
経営管理部員

DDを踏まえ、いよいよ会社の譲
渡価格の検討ですが、バリュエー
ションと言っても色々な方法があ
るのですね。

谷口
デロイト

それぞれの方法にメリット・デメ
リットがあり唯一の絶対的なバ
リュエーション手法はないのが現
状です。M&Aにおいては、インカム
アプローチ（DCF法）とマーケット
アプローチから算出される価格レ
ンジを参考に、譲渡価格を検討す
ることが多いです。

譲渡価格以外ですと、譲渡代金の支
払い方法、クロージングに関する事
項（クロージングの前提条件や双方
の義務など）及び売り手による表明
保証、また、オーナー企業の場合は
オーナーの残留期間や残留中の処
遇などについて合意・記載されるこ
とが一般的です。

東都産業（タイランド）

用語解説と実務上のポイント

(注)上記M&Aのプロセスは、他の書籍/メディアによって文言等が異なる場合がある。

図表１：M&Aの一般的なプロセス
Post PhaseDeal PhasePre M&A Phase戦略立案

PMI
（Post Merger
Integration）

クロージング契約交渉デューデリ
ジェンス基本合意追加検討

初期検討/
ターゲット
選定

M&A戦略の
検討

案件持ち込み/
発掘

NDAの
締結

社内
稟議

NBO/MOUの
提示/締結

買収契約書の
提出

買収契約書の
締結

Deloitte Touche Tohmatsu Jaiyos Co. Ltd.
Financial Advisory
AIA Sathorn Tower, 23rd ‒ 27th, Floor11/1
South Sathorn Road Yannawa, Sathorn
Tel：080-296-0250
E-mail：jumtaniguchi@deloitte.com

Deloitteは会計・財務・税務・M&A等の
サービスを世界各国で行うプロフェッショ
ナルグループの一つであり、当方自身は
主にタイの日系企業様向けにM&Aやリス
トラクチャリング/再編に係るサービス提
供を行っております。

バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

Vol.５

2016年にデロイトトーマツ入
社。20年よりタイ駐在となり、
現在は日系企業向けM&Aや
事業再編等の各種サービス
提供。

谷口 純平

通常M&Aにおいては、マーケット・アプローチとインカム・アプローチを組み合わせて、株式価値を算定することが多い。
図表２：バリュエーションの種類

評価手法

市場株価法 上場企業の株価を株式価値とする方法 上場企業のみ適用可能

類似会社比較法 業種・ 規模によっては 、 類似会社の選定が困難

類似取引比較法 類似事例の選定が困難（あまり使われない）

説 明 留意点※１　SPA（Share Purchase Agreement）
／株式譲渡契約書
　株式譲渡取引における当事者間の
全ての合意事項が記載された契約書。

※２　インカムアプローチとマーケット
アプローチ
　バリュエーションにおける価値の評
価方法であり、M&Aにおいては最も代
表的なアプローチである。
　インカムアプローチは、将来獲得す
ることが期待される利益やキャッシュフ
ローに基づき対象会社/事業を評価す
る方法であり、代表的なものにDCF法
がある。マーケットアプローチは、上場
している同業他社や類似取引事例など
と比較することによって対象会社・事業
を評価する方法である。各アプローチ
それぞれに利点・難点があることから、
複数のアプローチを組み合わせて最
終的な提示価格を検討することが一般
的。いずれも、詳細については図表２参
照。

※３　競業避止義務
　M&Aにおいて競業避止義務と使う
場合、一般的にクロージング後に売り
手・オーナーに課される競業禁止の義
務を指す。これは譲渡した事業につい
て、譲渡直後に売り手が再度競合する
ような事業を行い、買い手に損失を与
えることを避ける目的である。そのため
SPA（最終契約書）では、売り手に対す
る一定期間・範囲の競業避止義務条項
を規定することが一般的である。

デューデリジェンスを踏まえ、最終的な譲渡条件の契約交渉を実施する。合意した条件は最終契約書上でも明記されるが、主なポイントは以下の通り。
 ・ 株式/事業の譲渡価格をいくらとするか、デューデリジェンスを踏まえて行うバリュエーションを根拠に交渉
 ・ DDを実施しても不明確な項目等について表明保証を設定
 ・ クロージングに関する事項（前提条件や、クロージング前後における売手の義務等の諸条件）
   ▶ 表明保証や前提条件、義務への違反から生ずる損害の補償に関する設定
   ▶ （オーナー企業の場合）オーナーの残留期間、残留時の処遇及び退社後の競業避止義務も重要論点に

企業自身又は類似会社の株式市場での評価を利用して、企業の価値を評価マーケット・アプローチ

DCF法 事業計画に恣意性が入る可能性がある

収益還元法 正常収益の測定に恣意性が入る可能性がある

配当還元法 金融業で主に使用される

将来獲得されるリターン（CF・利益）を現在価値に還元し、企業の価値を評価インカム・アプローチ

簿価純資産法 BSの簿価純資産額を基に株式価値を評価する方法 無形資産や収益力を価値に反映できない

修正簿価純資産法 買収のれん試算の参考情報として利用される

時価純資産法 BSの資産・負債を時価評価して株式価値を評価する方法 対象会社の清算を前提とした手法

企業の所有する財産の価値を個別修正し、その合計をもって企業の価値を評価コスト・アプローチ

類似上場企業の時価総額（企業価値）と財務数値の
倍率を基に株式価値を評価する方法

過去の類似業種の買収取引金額と財務数値の倍率
を参考に株式価値を評価する方法

事業計画から将来のCFを算出し、現在価値に割り
引いて株式価値を評価する方法
正常収益に基づく将来のCF見込額を現在価値に資
本還元して株式価値を評価する方法

BSの簿価純資産に重要な調整事項を加味して株式
価値を評価する方法

配当金を現在価値に割り引いて株式価値を評価する方法
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　みずほ銀行バンコック支店メコン５課が発行する企業向け会報誌
『Mekong ５ Journal』よりメコン川周辺国の最新情報を一部抜粋して紹介

　
台
湾
企
業
は
メ
コ
ン
５
地
域
で
長
年
の
事
業

経
験
が
あ
り
、同
地
域
の
日
本
企
業
に
と
っ
て

実
は
身
近
な
存
在
だ
。近
年
も
コ
ロ
ナ
禍
に
も

関
わ
ら
ず
ベ
ト
ナ
ム
等
へ
の
投
資
意
欲
は
旺
盛

で
、日
本
企
業
に
と
っ
て
も
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
台
湾
企
業
と
協
業
す
る
機
会
は
増
え
て

い
る
。

　
今
回
は
、台
湾
企
業
の
対
メ
コ
ン
５
地
域
の
投

資
動
向
や
そ
の
背
景
、日
本・台
湾
企
業
の
連

携
事
例
に
つい
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

台
湾
経
済
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
好
調

　
台
湾
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、過
去
３
年

間
約
３
％
を
維
持
し
て
い
る
。今
年
の
５
月
以

降
コ
ロ
ナ
感
染
が
急
拡
大
し
、一時
消
費
の
落
ち

込
み
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、2
0
2
1
年
通
年

で
は
６
％
近
い
成
長
率
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
原
動
力
と
な
る
の
は
、半
導
体
輸
出
の

拡
大
で
あ
る
。台
湾
で
は
、10
年
以
上
に
わ
た

り
輸
出
が
経
済
を
け
ん
引
し
て
き
た
。足
元
で

は
輸
出
全
体
の
35
%
を
半
導
体
が
占
め
、そ
の

比
率
は
上
昇
が
続
い
て
い
る
。半
導
体
輸
出
増

加
の
背
景
に
は
、台
灣
積
體
電
路
製
造（
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
）等
の
半
導
体
受
託
製
造
企
業（
フ
ァ
ウ
ン
ド

リ
ー
）の
技
術
的
な
優
位
性
と
半
導
体
需
要
の

急
速
な
高
ま
り
が
あ
る
。

　
T
S
M
C
は
巨
額
の
Ｒ
＆
Ｄ
や
設
備
投
資
に

よ
り
フ
ァ
ブ
レ
ス
企
業
顧
客
か
ら
の
信
頼
を
獲

得
し
、世
界
の
6
割
も
の
半
導
体
受
託
生
産
が

台
湾
に
集
中
し
て
い
る
。Ａ
Ｉ・５
Ｇ
等
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
進
展
に
よ
る
半
導
体
需
要
拡
大
の
恩
恵

を
受
け
、半
導
体
生
産・輸
出
の
拡
大
が
台
湾

経
済
を
支
え
て
い
る
。
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産
移
管
先
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
が
選
択
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
。

メ
コ
ン
5
地
域
で
の
日
台
企
業
の
協
業
可
能
性

　
こ
の
よ
う
に
、台
湾
経
済
は
半
導
体
輸
出
に

支
え
ら
れ
て
コ
ロ
ナ
禍
で
も
好
調
が
続
き
、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
分
散
を
目
的
と
し
た
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
企
業
等
に
よ
る
メ
コ
ン
5
地
域
向
け
投

資
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
れ
は
日
本
企
業
に
と
っ
て
も
無
関
係
で
は

な
い
。J
E
T
R
O
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

と
、生
産
拠
点
シ
フ
ト
を
実
施
済・検
討
中
の
企

業
の
生
産
移
管
先
上
位
１
位・２
位
は
ベ
ト
ナ
ム

と
タ
イ
で
あ
り
、メ
コ
ン
5
地
域
に
新
規
進
出・

事
業
拡
大
す
る
日
台
企
業
が
現
地
で
提
携
す

る
機
会
は
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
実
際
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

　
日
本
企
業
A
社
は
ネ
ジ
を
製
造
し
て
お
り
、

19
年
に
ベ
ト
ナ
ム
に
進
出
し
た
も
の
の
、日
本
企

業
以
外
の
販
売
先
発
掘
に
苦
労
し
て
い
た
。一

方
、台
湾
企
業
B
社
は
機
械
部
品
を
製
造
し

て
現
地
企
業
に
販
売
し
て
い
た
が
、外
資
系
企

業
への
販
路
拡
大
が
課
題
で
あ
っ
た
。

　
A
社
と
B
社
は
協
働
し
て
ネ
ジ
と
機
械
部

品
を
販
売
す
る
こ
と
で
合
意
し
、協
働
し
た
結

果
、A
社
は
ベ
ト
ナ
ム
企
業
へ
の
販
路
拡
大
に
成

功
し
、B
社
は
A
社
を
通
じ
て
日
本
企
業
の
取

引
先
を
開
拓
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
こ
の
事
例
は
、台
湾
の
対
外
貿
易・進
出
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
台
湾
貿
易
セ
ン
タ
ー

（
T
A
I
T
R
A
）と
J
E
T
R
O
共
催
の
商

談
会
に
て
、日
台
企
業
の
W
I
N
-W
I
N
の
提

携
に
結
び
付
い
た
事
例
で
あ
る
。日
本
企
業
が
メ

コ
ン
地
域
に
お
け
る
事
業
拡
大
に
あ
た
り
、台
湾

企
業
と
の
提
携
を
選
択
肢
の一つ
と
し
て
検
討
い

た
だ
く
機
会
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
、本
稿

を
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

9月の為替相場動向
　これまでの下落から切り返して年初来高値を更新。32.30台から
スタートし、８月米雇用統計も無事通過すると、米金利の上昇を横目
にドルバーツは32バーツ後半へ。
　中旬以降、FOMC（連邦公開市場委員会）を前に発表された米小
売売上高は７ヵ月ぶりの弱い伸びに留まり、FRB（連邦準備理事会）
の政策が読みにくくなることを嫌気した株安がバーツ売りを誘っ
た。また、タイ国内の新規感染者数が一時増加に転じたことや、中
国の大手不動産会社である中国恒大集団の社債デフォルト懸念が
燻る中、ドルバーツは再び33バーツを上抜け、33バーツ半ばと年初
来高値を更新。11月以降にテーパリングを開始すると考えられる
FRBのタカ派スタンスも材料視され、月末付近にドルバーツは33
バーツ後半へと値を切り上げた。

10月の為替相場動向
　中国恒大集団の利払いが10月も控えており、中国政府の支援策
も不明確な中でドルバーツは引き続きボラタイルな展開を予想。し
かし、34バーツ抜けにはレジスタンスも多いと考えられ、上昇と共
に上値は重くなり、タイの新規感染者数減少や不透明感の払拭で
バーツ高方向への動きが優勢か。

９月の為替相場動向
　８月にベトナム中央銀行が為替介入方法を変更し、VND高を許
容するスタンスを示したことでUSDVNDも23,000割れ水準とな
り、９月は22,700台でスタート。新型コロナウイルスの感染拡大に
より国内の生産活動が大きく低下、貿易赤字も継続する状況下、
介入レベルとなる22,750を突破する動きは限られ、動意薄の展開
が継続。月を通して22,700台での推移が継続し、結局、同レベルで
クローズとなった。

10月の為替相場動向
　10月も動意の薄い展開を予想する。ベトナムでは新型コロナウ
イルス感染拡大により打撃を受けた経済立て直しのため、社会隔
離政策の転換点を迎えているが、輸出活動の正常化、貿易収支の
黒字転には時間を要するものと思われ、介入レベルである22,750
を突破するようなVND高水準となる可能性は低いだろう。

台
湾
企
業
の
対
メ
コ
ン
5
地
域
投
資
動
向

　
輸
出
に
限
ら
ず
、台
湾
企
業
の
ア
ジ
ア
への
直

接
投
資
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。中
で
も
メ
コ
ン

５
地
域
向
け
の
直
接
投
資
を
見
る
と
、国
別
で

は
ベ
ト
ナ
ム
向
け
が
圧
倒
的
に
多
い
。合
成
樹

脂・繊
維・食
品
等
を
中
心
に
20
年
以
上
ベ
ト
ナ

ム
で
事
業
実
績
の
あ
る
会
社
も
あ
り
、地
場
企

業
と
の
つ
な
が
り
も
深
い
。

　
た
だ
し
、直
近
３
年
間
の
台
湾
企
業
の
ベ
ト

ナ
ム
投
資
の
産
業
構
造
に
は
変
化
が
見
ら
れ

る
。従
来
化
学・紡
織・金
属
等
の
伝
統
産
業
に

よ
る
投
資
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、19
年
以
降
は
、

米
中
貿
易
摩
擦
を
背
景
に
、エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

産
業
の
投
資
増
加
が
目
立
つ
。

　
世
界
の
ス
マ
ホ・Ｐ
Ｃ
生
産
の
大
半
は
、鴻
海

精
密
工
業
等
の
台
湾
製
造
受
託
メ
ー
カ
ー（
Ｅ

Ｍ
Ｓ
）の
中
国
現
地
法
人
に
て
製
造
さ
れ
て
き

た
。生
産
委
託
企
業
の
意
向
も
あ
り
、こ
の
中

国
一
極
集
中
を
回
避
す
る
た
め
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
生

(出所）台湾行政院主計総処（2021/7/30時点)よりみずほ銀行台北支店作成 (出所）トレンドフォースよりみずほ銀行台北支店作成

(出所）工商時報「2020年東協台商1000大」・各社HPよりみずほ銀行台北支店作成
※売上は2018年時点

(出所）各種報道よりみずほ銀行台北支店作成
*工場新設等の設備投資 (出所）台湾経済部投資審議委員会資料よりみずほ銀行台北支店作成

※ラオス・ミャンマー・カンボジアは2017年以前のデータなし

(出所）台湾経済部投資審議委員会資料よりみずほ銀行台北支店作成
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ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
戦
争
に
新
局
面

　
ゴ
ジ
ェッ
ク
、グ
ラ
ブ
と
いっ
た
東
南
ア
ジ
ア
の

配
車
サ
ー
ビ
ス
は
、今
や「
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
」と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
配
車
の
み
な
ら
ず
、食
料
品
、日
用
品
の
宅

配
、決
済
等
、消
費
生
活
を
多
面
的
に
捉
え
る

複
数
サ
ー
ビ
ス
を
持
つ
に
至
って
い
る
。

　
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
と
言
え
ば
、中
国
で
ア
リ
バ

バ
や
テ
ン
セ
ン
ト
が
作
り
上
げ
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム

が
有
名
だ
。だ
が
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ス
ー

パ
ー
ア
プ
リ
は
中
国
と
は
異
な
る
進
化
の
道
筋

を
歩
ん
で
い
る
。

　
ア
リ
バ
バ
は
E
コ
マ
ー
ス
、テ
ン
セ
ン
ト
は

W
eChat

と
い
う
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ツ
ー
ル
を

軸
に
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
化
し
た
の
に
対
し
、ゴ

ジ
ェッ
ク
、グ
ラ
ブ
は
配
車
サ
ー
ビ
ス
を
出
自
と

し
て
い
る
。彼
ら
は
こ
の
個
性
を
活
か
し
た

ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
展
開
を
行
って
き
た
。

　
し
か
し
、今
年
の
5
月
に
ゴ
ジ
ェッ
ク
と
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
E
コ
マ
ー
ス
最
大
手
ト
コ
ペ
デ
ィ

ア
の
合
併
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
、東
南
ア
ジ
ア

ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
戦
争
は
次
の
局
面
を
迎
え

て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
リ
テ
ー
ル
の
全
方
位
化

　　
ト
コ
ペ
デ
ィ
ア
と
の
合
併
を
決
め
た
ゴ
ジ
ェッ

ク
、彼
ら
が
目
指
す
も
の
は
何
か
。そ
れ
は
オ
ン

ラ
イ
ン
リ
テ
ー
ル
の
全
方
位
化
だ
と
考
え
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
テ
ー
ル
は
、注
文
か
ら
デ
リ
バ

GoTo

（Gojek

＋Tokopedia

）の
イ
ン
パ
ク
ト

Roland BergerASEAN経営戦略
新たな視点で時代の動きを読み取る

東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）における様々な業界の旬なトピック
を、ドイツ発のコンサルティング会社ローランド・ベルガーが経営戦略
的な観点から解説する。今回はインドネシアのIT大手ゴジェックとト
コペディアの合併がもたらすインパクトについて。

Vol.18

一橋大学卒業後、米国系コンサルティングファー
ム等を経て、現在は欧州最大の戦略系コンサル
ティングファームであるローランド・ベルガーのア
ジアジャパンデスク統括に在籍（バンコク在住）。
ASEAN全域で、消費財、小売・流通、自動車、商社、
PEファンド等を中心に、グローバル戦略、ポート
フォリオ戦略、M＆A、デジタライゼーション、企業
再生等、幅広いテーマでの支援に従事している。

下村 健一
Roland Berger
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   Profile
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ら
大
き
い
。

　
一つ
目
は
、配
車
サ
ー
ビ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
す
る
仕
事
量
が
大
き
く
拡
大
す
る
点
。

　
新
領
域
へ
軸
足
を
移
そ
う
と
も
、ゴ
ジ
ェッ
ク

に
と
っ
て
、ド
ラ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要

ア
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
な
い
。そ
し

て
、そ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
集
客
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
の
が
仕
事
量
だ
と
い
う
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
は
ず
だ
。

　
ト
コ
ペ
デ
ィ
ア
に
出
店
す
る
商
店
の
数
は
１

１
０
０
万
店
舗
に
及
ぶ
。こ
の
膨
大
な
商
店

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
荷
主
に
な
る
こ
と
で
、ゴ
ジ
ェッ

ク
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
の
訴
求
力
を
大
き

く
高
め
る
だ
ろ
う
。

　
二
つ
目
は
、ト
コペ
デ
ィ
ア
の
デ
リ
バ
リ
ー
を
ゴ

ジ
ェッ
ク
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
担
え
る
点
だ
。一つ
目

の
意
義
を
ト
コ
ペ
デ
ィ
ア
の
視
点
で
見
た
か
た

ち
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
２
０
０
万
人
の
ド
ラ
イ

バ
ー
を
持
つ
ゴ
ジ
ェッ
ク
の
デ
リ
バ
リ
ー
力
は
圧

倒
的
だ
。ト
コ
ペ
デ
ィ
ア
は
ゴ
ジ
ェッ
ク
の
リ
ソ
ー

ス
を
活
用
し
て
、即
日
デ
リ
バ
リ
ー
の
割
合
を

高
め
る
と
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
で
、ト
コペ
デ
ィ

ア
は
E
コマ
ー
ス
最
大
手
と
し
て
の
立
ち
位
置

を
よ
り
強
固
に
す
る
だ
ろ
う
。

　
三
つ
目
は
、得
ら
れ
る
消
費
デ
ー
タ
の
量
的・

質
的
拡
大
で
あ
る
。

　
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
の
肝
は
、多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
大
規
模
展
開
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
デ
ー
タ

の
活
用
だ
。ゴ
ジ
ェッ
ク
と
ト
コペ
デ
ィ
ア
の
合
併

に
よ
っ
て
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
個
人
消
費
の
3
分

h t t p s : / / a r a y z . c o m

過去記事はArayZのWEBサイトで
ArayZ

地域統括会社
ニューノーマルにおける

の在り方とは

小売チャネル・決済方式
ミャンマー

のリープフロッグ

自動車アフターセールスにおける

顧客の選択変化

コスト最適化に向けた

Ｅコマース戦略

タイ＋中国連合がもたらす商用車

物流業界の変革
アフターコロナに急展開する

食品Ｅコマースオンライン

貨物マッチング
アフターコロナを見据えた

東南アジア投資戦略
デジタル化で生き残る

伝統的小売

リ
ー
ま
で
の
納
期
で
見
れ
ば
二
つ
の
タ
イ
プ
に

分
か
れ
る
。

　
注
文
か
ら
商
品
到
着
ま
で
が
数
十
分
〜
当

日
の
短
納
期
は
い
わ
ゆ
る「
買
い
物
代
行
」が
カ

バ
ー
す
る
。そ
し
て
、1
日
〜
1
週
間
程
度
の

中
納
期
の
も
の
は
、従
来
的
な
意
味
合
い
の

「
E
コマ
ー
ス
」が
該
当
す
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
テ
ー
ル
で
は
購

買
さ
れ
る
商
品
は
異
な
って
く
る
。

　
前
者
は
、食
材
や
日
用
品
な
ど
低
単
価
な
が

ら
日
常
生
活
に
不
可
欠
で「
今
す
ぐ
欲
し
い
」

も
の
が
中
心
だ
。ゴ
ジ
ェッ
ク
はG

oM
art

と
い

う
サ
ー
ビ
ス
で
ア
ル
フ
ァ
マ
ー
ト
や
フ
ー
ド
ホ
ー

ル
と
い
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
買
い
物
代
行
を
早
く
か
ら
展

開
し
て
い
た
。

　
後
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
テ
ー
ル
は
書
籍
、ア
パ

レ
ル
、雑
貨
、家
電
な
ど
扱
う
商
品
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
多
岐
に
渡
る
が
、即
時
デ
リ
バ
リ
ー
の
ニ
ー
ズ

は
低
い
。比
較
的
単
価
は
高
く
、嗜
好
性
の
強

い
商
品
が
多
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ゴ
ジ
ェッ
ク
は
ト
コペ
デ
ィ
ア
と
の
合
併
に
よ
っ

て
、後
者
の
中
納
期
タ
イ
プ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
リ

テ
ー
ル
も
合
わ
せ
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

G
oT
o

の
誕
生
が
も
た
ら
す
意
義

　
短
納
期
の
買
い
物
代
行
と
中
納
期
の
E
コ

マ
ー
ス
、そ
の
双
方
の
カ
バ
ー
は
グ
ラ
ブ
も
ま
だ

で
き
て
い
な
い
。ゴ
ジ
ェッ
ク
が
先
ん
じ
て
こ
れ

を
実
現
で
き
た
意
義
は
次
の
三
つ
の
観
点
か

東
南
ア
ジ
ア
リ
テ
ー
ル
の
変
革

　
東
南
ア
ジ
ア
の
リ
テ
ー
ル
は
伝
統
的
小
売
り

が
流
通
総
額
の
７
〜
８
割
を
占
め
る
市
場
だ
。

　
先
進
国
に
お
け
る
業
界
成
熟
の
ス
テ
ー
ジ
論

に
則
る
と
、伝
統
的
小
売
り
が
コ
ン
ビ
ニ
や

シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
の
近
代
的
小
売
り
に

置
き
換
わ
って
い
く
。

　
も
ち
ろ
ん
東
南
ア
ジ
ア
で
も
引
き
続
き
そ
の

動
き
は
進
ん
で
い
く
だ
ろ
う
。だ
が
、ゴ
ジ
ェッ
ク

と
ト
コペ
デ
ィ
ア
が
創
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
こ

の
従
来
的
な
進
化
論
と
は
別
の
方
向
へ
と
東

南
ア
ジ
ア
リ
テ
ー
ル
を
誘
う
。

　
世
界
的
に
見
て
も
、買
い
物
代
行
と
E
コ

マ
ー
ス
双
方
の
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
テ
ー
ル
を
カ
バ
ー

す
る
事
業
体
は
稀
有
だ
。こ
れ
ま
で
ど
の
国
、

ど
の
地
域
で
も
な
か
っ
た
リ
テ
ー
ル
の
世
界
観
へ

と
東
南
ア
ジ
ア
は
進
む
可
能
性
が
あ
る
。

の
2
が
彼
ら
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
消
費
デ
ー

タ
量
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
デ
ー
タ
内
容（
質
）の
面
で
も
ゴ
ジ
ェッ
ク
、ト

コペ
デ
ィ
ア
の
相
互
補
完
性
は
高
い
。前
述
の
通

り
、ゴ
ジ
ェッ
ク
と
ト
コ
ペ
デ
ィ
ア
の
オ
ン
ラ
イ
ン

リ
テ
ー
ル
は
商
品
傾
向
、並
び
に
購
買
決
定
要

因
が
異
な
る
。同
一ユ
ー
ザ
ー
の
消
費
動
向
を
よ

り
多
面
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

の
だ
。

ゴジェックは今回の合併を「インドネシア史上最大の事業統合」と発表した（同社リリースより）
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はじめに　
　インターネットの普及に応じて、様々な取引が電子化され
つつあります。ラオスにおいて、それらを導入・管理するため
の法令は消費者保護法（2010）、電子取引法（2012）、コン
ピューター犯罪防止法（2015）、情報通信技術法（2016）、
電子決済システム法（2017）、電子情報保護法（2017）、電
子署名法（2018）などがあります。
　2021年４月12日付で発行された「電子商取引に関する
政府令（No.296/GO）（以下、政府令）」は、上記の法令で
はカバーされていない電子商取引（以下、eコマース）に関
して、主に事業許可の取得及び電子契約について規定さ
れています。今回は、eコマースの導入部分について解説い
たします。

eコマースの形態（政府令第６条）
eコマースの形態は下記の通り３種類あります。
　① ネット販売(Online Ordering Function)
　② マーケットプレイス（Electronic Marketplace）への出店
　③ マーケットプレイスの運営

eコマース事業承認証明書の取得（政府令第10条から13条）
　上記①及び②の事業を行う場合は、ラオスにおいて会社
を設立する必要はありませんが、商工業省へ必要書類を
揃えて通知する必要があります。
　すでに事業を実施している個人、法人は同政府令の施
行日（21年６月5日）から90日以内に、商工業省へ通知しなく
てはなりません。通知を怠った場合は、何らかの指導を受け
ることになります。
　通知に必要な書類（法人の場合）は右記の通りです。

ラオスにおけるeコマース事業について

 ・商工業省所定の申請書
  ・企業登録書の写し（ただし、会社法上、登記する必要
のない事業体は除く）

 ・事業許可証の写し（事業許可証の取得が義務付け
られている事業分野の場合※）

 ・ラオス国内の決済サービス利用証明書の写し
　上記の書類をすべて揃えて商工業省へ提出後、３営業
日以内に「eコマース事業承認証明書」が発行されます。同
証明書の有効期間は２年間で、有効期限が切れる30日前
に更新することが可能です。

eコマース事業許可証の取得（政府令第９条、14条から17条）
　③のマーケットプレイスを運営する場合、法人であること
が前提となります。外国の個人、法人がラオスで事業を行う
場合、外資規制があるため少なくとも10％はラオス国籍者
が株式を保有する必要があります。また、登録資本金は100
億キープ（約1億1,600万円）と規定されています。
　事業を実施するためには「eコマース事業許可証」を企
業登録書とは別に商工業省から取得する必要があります。
すでに、事業を実施している法人は、同政府令の施行日
（21年6月5日）から90日以内に、商工業省へ申請する必要
があります。事業許可証を取得せずに事業を行った場合
は、法律に基づき何らかの指導を受けることになりますので
留意が必要です。
　政府令第15条に定められている事業許可証取得に必
要な書類をすべて揃えて、商工業省へ提出後、５営業日以
内に、「eコマース事業許可証」が発行されます。同許可証
は３年間有効で、有効期限が切れる30日前に更新すること
が可能です。

ASIAビジネス法務 最新アップデートASIAビジネス法務 最新アップデート

One Asia Lawyers 
One Asia Lawyersは、ブルネイを除くASEAN全域、南アジア及び東京にオフィ
スを有しており、日本企業向けにASEAN及び南アジア地域でのシームレスな
法務アドバイザリー業務を行っております。2019年４月により南アジア、20年
11月よりオーストラリア、ニュージーランドプラクティスを本格的に開始。
【One Asia Lawyersグループ ラオスオフィス】
Phanthaly Law: 2nd Floor, Vieng Vang Tower, Bourichane Road, Unit 15, 
Dongpalane Thong Village, Sisattanak District, Vientiane Capital, Lao PDR
Lao +856-205453-0065

内野里美
One Asia Lawyersラオス事務所に駐在。ラオス国内で10年
以上の実務経験を有する。ネイティブレベルのラオス語を駆
使し、現地弁護士と協働して各種法律調査や進出日系企業
に対して各種法的なサポートを行う。

※ 同政府令には明記されていませんが、マーケットプレイスに出店する場合は卸小売り事業の外資規制に則り会社を設立、事業許可証を取得していることが前提となる可能性が高いです

　
台
湾
が
、在
米
大
使
館
に
相
当
す
る「
台
北
経

済
文
化
代
表
処
」に
つ
い
て
、名
称
を「
台
湾
代
表

処
」に
変
更
す
る
こ
と
を
計
画
し
、米
国
も
可
否

の
検
討
に
入
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た
。英
紙
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル・タ
イ
ム
ズ（
電
子
版
）が
独
自
報
道
と
し
て

報
じ
、台
湾
メ
デ
ィ
ア
も
一
斉
に
後
追
い
し
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
は
、改
称
が
実
現
す
れ
ば
、米
台
が
１

９
７
９
年
に
断
交
し
て
以
来
、「
最
も
象
徴
的
意

義
を
持
つ
快
挙
だ
」（
聯
合
報
）な
ど
と
は
や
し
立

て
て
い
る
が
、想
定
さ
れ
る
中
国
の
強
い
反
発
を
含

め
、実
現
に
向
け
た
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

台
湾
側
か
ら
３
月
に
伝
達

　
台
湾
外
交
部（
外
務
省
）は
9
月
11
日
に
発
表

し
た
報
道
文
で
、フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル・タ
イ
ム
ズ
の
報

道
に
つ
い
て「
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
」と
否
定
も
肯
定
も

し
な
か
っ
た
。そ
の
上
で
、「
我
が
政
府
は
、あ
ら
ゆ

る
領
域
に
お
け
る
米
台
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
一

歩
一
歩
着
実
に
深
化
さ
せ
て
い
く
」と
強
調
し
た
。

　
一
方
、中
国
外
務
省
の
趙
立
堅
副
報
道
局
長
は

同
13
日
の
記
者
会
見
で
、「
台
湾
問
題
は
中
米
関

係
の
最
も
重
要
か
つ
敏
感
な
核
心
的
問
題
だ
」と

前
置
き
し
た
上
で
、「
米
側
に
厳
重
な
申
し
入
れ

を
行
っ
た
」と
改
称
へ
の
断
固
反
対
を
表
明
し
た
。

　
台
湾
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、改
称
の
希
望
は
今
年

３
月
、台
湾
側
か
ら
米
側
に
正
式
に
伝
達
さ
れ
た

と
い
う
。そ
れ
か
ら
半
年
ほ
ど
の
時
間
が
経
過
し
、

米
中
首
脳
に
よ
る
電
話
会
談
が
10
日（
米
東
部
時

間
９
日
）に
行
わ
れ
た
直
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
だ
け

に
、台
湾
で
は「
バ
イ
デ
ン
政
権
内
部
の（
改
称
）反

対
派
が
リ
ー
ク
し
た
」「
現
状
維
持
を
試
み
る
中

国
へ
の
米
国
か
ら
の
警
告
」と
いっ
た
臆
測
が
飛
び

交
っ
た
。

け
ん
制
球
と
し
て
温
存
か

　
報
道
に
よ
り
、呉
釗
燮
・
外
交
部
長（
外
相
）と

顧
立
雄
・
国
家
安
全
会
議
秘
書
長
が
こ
の
時
期
、

秘
密
裏
に
訪
米
し
て
い
た
こ
と
が
明
る
み
に
出

た
。安
全
保
障
分
野
に
つ
い
て
定
期
的
に
話
し
合

う
米
台
対
話
へ
の
出
席
が
目
的
だ
。

　
こ
の
対
話
の
中
で
、改
称
問
題
が
俎
上（
そ
じ
ょ

う
）に
上
っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、少
な
く
と
も
主

要
議
題
で
は
な
か
っ
た
も
よ
う
だ
。会
議
に
は
、米

国
在
台
協
会（
Ａ
Ｉ
Ｔ
）台
北
事
務
所
長（
大
使
に

相
当
）に
就
任
し
た
ば
か
り
の
サ
ン
ド
ラ・オ
ウ
ド

カ
ー
ク
氏
も
参
加
し
た
。

　
台
湾
は
こ
れ
に
先
駆
け
、バ
ル
ト
３
国
の
リ
ト
ア

ニ
ア
と
代
表
機
関
を
相
互
設
置
す
る
こ
と
で
合

意
。台
湾
側
が
出
先
機
関
の
名
称
を「
駐
リ
ト
ア

ニ
ア
台
湾
代
表
処
」に
す
る
意
向
を
打
ち
出
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、中
国
側
は
猛
反
発
し
、リ
ト
ア
ニ

ア
か
ら
大
使
を
召
還
す
る
事
態
に
な
っ
た
。

　
リ
ト
ア
ニ
ア
が
加
盟
す
る
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）内

で
は
そ
れ
で
な
く
て
も
、新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
や

香
港
の
問
題
で
中
国
へ
の
警
戒
や
反
発
が
広
が

り
、台
湾
と
の
関
係
強
化
が
潮
流
と
な
り
つ
つ
あ

る
。中
国
は
、欧
州
で「
台
湾
」へ
の
改
称
が
連
鎖

的
に
広
が
る
こ
と
を
懸
念
し
、リ
ト
ア
ニ
ア
へ
の
強

硬
手
段
に
出
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
蔡
英
文
政
権
と
し
て
は
、「
台
湾
代
表
処
」へ
の

改
称
は
悲
願
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
が
、喫
緊
の

課
題
で
は
な
く
、実
現
し
た
と
し
て
も
象
徴
的
な

意
味
合
い
が
濃
厚
だ
。加
え
て
、中
国
の
怒
り
の
矛

先
は
米
国
で
は
な
く
、台
湾
に
向
け
ら
れ
る
の
は

必
至
で
、改
称
問
題
は
当
面
、対
中
け
ん
制
球
と

し
て
温
存
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

１カ月間の、
無料トライアル受付中！

時事速報バンコク版 月額3500B（税込）

タイ国時事通信社　JIJI PRESS (THAILAND) CO., LTD.

お申込みは、“バンコク時事”で検索！（画面左上、無料トライアルフォームをご入力ください）
お問合せは、 ❶E-mail：Bangkok@thaijiji.com  ❷Tel：02ー236ー6628

1 2会員サイトで１９９９年以降のタイニュースも！
日本・アジアの記事も検索！

最新ニュースを
毎日２回お届け！

コンテンツを
一部紹介！

時事速報バンコク版

リアルな情報を発信

Vol.70

【
台
湾
】在
米
代
表
機
関
改
称
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
＝

　
　
　 「
台
北
」か
ら「
台
湾
」へ（
台
北
支
局 

佐
々
木 

宏
）

時
事
通
信 

特
派
員
リ
ポ
ー
ト

※

こ
の
記
事
は
時
事
通
信
社
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す（
２
０
２
１
年
９
月
16
日
掲
載
）
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世界に占めるワイヤーハーネスの輸出は19
年に７％を占め、特に日本の自動車メーカー
は東南アジアからの調達率が高い。その中
で８月後半以降、ハノイ、ホーチミンなどで出
勤する全従業員に工場で食事、寝泊りを強
いる「工場隔離」という措置が取られた。交
代も認められず、多くの工場は稼働率の低
下や停止を余儀なくされた。
　サプライチェーンの維持で踏ん張ったのは
タイである。１日の感染者が２万人を超えた
時期もあったが、感染地域全体の封鎖ない
し稼働率低下を強いるような措置は取らな
かった。自動車部品工場でクラスターも発生
したが、供給への影響は最低限に抑えた。さ
らにタイは供給問題を起こしたインドやベトナ
ム等の代替生産先となった。

サプライチェーン寸断の理由
　東日本大震災やタイの大洪水の教訓か
ら、日系自動車メーカーはサプライチェーンの
末端に至るまでの「可視化」、特定サプライ
ヤーからの調達の集中を避ける「複線化」、
重要部品の「在庫の積み増し」などの対策
を打ってきた。
　しかし、今回はサプライチェーンの寸断を
回避できなかった。その理由の一つは、そも

　トヨタは９月10日、10月の世界生産におい
て従来計画の４割にあたる33万台の減産を
発表。2021年の世界生産の目標も930万台
から900万台に引き下げた。その原因は東南
アジアで新型コロナウイルスの感染拡大が
続き、部品調達難が続いているためとしてい
る。ホンダ、マツダ、日産なども減産を強いられ
ている。今回はコロナ禍とサプライチェーンの
寸断について触れたい。

各国でサプライチェーンに影響
　コロナ禍による東南アジア主要国の市場と
サプライチェーンへの影響を図表に整理し
た。マレーシアとベトナムは、サプライチェーン
への影響が「大」と評価された。共通するの
が、デルタ株の蔓延を受けて政府が工場に
強権的な感染拡大予防措置を講じたことだ。
　マレーシアには、STMicroelectronicsや
Infineonなど半導体の後工程メーカーが集
中し、世界の半導体生産の約１割を占めて
いる。６月からの厳しいロックダウン措置では
工場への出勤率の上限が設けられ、稼働率
が大幅に低下して世界的な半導体供給不
足に拍車を掛けた。
　ベトナムはワイヤーハーネスなどの労働集
約的な部品の集積地。経済産業省によると

執筆者：野村総合研究所タイ　

タイ、アセアンの
自動車ビジネス新潮流を読む

《業務内容》 
経営・事業戦略コンサルティング、市場・規制調査、情報システム（IT）コンサルティング、
産業向けITシステム（ソフトウェアパッケージ）の販売・運用、金融・証券ソリューション
399, Interchange 21, Unit 23-04, 23F, Sukhumvit Rd., Klongtoey Nua, Wattana, 
Bangkok 10110
TEL: 02-611-2951  URL: www.nri.co.jp

マネージング・ダイレクター

田口  孝紀
シニアマネージャー

山本  肇

そもコロナ禍で落ち込んだ自動車生産が21
年以降急回復し、部材の需給がひっ迫した
ことがある。半導体メーカーは市場の９割を
占める電機・電子メーカーへの供給を優先
し、１割に過ぎない自動車産業向けの増産
要請にすぐに応えなかった。
　また、半導体の前工程のようにサプライ
チェーン上流では、特定のメーカーへの集約
化が進んでいた。前工程の最大メーカー
TSMCの増産が計画通りに進まなかった結
果、半導体の供給不足に陥った。
　さらに部品メーカーへの発注を分散させ
たとしても、労働集約的な工程は特定地域
に集中する傾向にあり、その地域で稼働規
制が掛かると複数のサプライヤーの供給が
止まった。今後、サプライチェーンのさらなる
複線化も考えられるが、生産効率の低下・コ
スト増も招くため慎重にならざるを得ない。
　考えられるのが、需要の変動に柔軟に対
応する主要生産拠点の生産技術、調達・物
流機能の強化である。タイが代替生産を引き
受けられたのは、現場での生産技術力や調
達能力が高く、増産に対応できたことも要因
と筆者は見る。今後、タイの生産拠点はIoT
も導入しながら、フレキシブルな生産対応能
力に磨きを掛けていくことが求められる。

第45回

～好評につき、シリーズ継続！～

コロナ禍のサプライチェーン寸断

ASEANでのコロナ禍の市場とサプライチェーンへの影響図表１ 出所：愛知県アジア自動車セミナー発表資料「ASEAN・インドの自動車産業の最新動向」を元に筆者修正

● 2020年は前年比約20％減の79万台
に収縮。

● 21年は7月以降のロックダウン強化
で、75万台にとどまる見通し。

影響（中）

● 国際的な半導体供給不足の影響は
あるものの、他国に比べると工場への
ロックダウンの影響は少ない。

● ロックダウンで供給がストップした他
国の代替生産を開始。

影響（中）

● 2020年は前年比約12%減の53万台
に収縮。

● 21年は回復する見通しであったが、
足元ではロックダウン強化で販売が
90％減。

影響（小）

● ６月以降の厳しい工場へのロックダ
ウン措置により、部品供給が影響を
受け、周辺国の工場稼働停止の原因
にもなっている。９月から生産再開。

影響（大）

● 2020年は前年比約50％減の53万台
に収縮。

● 21年は第一四半期からの2,500㏄以
下の国産モデルに対する減税措置に
より急回復基調。

影響（大）

● ロックダウン中も、完成車メーカーは輸出
企業としての特別措置で生産を継続。

● ただし、海外からの部品供給不足で、
足元の強い需要に対して増産が追い
付かない状況。

影響（中）

● 2020年は前年比約８%減の29万台に
収縮。

● コロナ禍の減税措置により収縮幅は
他国より小さく、21年以降の回復も早
いと見られていた。

影響（小）

● ホーチミンなどでの「工場隔離」で部
品供給がストップし、８月以降日本の
完成車工場などへの部品輸出に影
響。

影響（大）

タイ マレーシア インドネシア ベトナム

市場への
影響

2021年以降の
サプライ
チェーンへの
影響

中
小
企
業
社
長
兼
経
営
コ
ン
サ
ル
に
よ
る

経
営
論

日本で大手監査法人、外資系企業勤
務を経て、2013年来タイ。外資系会計
事務所のジャパンデスクにて日系企業
向けコンサルティング業務に従事した
後、15年10月にBizWings (Thailand) 
Co., Ltd.を設立。経営コンサルティング
業務を提供し、現在に至る。公益財団
法人東京都中小企業振興公社タイ事
務所経営相談員。ジェトロ中小企業海
外展開現地支援プラットフォーム・コー
ディネーター。公認会計士（日本）。東京
大学経済学部経営学科、米ケロッグ経
営大学院卒業（MBA）。

倉地 準之輔

第21回
BizWin

gs

Column

tgs-global.com

www.bizwings.co

「オンラインアシスタントに関する話を聞いてみようかな」と思ったらBizWingsにどうぞ。

Tel：+66-(0)2-258-5529
お問い合わせ：contact@bizwings.co
Room 1201,12th Floor, Q House Building, 66 Asoke
Montri Road, Wattana, Khlong Toei Nuea, Bangkok 

BizWings (Thailand) Co.,Ltd.
BizWings (Thai land)は世界
56ヵ国に展開するグローバルビジ
ネスネットワークであるT G S  
Globalのメンバーであり、タイはも
ちろん、他国への事業展開もサ
ポートします。

優秀な日本人 & タイ人アシスタントが月13,900バーツから!

経費精算 / 請求書発行 / 社内資料作成 / 入社・退社手続 / 残業代計算 / 
求人情報管理 / SNS更新 / Web更新  etc...
様々な業務を代行いたします！詳細はQRをチェック▶▶▶

コスト削減や不正防止にも！ 無料お試しプランあり

Ｑ
：
管
理
業
務
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
禍
で
ど
ん
な

変
化
が
起
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
間
違
い
な
く「
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
で
い

る
」こ
と
で
す
。皆
さ
ん
も
日
常
の
業
務
で
、否
応

な
く
こ
の
流
れ
を
感
じ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、私
が
日
々
管
理
業
務
に
関
す
る
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
中
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
化

で
見
受
け
ら
れ
る
３
つ
の
影
響
に
つ
い
て
ヒ
ト・モ

ノ・カ
ネ
の
観
点
か
ら
解
説
し
ま
す
。

　
経
営
相
談
の
中
で「
会
計
担
当
者
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
て
業
務
が
回
ら
な
く

な
っ
た
」「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
業
務
が
停

滞
し
が
ち
に
な
っ
た
」と
い
う
話
を
し
ば
し
ば
伺

い
ま
す
。

　
ど
の
ケ
ー
ス
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、業
務
の

属
人
化
で
す
。そ
の
人
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が

な
い
場
合
、業
務
全
体
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
に
も
関

わ
ら
ず
、周
り
は
そ
の
人
が
何
を
し
て
い
る
の
か

知
ら
な
い
、と
い
う
構
造
で
す
。

　
こ
の
構
造
自
体
は
コ
ロ
ナ
前
か
ら
よ
く
聞
く
話

で
し
た
。退
職
や
独
善
化
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ
り

な
が
ら
も
、こ
れ
ま
で
は
何
と
か
回
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。他
方
、コ
ロ
ナ
に
よ
る
病
欠
リ
ス

ク
や
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
り
づ
ら
く
な
っ
た
こ
と
が
加
わ
り
、業
務

属
人
化
の
リ
ス
ク
が
よ
り
顕
在
化
し
て
き
た
印

象
を
受
け
ま
す
。

　
今
ま
で
紙
伝
票
で
処
理
し
て
い
た
会
計
用
の

書
類
や
残
業
申
請
、休
暇
申
請
と
い
っ
た
書
類

を
、デ
ジ
タ
ル
化
で
き
な
い
か
と
い
う
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

　
も
う
少
し
広
い
視
点
で
見
る
と
、従
業
員
全

員
が
出
勤
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
作
ら
れ
て
い

た
業
務
フ
ロ
ー
が
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
導
入
後
に

実
施
困
難
に
な
っ
た
た
め
、こ
の
際
業
務
の
仕
組

み
そ
の
も
の
を
変
え
て
効
率
化
し
た
い
と
い
う
流

れ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
元
々
、タ
イ
の
社
会
保
険
料
や
税
金
と
いっ
た

支
払
は
、ほ
ぼ
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
支
払
が
可

能
で
し
た
。何
か
理
由
が
な
い
限
り
、現
金・小
切

手
に
よ
る
支
払
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
進
み
、支
払

元・支
払
先
も
会
社
に
出
社
し
な
く
な
っ
た
た
め
、

従
業
員
が
会
社
で
現
金・小
切
手
を
受
け
取
っ
て

支
払
に
行
く
、と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
行
為
が
そ

も
そ
も
減
少
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
結
果
と
し
て
現
金・小
切
手
は一切
使
わ
ず
、全

て
支
払
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
済
ま
せ
る
と
い
う
会
社

様
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。現
金・小

切
手
に
関
す
る
不
正
の
リ
ス
ク
も
な
く
な
る
の

で
、内
部
統
制
上
も
興
味
深
い
流
れ
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
弊
社
で
も
管
理
業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
流
れ

に
対
応
す
べ
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
ア
シ
ス
タ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
の
で
す
が
、管
理
業
務
に
つ

い
て
は
か
な
り
の
業
務
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
可
能
で

あ
り
、さ
ら
に
結
果
と
し
て
業
務
効
率
が
良
く
な

る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
と
し
て
も
、オ
ン
ラ
イ
ン

化
が
止
ま
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。今
は
業

務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
ど
こ
ま
で
可
能
か
を
考
え

る
絶
好
の
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ヒト
業
務
属
人
化
の
問
題
が

よ
り
顕
著
に

モノ
紙
で
は
な
く
デ
ー
タ
で

カネ
現
金
・
小
切
手
で
は
な
く

オ
ン
ラ
イ
ン
で
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欧
州
市
場
で
活
路
を
開
き
た
い
中
国
メ
ー
カ
ー

深い分析に基づいた“情報の本質”をお届けする

J a p a n  B u s i n e s s  P r e s s

b y

「
イ
メ
ー
ジ
は
悪
く
な
い
」欧
州
で
聞
い
た

中
国
製
E
V
へ
の
意
外
な
反
応

2021年９月１４日掲載（JBpress）

　９月７日～12日、ドイツでミュンヘンモーターショー「IAA MOBILI-
TY 2021」が開催された。数多く出展された電気自動車（ＥＶ）の中
で、欧州記者陣の注目を集めたのは中国の電気自動車だ。中国ＥＶ
メーカーは、環境規制が強まる欧州市場に大きな商機があると捉えて
いる。だが、欧州市民に“中国製品アレルギー”はないのだろうか。

M
I
N
I
の
ブ
ー
ス
に
近
接
す
る
場
所
に
、

「
W
E
Y（
魏
牌
）」ブ
ラ
ン
ド
は
メ
ル
セ
デ
ス
の

ブ
ー
ス
に
接
近
す
る
場
所
に
出
展
し
て
い
た
。

　
ド
イ
ツ
で
開
か
れ
る
展
示
会
へ
の
日
本
企

業
の
出
展
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
き
た
内

海
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
ミ
ュン
ヘ
ン
で
行
わ
れ

た
展
示
会
で
は
、中
国
の
出
展
企
業
は
巨
大

ス
ペ
ー
ス
を
一括
で
借
り
上
げ
て『
中
国
パ
ビ
リ

オ
ン
』を
形
成
す
る
の
が一般
的
で
し
た
」と
い

う
。だ
が
今
回
の
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
は
、中
国

企
業
は
各
社
が
独
自
に
ブ
ー
ス
を
確
保
し
出

展
し
て
い
る
。

　
ま
た
中
国
の
E
V
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
プ
レ

ス
向
け
イ
ベ
ン
ト
で
は
、欧
州
で
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
本
腰
を
入
れ
て
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
た
と
い
う
。

　「
単
に
通
訳
を
雇
う
の
で
は
な
く
、自
社

で
ド
イ
ツ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
人
材
を
育
て
て

い
る
な
ど
、完
全
に
欧
州
市
場
に
照
準
を
合

わ
せ
て
い
ま
す
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
か
ら

〝
中
国
臭
さ
〞は
ほ
と
ん
ど
消
し
去
ら
れ
て
い

る
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
」（
内
海
さ
ん
）。

　
内
海
さ
ん
は
長
城
汽
車「
O
R
A
」の
ブ
ー

ス
で
、「
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
ド
イ
ツ
人
で
す
。欧
州

の
人
た
ち
の
体
格
や
嗜
好
に
合
わ
せ
た
設
計

を
行
っ
て
い
ま
す
」と
の
説
明
を
受
け
た
と
い

う
。少
な
く
と
も
長
城
汽
車
は「
徹
底
し
た

現
地
化
」を
目
指
し
て
欧
州
市
場
を
攻
略
し

よ
う
と
し
て
い
る
模
様
だ
。

欧
州
勢
と
中
国
勢
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
の
違
い

　
今
回
の
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
は
、長
城
汽
車

の「
O
R
A
」以
外
に
も
中
国
企
業
関
連
の

Ｅ
Ｖ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、ボ
ル
ボ
と
浙
江
吉
利

が
共
同
開
発
す
る「Polestar

（
極
星
）」、15

年
末
に
浙
江
省
で
設
立
さ
れ
た
新
興
の
零
跑

汽
車
が
開
発
す
る「ZeroRun

（
零
跑
）」な

ど
が
出
展
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
ら
を
見
て
内
海
さ
ん
は
、「
B
M
W

な
ど
が『
環
境
保
護
』を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、リ

サ
イ
ク
ル
材
と
再
生
可
能
材
料
で『
１
０

０
％
リ
サ
イ
ク
ル
』を
打
ち
出
す
の
に
対
し
、

中
国
勢
は『
顔
認
証
』『
A
I
』な
ど
ハ
イ
テ

ク
装
備
で
勝
負
を
か
け
て
い
る
印
象
を
受
け

た
」と
い
う
。

　「
理
念
」に
重
き
を
置
く
欧
州
の
巨
頭
と
、

「
超
ハ
イ
テ
ク
」を
武
器
に
す
る
中
国
勢
の
違

い
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
形
だ
。

家
電
量
販
店
で
E
V
を
売
る
メ
ー
カ
ー
も

　
で
は
中
国
の
E
V
を
、欧
州
市
民
は
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
住
む

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ベン
ジ
ャ
ミ
ン・ベ
デ
コ
ヴ
ィッ

ク
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
中
国
の
E
V
は
見
た
目
も
格
好
い
い
し
、

バ
ッ
テ
リ
ー
性
能
も
良
く
低
価
格
で
す
。一
般

市
民
は
コ
ン
セ
プ
ト
で
商
品
を
選
ぶ
経
済
的

余
裕
は
な
く
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
い
い

も
の
を
選
ぶ
傾
向
が
強
い
。欧
州
で
は
中
国

車
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
け
っ
し
て
悪
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。今
後
、一
般
市
民
は
安
価
な
中
国

製
を
選
ぶ
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
で
し
ょ

う
」。

　
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
さ
ん
は
注
目
す
べ
き
モ
デ
ル

と
し
て
、中
国
N
I
U
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の

「
N
I
U
」と
愛
馳
汽
車
の「A

iw
ays

」を
取

り
上
げ
た
。N
I
U
は
四
輪
で
は
な
く
電
動

ス
ク
ー
タ
ー
だ
が
、中
国
製
品
が
欧
州
で
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
格
好
の
事
例

だ
と
い
う
。

　
14
年
に
北
京
で
創
業
さ
れ
、米
ナ
ス
ダ
ッ
ク

に
も
上
場
し
て
い
る
N
I
U
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

（
牛
電
科
技
）の
電
動
二
輪
車「
N
I
U
」は
、

現
在
20
ヵ
国
に
輸
出
さ
れ
て
お
り
、欧
州
で

は
４
４
９
９
ユ
ー
ロ（
約
58
万
円
）で
販
売
さ

れ
て
い
る
。

　
ベン
ジ
ャ
ミ
ン
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
特
に
ス
ペ
イ

ン
や
イ
タ
リ
ア
で
人
気
が
高
い
」と
い
う
。グ

ロ
ー
バ
ル
市
場
調
査
会
社
の
米
グ
ラ
ン
ド

ビ
ュ
ー
リ
サ
ー
チ
社
は
同
社
製
品
に
つ
い
て
、

「
環
境
面
を
重
視
す
る
欧
州
、価
格
面
を
重

視
す
る
ア
ジ
ア
の
途
上
国
、そ
れ
ら
の
２
つ
の

市
場
で
支
持
を
得
て
お
り
、長
期
的
な
成
長

が
見
込
ま
れ
る
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｖ「A

iw
ays

」を
販
売
す
るA

iw
ays

（
愛
馳
汽
車
）は
、17
年
の
設
立
当
初
か
ら

欧
州
を
最
重
点
攻
略
市
場
に
据
え
、20
年

か
ら
積
極
的
な
展
開
を
始
め
て
い
る
。既
存

の
デ
ィ
ー
ラ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
頼
ら
ず
ネ
ッ

ト
販
売
に
力
を
入
れ
、「
ド
イ
ツ
で
は
家
電

量
販
店
で
も
売
ら
れ
て
い
る
」（
同
）と
い

う
。さ
し
ず
め
ヤ
マ
ダ
デ
ン
キ
や
ヨ
ド
バ
シ
カ

メ
ラ
で
Ｅ
Ｖ
を
売
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ

ろ
う
か
。

欧
州
市
場
で
活
路
を

開
き
た
い
中
国
メ
ー
カ
ー

　
E
U
は
20
年
か
ら
二
酸
化
炭
素
排
出
規

制
を
厳
格
化
し
、35
年
ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
車

の
実
質
販
売
禁
止
と
い
う
目
標
を
打
ち
出

し
た
。こ
れ
を
受
け
20
年
に
は
、中
国
の
半

分
程
度
し
か
な
か
っ
た
欧
州
の
E
V
市
場
規

模
は
、一
気
に
中
国
と
肩
を
並
べ
る
規
模
に
成

長
し
た
。E
V
購
入
へ
の
政
府
の
補
助
金
も

あ
り
、今
後
の
販
売
は
さ
ら
に
加
速
す
る
見

通
し
だ
。

　
自
動
車
専
門
調
査
会
社
、独
シ
ュ
ミ
ッ
ト・

オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ・リ
サ
ー
チ
の
レ
ポ
ー
ト
に

よ
る
と
、「
21
年
１
〜
７
月
に
欧
州
で
登
録
さ

れ
た
中
国
の
Ｂ
Ｅ
Ｖ（
バ
ッ
テ
リ
ー
式
電
気
自

動
車
）は
２
万
８
０
０
台
。年
末
ま
で
に
10
万

台
に
達
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
」と
い
う
。

　
中
国
国
内
で
は
５
０
０
社
近
い
Ｅ
Ｖ
メ
ー

カ
ー
が
乱
立
し
て
お
り
、各
社
は
厳
し
い
生
存

競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。拡
大
す
る
欧
州

市
場
で
活
路
を
開
き
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、法

規
法
令
の
遵
守
と
と
も
に
徹
底
的
な
現
地

化
と
い
う
高
いハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
ら
れ
る

か
が
課
題
と
な
って
い
る
。

ミュンヘンモーターショー「IAA MOBILITY」の長城汽車「ORA」のブースに展示されたEV「CAT（好猫）」。
欧州記者陣の関心の高さが伺える（写真提供：内海志保さん、画像の一部を加工しています）

欧
州
で
の
マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
に
本
腰

　　
ド
イ
ツ
自
動
車
産
業
連
合
会（
Ｖ
Ｄ
Ａ
）が

主
催
す
る
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は
例
年
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
で
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、今
年
か
ら
ミュン

ヘ
ン
に
会
場
が
移
さ
れ
た
。ミ
ュン
ヘ
ン
で
見
本

市
関
連
事
業
を
手
掛
け
る「kobepublish-

ing

」の
内
海
志
保
さ
ん
が
会
場
を
訪
れ
、現

地
の
様
子
を
L
I
N
E
の
動
画
機
能
を
使
っ

て
送
って
く
れ
た
。

　
今
回
の
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
に
は
７
０
０
社
近

く
が
出
展
、ド
イ
ツ
資
本
の
企
業
が
多
数
を

占
め
る
中
、中
国
か
ら
は
11
ブ
ラ
ン
ド
が
出
展

し
た
。

　
最
も
目
立
っ
て
い
た
の
が
、中
国
最
大
の
民

間
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
、海
外
展
開
に
本
腰

を
入
れ
て
い
る
長
城
汽
車
で
あ
る
。同
社
の

「
O
R
A（
欧
拉
）」ブ
ラ
ン
ド
は
B
M
W
や

ミュンヘンに住むジャーナリストのベンジャミン・ベデコヴィックさん
（写真提供：内海志保さん）
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海
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9
9
0
年
代
初
頭
か
ら
中

国
と
の
往
来
を
開
始
。上
海
と
北
京
で
日
本
人
向
け
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
誌
を
創
刊
し
、10
年
に
わ
た
り
初
代
編
集
長
を

務
め
る
。約
15
年
を
上
海
で
過
ご
し
た
の
ち
帰
国
、現
在
は

日
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
や
中
国
と
ア
ジ
ア
周
辺
国

の
関
わ
り
を
独
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ョ
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http://jbpress.ism
edia.jp

M
I
N
I
の
ブ
ー
ス
に
近
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る
場
所
に
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W
E
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魏
牌
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ラ
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メ
ル
セ
デ
ス
の

ブ
ー
ス
に
接
近
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出
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。
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す
る
の
が一般
的
で
し
た
」と
い

う
。だ
が
今
回
の
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
は
、中
国

企
業
は
各
社
が
独
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。
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。

　「
単
に
通
訳
を
雇
う
の
で
は
な
く
、自
社

で
ド
イ
ツ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
人
材
を
育
て
て

い
る
な
ど
、完
全
に
欧
州
市
場
に
照
準
を
合

わ
せ
て
い
ま
す
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
か
ら

〝
中
国
臭
さ
〞は
ほ
と
ん
ど
消
し
去
ら
れ
て
い

る
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
」（
内
海
さ
ん
）。
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ド
バ
シ
カ

メ
ラ
で
Ｅ
Ｖ
を
売
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ

ろ
う
か
。

欧
州
市
場
で
活
路
を

開
き
た
い
中
国
メ
ー
カ
ー

　
E
U
は
20
年
か
ら
二
酸
化
炭
素
排
出
規

制
を
厳
格
化
し
、35
年
ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
車

の
実
質
販
売
禁
止
と
い
う
目
標
を
打
ち
出

し
た
。こ
れ
を
受
け
20
年
に
は
、中
国
の
半

分
程
度
し
か
な
か
っ
た
欧
州
の
E
V
市
場
規

模
は
、一
気
に
中
国
と
肩
を
並
べ
る
規
模
に
成

長
し
た
。E
V
購
入
へ
の
政
府
の
補
助
金
も

あ
り
、今
後
の
販
売
は
さ
ら
に
加
速
す
る
見

通
し
だ
。

　
自
動
車
専
門
調
査
会
社
、独
シ
ュ
ミ
ッ
ト・

オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ・リ
サ
ー
チ
の
レ
ポ
ー
ト
に

よ
る
と
、「
21
年
１
〜
７
月
に
欧
州
で
登
録
さ

れ
た
中
国
の
Ｂ
Ｅ
Ｖ（
バ
ッ
テ
リ
ー
式
電
気
自

動
車
）は
２
万
８
０
０
台
。年
末
ま
で
に
10
万

台
に
達
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
」と
い
う
。

　
中
国
国
内
で
は
５
０
０
社
近
い
Ｅ
Ｖ
メ
ー

カ
ー
が
乱
立
し
て
お
り
、各
社
は
厳
し
い
生
存

競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。拡
大
す
る
欧
州

市
場
で
活
路
を
開
き
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、法

規
法
令
の
遵
守
と
と
も
に
徹
底
的
な
現
地

化
と
い
う
高
いハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
ら
れ
る

か
が
課
題
と
な
って
い
る
。

欧
州
で
の
マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
に
本
腰

　　
ド
イ
ツ
自
動
車
産
業
連
合
会（
Ｖ
Ｄ
Ａ
）が

主
催
す
る
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は
例
年
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
で
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、今
年
か
ら
ミュン

ヘ
ン
に
会
場
が
移
さ
れ
た
。ミ
ュン
ヘ
ン
で
見
本

市
関
連
事
業
を
手
掛
け
る「kobepublish-

ing

」の
内
海
志
保
さ
ん
が
会
場
を
訪
れ
、現

地
の
様
子
を
L
I
N
E
の
動
画
機
能
を
使
っ

て
送
って
く
れ
た
。

　
今
回
の
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
に
は
７
０
０
社
近

く
が
出
展
、ド
イ
ツ
資
本
の
企
業
が
多
数
を

占
め
る
中
、中
国
か
ら
は
11
ブ
ラ
ン
ド
が
出
展

し
た
。

　
最
も
目
立
っ
て
い
た
の
が
、中
国
最
大
の
民

間
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
、海
外
展
開
に
本
腰

を
入
れ
て
い
る
長
城
汽
車
で
あ
る
。同
社
の

「
O
R
A（
欧
拉
）」ブ
ラ
ン
ド
は
B
M
W
や

ドイツではここ2年ほどでチャージスポットが一気に増えた（写真提
供：内海志保さん、写真の一部を加工しています）

TEL. 02-259-1720

　グレイハウンドはトラディショナルとトレンディのバランス
を図り、退屈な日常に美しさや芸術のこだわりを感じても
らうアーバン・アパレル・コンシャスと呼ぶ価値観を発信し
続けています。そしてその発信の方法は大々的な広告宣
伝活動（shouting out）ではなく、ささやく（whispering）
ことで心地よく顧客との関係性を築いていくのがグレイハ
ウンド流の戦略です。人 は々、他の人 と々違っていたいとい
う欲望と、他の誰かでありたいという欲望に同時に突き動
かされているものです。
　このように、差異化と同一化という一見相反する人 の々欲
望を理解すれば、ファッションとは社会や集団から乖離した
個人の感性から創造されるのではなく、創造性とは社会的
かつ集団的なプロセスの産物として立ち現れる実践だと言
うことができそうです。だからこそ、常に顧客（社会）との接点
を意識し、独り善がりのshouting outにならないようなコ
ミュニケーションが求められるのではないでしょうか。
　ファッションとは単に視覚的な見た目の創造のみではな
く、時には社会的地位を表すこともあります（Joanne 
Finkelstein 1991）。また、三宅一生氏や川久保玲氏の独
創的で美しい衣服のデザインでは、身体と衣服の境界は曖
昧であり、それら衣装を身に纏うことで身体と衣服は分離不
可分な存在となり、触覚的で身体化（embodiment）された
様式（モード：メルロ＝ポンティ）を生み出していくのです。

毎
日
の
生
活
を
楽
し
む
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル

第
９
回

経営
トップエグゼクティブの

Beauty Management

対談は19年10月から20年3月末までの間に、バンコク及び東京にて相手先のオフィスで行われたものです。本来であれば20年末にかけて多くの方 と々対談を予定していましたが、残念ながら新型コロナウイルスの感染
拡大を受けて国境を跨ぐ移動が制限されてしまいました。東京においても非常事態宣言が発令されるなど対面での取材は難しいと判断したことから、予定をしていた方 と々の対談を一時中断しています。

藤岡 資正・英オックスフォード大学より経営哲学博士を授与（D.Phil. in management 
studies）。チュラロンコン大学サシン経営大学院エグゼクティブ・ディレクター・MBA専
攻長、NUCBビジネススクール教授などを経て現職。早稲田大学ビジネススクール客員
准教授、戦略コンサルティングファームCDI顧問、神姫バス社外取締役、Sekisui 
Heim不動産取締役、中小企業変革支援プログラム顧問などを兼任。

　タイ発のアパレルブランドで、現在ではレストラン・カフェや家具事業など
も展開するグレイハウンド社の創業者でCEOでもあるバヌ氏との対談を振り
返る。最近では、IKEA社とのコラボレーションも注目を集めている。

バヌ・インカワット
CEO

GREYHOUND CO., LTD. チュラロンコン大学サシン経営大学院
日本センター所長

明治大学専門職大学院教授

藤岡 資正

バヌ氏

　美と経営というのは非常に面白いテーマで
すね。つい最近、日本のBRUTUSやFIGARO
ジャポンの取材を受けました。

バヌ氏

　ご存じのように、私たち創業者の誰一人とし
て、ファッションを学んだものはいません。また、
従業員の中にもファッションデザイナーは多くあ
りません。私たちは、スタイルプレゼンターであ
ると考えています。1号店は20年前にオープンし
ました。本当に普通の伝統的なレストランでした
が、やがて、カフェにファッションスタイル（装飾、
音楽、家具、制服など）を持ち込みました。あえて
定義するなら、生活に関わるすべてのものをオ
シャレにするライフスタイル産業です。レストラン
事業も、当初は料理の専門家はいませんでした。

バヌ氏

　40年前のバンコクでファッションに関心のあ
る人は少なかったのですが、海外で学んだ若者
たちが帰国し始めたころから、タイ発のブランド
やカフェなどが誕生しました。グレイハウンド
は、基本に少しデザインを加えつつも、シンプル
でありたいと思っています。

バヌ氏

　はい、その方が上手くいくと思っています。と
ても古いブランドなので、流行に置いていかれ
ないように若い人のアイデアを取り入れつつ、
グレイハウンドの原型は失わないようにする。セ
クションの壁を取り払い、バランスをどのように
取るのかがとても重要で難しいです。グレイハ
ウンドの美しさとは顧客と共有する価値であり、
毎日の生活を楽しむためのスパイスを提供し続
けることなのです。そのためには、私たち自身が
ファッションを楽しみ、それを押し付けるのでは
なく、共感してもらえるような感覚を持ち続ける
ことが大切だと思っています。

藤岡

　東南アジアのファッションやデザインは欧州
でもそうですが、日本人の間でも人気がありま
す。グレイハウンドはタイで初のファッションカ
フェを開くなど創業40周年を迎え、幅広く事業
を手掛けていますね。バヌさんは、自社をライフ
スタイル産業だと言われています。ファッション
の専門家も料理の専門家もいない段階で、どち
らの事業も手掛けたというのは興味深いです。

藤岡

　いつも皆さんと話をしていると、それぞれ専
門は違っても、皆ファッションが好きだという共
通項があります。趣味の延長線上で、シンプル
な生活に少しアクセントを加えることで楽しもう
とされています。

藤岡

　Basic with a twistですね。デザインは個人
ではなく、チーム単位でしょうか。

撮影：石田直之
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中野陽介 1987年福岡生まれ。19歳で渡米、芸術に目覚める。24歳で渡
タイ、バンコクでサラリーマンと芸術家の二足のわらじ生活を３年間送
る。28歳から１年間で22カ国を巡る世界一周旅を敢行。現在は、国連ト
ークイベントに参加、目黒区美術館で絵画展覧会開催、壁画制作、執筆、
講演、育児など東京を拠点に活動。著書「路上ワークの幸福論」は
Kinokuniya Bangkok店&EmQuartier店でも発売中。
HP：https://www.yosukenakano.com/
Instagram：@yosukenakano 　Twitter：@yosuke1006

　通っていた小学校の隣にある神社。当時は
よくここで遊んでいた。立派な神社ではないが、
いつも誰かが掃除とお供えをしてくれていた。
　ポツンとみかんが置かれている様子が美し
く、思わずシャッターを切った。

お供え物と若八幡宮
（福岡県・福岡市）

いろんな景色、いろんな想い

1989年、英国のレイブンズボーン大学留学中に、世界的に有名な風水大師葉清海氏
から風水師としての才能を認められ、最初で最後の日本人内弟子として彼が89歳で他
界するまでの約30年間、風水を学んだ。チュラロンコーン大学教育学部高等教育課で
博士号を取得後、風水を中心に取り入れたビジネスコンサルティング会社SSF 
CONSULTATION LTDをタイ、バンコクに2009年に設立して現在に至る。タイの他、ア
メリカ、インド、インドネシア、英国、カンボジア、シンガポール、台湾、中国、ベトナム、香港、マ
レーシア、ミャンマー、日本などへも仕事で出向いている。

　約200年前に中国からタイに移住してき
た通称タイチャイニーズは広東省や福健
省出身者が多く、子孫は広東語、潮州
語、福健語、海南語や北京語を話します。
タイのチャクリ王朝を築いたラーマ1世の
先祖も、中国人であったと伝えられていま
す。彼らは今もタイの経済界で大きな役割
を担っており、そこには風水が取り入れら
れています。
　ビジネス誌「Forbes」が今年発表した
企業ランキング「Forbes Global 2000」に
おいて、タイ企業では３位になったカシコン
銀行は中華系のチョティ・ラムサムが創業
しました。カシコン銀行はその年の干支の
風水に合わせて社長室や幹部のデスク

の配置、本社の置物等を毎年模様替え
しています。さらに、コーポレートロゴや電
話番号や内線番号、新支店の開店や大
きな取引、重役の海外出張などの日程に
ついても風水師が助言しています。
　以前、カシコン銀行の日本人の重役か
ら「なぜ毎年、お金をかけて風水の模様
替えをするのでしょうか」とお電話をいた
だいたこともありました。日本人からすれば
不可解な行為に見えるかもしれませんが、
風水師の私から見ると、とても理に適った
行為です。
　「Forbes Global 2000」でタイ企業２
位のサイアムセメントグループ（SCG）の
幹部には、私の母校チュラロンコーン大

学の卒業生が多くいます。その一人から
「弊社も風水で大事な決断をすることが
多いが、表向きはコンサルタントのアドバ
イスで決めたと言っている」と聞いたこと
があります。タイでは多くの企業が何らか
の形で、会社の発展のために風水を取り
入れているのです。

鶴田 雅子ビジネスにも活かせる

風水 学
９ :“風水先進国”タイ ③

ビジネスコンサルティング会社 SSF CONSULTATION LTD代表
E-mail：sai@ssfconsultation.com　URL：http://www.ssfconsultation.com

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

· トヨタ車体精工 様
· アイシン精機 様
· 積水プラスティック 様
· アルプス電気 様
· 戸上電機 様
· 宇徳 様
· 旭テック 様
· 三建産業 様
· 福島工業 様
· コマツ 様

· 名港海運 様
· 井関農機 様
· 宇部興産機械 様
· 不二越 様
· パナソニックデバイス
 SUNX 様
· 日本ダイヤバルブ 様
· 古河電気工業 様
· 古河AS 様
· 住商マシネックス 様

· 日本ガイシ 様
· アルプス物流 様
· 不二越 様
· 日本OA 様
· バルカー 様
· 野村総合研究所 様
· アムテック 様
· 大塚製薬 様
· アマダ 様
· フジゼロックス 様　他

弊社取引実績クライアント様

■ 過去3年の企業の縮小撤退動向■ 現在のタイ国内製造業の動き

日系大手

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中小

日系中小

電機

プラスティック成形

電子部品

設備

電子部品

食品

物流

設備

アルミ部品

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

ラヨーン

サムットプラカーン

ラヨーン

チョンブリ

完全撤退。統括エリア内統廃合

規模縮小。複数工場のうち一部売却。事業伸び悩み

完全撤退

ローカルパートナーとの合弁撤回及び撤退

完全撤退。他国へ移設

資産圧縮。余剰土地売却

資産圧縮。余剰土地売却

完全撤退。一極化していたクライアントからの受注激減

資産圧縮。余剰土地売却

区　分 業　種 エリア 撤退・縮小理由

■ 現在の売り工場の一例

売り工場

売り工場

売り工場

売り工場

アマタシティーチョンブリ

アマタシティーラヨーン

サムットプラカーン

ピントン工業団地

10,000㎡

7,000㎡

16,000㎡

6,000㎡

４,000㎡

2,000㎡

5,000㎡

3,000㎡

区　分 エ リ ア 土地サイズ 工場サイズ

区 分 詳　細

□  オンライン相談可能

□  対面面談も可能

□  情報守秘

新規

新規

新規

新規

新規

拡張

拡張

拡張

拡張

拡張

移転

移転

縮小

縮小

縮小

中国系家電部品メーカーが新規進出で工場用地を選定中

台湾系精密部品メーカーが新規進出で工場用地を選定中

日系食品加工が新規進出で工場用地を選定中

台湾系メッキ加工が新規進出で工場用地を選定中

中国系バッテリー部材メーカーが新規進出で工場用地を選定中

日系半導体関連メーカーが拡張のため工場用地を選定中

日系消費財メーカーが拡張のため工場用地を選定中

日系OA機器部品メーカーが拡張のため工場用地を選定中

日系自動機器メーカーが拡張のため工場用地を選定中

日系物流が拡張のため物流用地を選定中

日系包装資材メーカーが移転のため工場用地を選定中

日系自動車、二輪部品メーカーが移転のため工場用地を選定中

日系自動車部品メーカーが縮小のため工場用地を売却検討中

日系物流が縮小のため物流用地を売却検討中

日系化学品メーカーが縮小のため工場用地を売却検討中

詳細はお気軽にお問合せください

96万㎡
以上の
売買実績

物件購入、売却のプロフェッショナル工場・土地購入   売却
コロナ禍でも企業の動きは徐々に活発化してきている。現在の企業動向の一部をご紹介。
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